















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「というわけで、あなたは死んでしまったわけですが……えー、〝憧あこがれの先輩がオンナの顔をしながら男性と二人きりで歩いていたのを見てショック死〟……って、なんですかこの死因……」

「ぎゃああああああああああああああああっ!?」

　ドン引きしたようにそんなことを言われ、私こと間ま宮みや桃ももは堪たまらず頭を抱かかえる。

　今がどういう状況なのかは、私自身、未いまだによく分かっていないのだが、なんでもこの目の前にいる白ワンピースの美女──《理ことわりの端たん末まつ》さんのお話だと、私は現げん世せでの生しよう涯がいを終え、今まさに天国へ行くかどうかを決める最中にいるらしい。

　ちなみに、彼女は背中に純白の羽を生やしている上、頭の上には輝かがやく輪っかがあるという、誰がどう見ても天使さんだと分かるような見た目をしていた。

　というのも、彼女のこの姿は、私たちがイメージする〝死後の世界〟をモチーフとしているみたいで、その方が受け入れやすいのではという理由なのだとか。

　なお、年齢は二○歳前後くらいの、透明感溢あふれる美人さんだ。

「私、初めてですよ。こんなしょうもない理由で死んだ人」

「しょうもないとか言わないでよ、こーちゃん！　私、先輩のこと本気で好きだったんだからぁ～……」

「いや、それはまあお気の毒に……。というか、〝こーちゃん〟って……」

　よよよと涙を溢れさせる私に、《理の端末》さんことこーちゃんがハンカチを差し出してくれる。

「うぅ、ありがとう……」

　ずびーっ、とたっぷり洟はなをかませていただいた後、私はハンカチを彼女に返した。

「……はい」

「え、あ、はい……」

　何な故ぜか彼女の顔が引ひき攣つっていたようにも見えたが、たぶん気のせいだろう。

　私たちがいるのは、どこかの面接室みたいな場所だった。

　内装は白はく亜あで統一されており、窓はおろか、ドアの一つすら見当たらない。

　備品は私たちが現在進行形で腰こしを下ろしている簡素な椅い子すと、こーちゃんが肘ひじをつくオフィスデスクくらいのもので、もちろんどちらも内装と同じく真っ白である。

「うぅ、最後に会った時だって、〝いつ見ても可愛かわいい髪型だね、こけしちゃん〟って凄すごい褒ほめてくれたのに……」

「いや、それ褒められてないんじゃ……」

「そ、そんなことないもん！　私、先輩のその言葉で、こけし界のレジェンドになろうって決めたくらいだもん！」

「……ごめんなさい。ちょっと何言ってるのかよく分からないです……」

　そこで一度嘆たん息そくした後、こーちゃんは「まあでも」と言う。

「そんなに落ち込まないでください。確かに色々とショックなことがあったとは思いますけど、一六歳という若さでお役目を終えてしまったあなたには、もっとも多い〝三つの選せん択たく肢し〟があるんですから」

「……三つの選択肢？」

「ええ」

　小首を傾かしげる私に、こーちゃんは大きく頷うなずいて続ける。

「一つ目は、先ほども申し上げたとおり、あなた方が〝天国〟と呼ぶ、一切の苦痛なき世界で、未み来らい永えい劫ごう平へい穏おんに暮らすこと。二つ目は、全ての記憶を抹まつ消しようし、また一からこの世界に生まれ変わること。そして三つ目は、現在の記き憶おくを保持したまま、別の世界で新しい人生を歩むことです」

「え、別の世界なんてあるの!?」

　驚く私に、こーちゃんは再度頷いて言った。

「ええ、もちろんたくさんありますよー。なので、何かこういう感じの生活を送りたいなど、ご希望があれば、それに近い場所をご紹介しますので、遠えん慮りよせずに言ってください」

「じゃ、じゃあちょっと恥ずかしいんだけど……か、可愛い女の子たちに囲まれながら、キャッキャうふふ出来る世界でお願いします！」

「本当に恥ずかしいご希望ですね……」

「ひどい!?」

　がーんっ、とショックを受ける私に、こーちゃんは小さな息を吐はいた後、何やら分厚い本をぺらぺらとめくりながら言った。

「えっと、今調べてみましたけど、その条件に当てはまりそうな場所がいくつかありまして、中でも最有力候補なのは、あなた方の言葉で言うところの、〝剣と魔法の世界〟というような感じの場所の一つですね」

「剣と魔法の世界!?　それはもしかしてポッター的な感じのやつですか!?」

「え、ええ、まあそんな感じのやつです。あなたのような人間のほか、亜あ人じんに魔物、魔族など、実に様々な種族が存在し、文明や文化レベルも、いわゆる中世ヨーロッパ程度ですので、当然、機械的な発展はほとんど遂とげていない世界です」

「よ、よく分かんないけど、なんか凄い気がする！　あ、でもそこって危なくないの？　魔物さんとか、そういうのがいるんだよね？」

「ええ、確かに魔物はいますけど、そういうことにも対処出来るよう、あなたには〝特別な力〟が付加されますから大丈夫です」

「特別な力？」

　私が不思議そうに問うと、こーちゃんはそのしなやかな指を立てて言った。

「はい。要はあれです。ゲームの〝スキル〟みたいなやつですね」

「へえ～。私、ゲームはあんまりやらないんだけど、とにかく凄い力が貰もらえて、安心安全に女の子たちとキャッキャうふふ出来るってことでしょ？　全然おっけーだよ！　是ぜ非ひそこでお願いします！」

「そ、そうですか」

　ぐっと親指を立てる私に、こーちゃんは辿たど々たどしく頷いた後、一つ咳せき払ばらいをして言った。

「ではあなたに、新たな人生を生き抜く力──《時魔法》を授さずけましょう」

「《時魔法》？」

「そうです。時を操ることにより、壊れたものを直したり、傷ついた人を癒いやしたりすることが出来る力。それが《時魔法》──あなたの力です」

「私の力！　マイパワー！」

「そう、あなただけの力です。まあ難しく考えず、〝色々と直せる魔法〟とだけ考えていただければよろしいかと」

「うん、分かった！　じゃあばんばん直してくるよ！　というか、こーちゃんなら知ってると思うけど、私、これでも車屋さんの娘だからね！」

「ああ、そういえば、そうでしたね。確か六人姉妹の六番目でしたっけ？」

「そうだよ！　皆果物の名前がついてるの！　可愛いでしょ！」

「え、ええ、まあ……」

　ちなみに、上から蜜み柑かん、柚ゆ子ず、花か梨りん、杏あん子ず、苺いちご、そして私──桃となっている。

　なお、お父さんは大だい五ご郎ろうで、お母さんは日本人なのにアンジェリーナである。

「というわけで、私は昔からお父さんのお仕事をいっぱい見てきたから、フォークリフトの運転だって出来るよ！」

　えっへん、とお胸を張る私に、こーちゃんはジト目を向けて言った。

「いや、それ無免許じゃないですか……」

「し、失礼な！　ちゃんとこの前、原付の免許は取ってきたもん！」

「つまりそれまで無免許だったんですね……」

「え、えへへ～、そういうことになるのかな～？」

「なんでちょっと照れ気味なんですか……」

　はあ……、と嘆息するこーちゃんに、私はぐっと両手を握にぎって言った。

「だ、大丈夫！　もう死んじゃったからチャラだよ！」

「……私、あなたのそういう無駄にポジティブなところ、意外と嫌いじゃないです」

「え、本当!?　わーい、ありがとー♪」

「あの、別に褒めてないです……」

　再度呆あきれたように嘆息した後、こーちゃんはともあれと話を戻した。

「そういうことでしたら、心配はなさそうですね。《時魔法》の具体的な使用法や応用法については、実際に現地に赴おもむいて実じつ践せんしてみてください。ただその際は、対象に触ふれることをお忘れなく。そのあたりもやりやすいよう、様々なステータス情報を可か視し化か出来るようにしておきますので、使う際は、〝ステータスが見たい〟と念じていただければと。そうすれば、あなたの尺しやく度どで表示されるはずです」

「うん！　色々とありがとね、こーちゃん！」

「いえ、構いません」

　そう首を横に振った後、彼女は最後に椅子から腰を上げ、ふんわりと柔やわらかく笑って言った。

「では──どうぞ行ってらっしゃいませ。どうかあなたの旅たび路じが、幸さち多おおきものにならんことを」
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「────」

　そうして、私の意識は深い闇やみの底へと、沈むように落ちていったのだった。
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「…………」

　再び意識を取り戻した私の目の前には、澄すんだ青色が広がっていた。

　それが空だと気づいた後、私は自分が地面に大の字になっていることにも気がついた。

　どうやら眠っていたらしい。

「え、夢……？」

　そりゃそうだよね……。

　天使さんがポッターな世界に生まれ変わらせてくれるなんてミラクルな出来事、夢以外であるはずもないし……。

「……はあ」

　大きく嘆たん息そくし、気け怠だるげに身を起こした私は、一体どこで居眠りしていたのかと辺りを見渡す。

　が。

「…………」




　──森だ。




　なんと視界いっぱいに、鬱うつ蒼そうと茂しげった樹木の姿が広がっていたのである。

「え、ここどこ……？」

　少なくとも、私のお家の近くに、こんな森があった記き憶おくはない。

　というか、そもそも無理してお嬢じようさま学校にまで通っていた私が、人目につかなそうとはいえ、森の中で大の字になるなんて、よほどの事情がない限り、やらないと思う。




　たとえば、そう──〝転生した〟とか。




「いやいやいやいや……」

　一体私は何を考えているんだろう……。

　確かにそんな感じの夢を見はしたけれど、現実的に考えて、異世界に転生なんてあるわけがない。

　生まれ変わりだって、あるかどうかも分からないのだ。

　それが都合よく前世の記憶を持ったまま、別の世界へ行けるなんて、到とう底てい信じられるはずがない。

　というわけで、精神安定も兼かねて、先ほどの出来事が夢であることを確かなものとすべく、私はこーちゃんの言った〝様々なステータス情報を可か視し化か出来る〟という事象を試してみることにした。

　これが出来なければ、今までのことは夢であったと断だん言げん出来るし、先輩がオンナの顔になっていたという事実も、全て夢オチで片かたづけられるかもしれないのだ。

「お願い……っ」

　私は祈るような思いで、そこら辺へんに転がっていた小石をじっと見つめ、ステータスが見られるよう念じてみる。

　すると。

　──ぱっ。




『小石：攻撃力１』




「…………」

　いや、出来るんだ……。

　普通に小石（しかも攻撃力１）だということが表示され、思わず白目をむきそうになった。

　と、とりあえず落ち着こうか、私……。

　今のは何かの見間違いということもあるからね……。

　そ、そうだ！

　今、私が着ている制服はどうかな？

　逸はやる気持ちを抑おさえつつ、私は制服の裾すそを引っ張りながら、ステータスを確認する。

　と。

　──ぱっ。




『ゆるりヶが丘おか女子学園の制服：防御力１』




「防御力低っ!?　って、そうじゃないよ!?」

　自分で自分に突っ込みを入れた後、念のためローファーや、そこら辺の樹木などでも同じことを試してみたが、やはりきちんとステータス情報が表示され、私はこーちゃんが言っていたことが、事実だったことを存分に思い知らされていた。

「え、じゃあ本当に……？」

　どうやら私は、本当に別の世界へと転生させられてしまったらしい。

　確かに選んだのは私自身なのだが、まさかそんなことが現実にあり得るとは思いもしなかったので、正直、後先のことはまるで考えていなかった。

　だがもう一度人生を歩む機会を与えられたことは事実である。

　ならばまあ、せっかくだし、新しい人生を堪たん能のうしてみるのもいいかもしれない。

「というより、このまま何もしなかったら、普通に餓が死しするよね、私……」

　やれやれ……、と嘆息しつつ、私は腰こしを上げる。

　そうと決まれば、まずは食べ物の調達をしないと。

　とくにお水を確保しないことには、三日くらいで死んでしまうだろう。

　まあ仮に死んだとしても、面白い人だったし、またこーちゃんに会えるのは嬉うれしいのだが、「随ずい分ぶんお早いお帰りでしたね……」と呆あきれられてしまうのは、私としても悲しい。

　なので、さっさと行動を起こすことにしようと思う。

　水場の近くには、人がいることも多そうだし、出来れば地理的な情報などが得られたらいいな。

「えっと……」

　耳を澄ましつつ、私は周囲を見渡す。

　お水の音は……聞こえないかぁ……。

　せめて地図の一つでもあれば言うことはなかったのだが、今さら言っても仕方あるまい。

「まあいっか。歩いてれば、そのうちどっかに出るよね」

　というわけで、とりあえず適当に森の中を歩いてみる。

　でも異世界かぁ……。

　確かこーちゃんのお話によれば、ここは〝剣と魔法の世界〟に分類される場所のはずだ。

　私のような人間だけじゃなく、ほかの種族や魔物さんなんかもいるらしい。

　文明や文化のレベルも、中世ヨーロッパ程度だというお話だけれど、そんな世界に、この制服で歩いているのはおかしくないのかな……？

　変に注目されても困るんだけど……、とそのようなことを考えていた時だ。

「うん？」

　私はとある木の幹に、柄えの折れた小さい斧の刃はが、深ふか々ぶかと突き刺さっているのを発見した。

　恐らくは伐ばつ採さい中に柄が折れたので、そのまま放置したのだろう。

　そういえば、こーちゃんは私に新しい力を与えたと言っていた。




　壊れたものを直したり、傷ついた人を治せる力──《時魔法》。




　ステータス情報を見ることが出来た以上、恐らくはその力を使うことも出来るのではなかろうか。

　ちょうどいい機会だし、ちょっと試してみようと思う。

「ふんぬ～っ」

　そう考えた私は、幹に食い込んでいた斧の刃を、なんとか外そうと、力いっぱい引っ張ってみる。

「ふぬぬぬぬ～……はあはあ……」

　しかし刃はびくともせず、私は自分の非ひ力りきさを呪のろう。

　まあ、いつも体力テストでは、最下位の辺りをうろうろしていたような気がするしね……。

　だがここで諦あきらめてはいられない。

「えいっ！　えいっ！　とやーっ！」

　──がきんっ！

「あ、外れた！」

　私は刃を蹴けって外すと、それを地面に置いてしゃがみ込む。

　ステータス情報は、




『ハンドアックス：状態・破は損そん：攻撃力２』




　となっていた。

　ここに来て、初めて〝状態〟という表示が出てきたが、こうやって分解せずとも、見るだけで壊れているかどうかの情報を知ることが出来るらしい。

　なるほど、これは便利だ。

　ぱっと見は綺き麗れいなように思えても、意外と使えないものも多かったりするので、それを一目で確認出来るのは、とてもありがたいと思う。

　では早速この斧ことハンドアックスを直してみよう。

　確か対象に触れる必要があったはずだが、たぶんその状態でステータス同様、念じたりしてみればいいはずだ。




「──〝元に戻れ〟」




　想像しやすいよう、私がそう口にした瞬間、錆さびついていたハンドアックスの刃が、淡あわい光に包まれる。

「おお」

　すると、光の中でビデオの早戻しのように、しゅるしゅるとハンドアックスの刃が、元の姿へと戻っていった。

　あれだけ錆びついていた刃や、折れた柄も新品同然だ。

　もちろんステータス情報も、




『ハンドアックス：攻撃力５』




　というように、破損状態が回復し、攻撃力も上昇していた。

「え、これ凄くない!?」

　修復したハンドアックスを手にとり、私は両手でこれを軽く振ってみる。

「えいっ！　えいっ！　えへへ、なんか木こりさんみたい♪」

　柄もしっかりしているし、護身用くらいにはなりそうだ。

　が。

「でも危ないから、あなたはここに置いていきますっ。いい人に拾われてね、斧ちゃん～」

　なでなでと柄を撫なでつつ、私はハンドアックスを木の幹に立てかけておく。

「よーし！　この調子で頑がん張ばろー！」

　そして気合いを入れ直し、私は再び歩みを進める。

　この力があれば、恐らくお金には困らないだろうし、修理に時間がかからない分、次から次へと商品を追加出来るだろう。

　もしどこか人の多い場所でお店を構えることが出来たなら、それなりに稼ぐことも出来るかもしれない。

　うん、色々と可能性を感じてきた。

　これからの生活に前向きなビジョンが見え始め、私の足どりも少々軽くなる。

　そうポジティブに考えていたおかげか、




　──ちょろっ。




「およ？」

　ふと私の耳に、お水の音らしきものが届き、私は足早に音のした方へと向かう。

　すると私の目の前に、日の光で煌こう々こうと水みな面もを輝かがやかせる清せい流りゆうが、その姿を現したではないか。

「わあ！」

　思わず駆け足で川へと近づいた私は、ぐっと水面を覗のぞき見みて驚く。

　まるでろ過紙を何重にも通したかのように、お水が川の奥底まで見通せる透明度を誇ほこっていたからだ。

　堪たまらず喉のどがごくりと鳴り、私は両手でお水を掬すくい上あげ、口元へと運ぶ。

「──っ!?」

　お水ってこんなに美お味いしかったんだ!?

　身体からだの隅すみ々ずみにまで染しみ渡わたっていく多た幸こう感かんの虜とりこになった私は、もっとこれを味わいたいと、幾いく度ども手でお水を掬っては口元に運び、

「んぐんぐっ」

　やがて自ら水面に口をつけ、はしたなくも頰ほおいっぱいにこれを味わう。

　何な故ぜただのお水くらいで、ここまで幸せな気持ちになっているのか。

　それは私にも分からなかったが、ただ転生──つまりは〝生〟というものを、この時に改めて実感したからなのかもしれない。

　だから夢中になってしまったんだと思う。




「──あ、あの……」




　そこに人がいたことにも気づかずに。

「……えっ？」

　体勢をそのままに、私が声のした方を見やると、そこには一人の女の子が、困こん惑わくしたような様子で佇たたずんでいた。

　年齢は私と同じくらいだろうか。

　艶つややかな金の髪と、くりっと大きな瞳ひとみが印象的な、柔にゆう和わな雰ふん囲い気きを持つ美少女である。

　恐らくは水浴びでもしていたのだろう。

　白はく磁じのように透き通る肌を惜しげもなくさらけ出し、一いつ糸し纏まとわぬ姿で川の中に佇む少女の顔は、どこか羞しゆう恥ちよりも驚きに満ちているようにも見えた。

「「…………」」

　互いの視線が重なること数秒ほど。

「き、金髪の美少女だー!?」

「ひゃわっ!?」

　ようやく正気を取り戻した私の口から、驚きの感情が溢あふれ出でる。

　何故こんなところに全裸の美少女がいるのかは分からないが、そんなことはどうでもいい。

　今重要なのは、ショック死するほどの心の傷を負った私の目の前に、まるでお人形のように完成された美少女がいるというその事実のみ！

「あ、あの！」

「は、はい!?」

　というわけで、是非ともお近づきになるべく、私は彼女に声をかける。

「よ、よかったら私のお友だちになってください！」

「え、えっと、それは別に構いませんが……」

「な、何か問題でも!?」

　まさか彼女もまた彼氏持ちだったとでも言うのだろうか。

　もしそうなら、私はショックのあまり、もう一度転生することになってしまいそうなのだが……。

　固かた唾ずを呑のんで待つ私に、少女は控えめに上うわ目めを向けながら言った。

「で、出来ればお洋服を着たあとにお話しさせていただけたらと……」

「……えっ？　あっ……」

　そうだった。

　この子全裸だったんだ。

　だが私的にはまったく問題はない。
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「ぜ、全然大丈夫です！　むしろそのままでいてください！」

「ええっ!?　で、でもティオが恥ずかしいので……」

「あ、じゃあ私も脱ぐから、ちょっと待っていてくださいね！」

　──ぬぎぬぎ。

「はわっ!?」

　何故か止められました。





　　　　◆






「では改めまして。ティオ……わたくしはティオといいます。この先にある〝リフリ〟という小さな町で、お姉ちゃ……姉の営んでいるお宿のお手伝いをしています」

　きちんと衣服に袖そでを通した後、少女ことティオちゃんが恭うやうやしく頭を下げてくる。

　飲食関係のお仕事でもしているのか、彼女が着ているのは、白いエプロンのついた、清楚なイメージのままのお洋服だった。

「あ、これはご丁てい寧ねいにどうも。というか、別にいつも通りの言い方でいいよ～。その方が話しやすいだろうしね。それで私は──」

　と言ったところで、私は言いい淀よどむ。

　この子は自分のことを〝ティオ〟とだけ言った。

　である以上、もしかしたら、この世界には〝名みよう字じ〟というものが存在していないのかもしれない。

　なので、一応私も名前だけ名乗ることにしようと思う。

「私のことは、気軽に〝モモ〟って呼んでくれたら嬉しいな。よろしくね、ティオちゃん。それと、さっきはごめんね……。なんか色々な思いが先走っちゃって……」

「いえいえ、お気になさらないでください。そしてこちらこそよろしくお願いします、モモさん」

　にこり、と柔やわらかく微笑ほほえんでくれるティオちゃんに、私の傷ついた心がみるみる癒いやされていく。

　こーちゃんとは違った意味での天使さんとの出会いに、私が心の底から感謝の意を示しめしていると、ティオちゃんが思い出したように問うてきた。

「ところで、モモさんは何故このようなところに？」

「えっ？　あー、ちょっと道に迷っちゃってねー」

「はわわ、そうでしたか。それは大変でしたね」

「いやいや、そんなことはないよ～。だってこうしてティオちゃんにも出会えたんだもん！　むしろ迷わせてくれてありがとうだよ！」

「えへへ、そう仰おつしやっていただけると嬉しいです♪　あ、ここではなんですし、もしよろしければ、ティオたちの町までご一緒しませんか？」

「うん、もちろん！　あ、でも……」

「？」

　そこで私は、先ほどから気になっていた、ティオちゃんの頭部と腰よう部ぶに、それぞれ視線を送る。




　──もふもふ。




「…………」

　もふもふだ。

　いや、別に変な意味ではない。

　ティオちゃんの頭部と腰部からは、もふもふの毛に覆おおわれた物体──そう、お耳と尻尾しつぽらしきものが生えていたからだ。

　種類的には、〝狐きつね〟が近い感じだろうか。

　最初はコスプレかとも思ったのだが、思い返すと、水浴びしている時も、彼女の身体には、このもふもふが完全に同化していた。

　人のお耳のようなものも見られないので、やはりこれは天然物なのだろうか。

　そういえば、こーちゃんもこの世界には、様々な種族の人たちが存在していると言っていた。

　つまり普通の女の子のようには見えても、この子が私と同じ人間ではない可能性もあるということだ。

　というより、私の知る普通の人間には、基本的にもふもふがついてはいない。

　である以上、ティオちゃんが別の種族であるのはあきらかだろう。

　これから彼女の町に行くわけだし、そこら辺のお話も、きちんと聞いておいた方がいいかもしれない。

　この世界での私というか、よそ者さんへの扱あつかいも分からないからね。

　その辺りも踏まえ、私はティオちゃんにさりげなく尋たずねてみることにした。

「ねえ、ティオちゃん。ちょっと聞きたいんだけど」

「はい、なんでしょうか？」

「えっと、別に言いづらかったら構わないんだけど、私の国には、ティオちゃんのような感じの子がいないんだー。こう、もふもふがついている感じっていうのかな？」

「もふもふ？　あ、もしかして〝亜あ人じん〟のことでしょうか？」

「亜人？」

　小首を傾かしげる私に、ティオちゃんは嫌な顔一つせず話してくれる。

「はい。ティオたちのような、身体に獣けものの特とく徴ちようを持つ人たちのことです」

「へえ、それを亜人さんって言うんだ」

　確かこーちゃんも、例の一つとして挙げていた気がする。

　なるほど、と私が頷うなずいていると、ティオちゃんはどこか控えめに問うてきた。

「……その、驚かれましたか？」

「うん、確かにちょっと驚いたけど、でも凄く可愛くていいと思うよ！」

「えっ!?」

　ぽっ、とティオちゃんの頰に朱しゆが散り、彼女は聞き返すように尋ねてくる。

「てぃ、ティオは可愛いのでしょうか……？」

「もちろんだよ！　私の人生でもトップクラスに輝くくらい可愛いよ！」

「～～っ!?」

　その瞬間、ティオちゃんの顔がことさら真っ赤に染まり、彼女は嬉しそうに、むにゅっと両頰に手を添そえて笑った。

　そんなティオちゃんの姿がなんだかとても愛くるしくて、私の中のいけない欲求が目を覚まし始める。

「えっと、それでなんだけど……ちょ、ちょっと触ってみてもいいかな!?」

「えっ!?　てぃ、ティオの尻尾をですか……？」

　驚いたような顔をするティオちゃんに、私は両手を小さく振りながら言った。

「あ、別に嫌だったら構わないよ！　でもきっともふもふなんだろうなぁって……」

「い、いえ、別に嫌というわけではないのですが……」

　ひょこり、とこちらにお尻を向けながら、ティオちゃんは恥ずかしそうに勧めてくれる。

「ど、どうぞ……」

「い、いいの？　じゃあ……」

　──ふさっ。

「ひゃうっ!?」

「──っ!?」

　途と端たんにびくっと身体を震わせたティオちゃんに、私も驚いて手を離す。

　変なところでも触ってしまったのだろうかと、内ない心しん滝のような汗を流していると、ティオちゃんは顔を上じよう気きさせながら言った。

「ご、ごめんなさい。ちょっとくすぐったかったもので……」

「そ、そっか。それはごめんね。ならもう少し優しく……」

　──ふぁさっ。

「～～っ!?」

「わあ、やっぱりもふもふだぁ～♪」

　まるで最高級の綿わたのような触り心地の尻尾に、私は思わず感かん嘆たんの息を漏もらす。

「んっ……はぅ……」

　これを枕にして寝たらさぞかし気持ちいいんだろうなぁ……、と時間も忘れてもふもふし続けていた私の目に、ふとぴこぴこと不思議な挙きよ動どうを繰り返している、ティオちゃんのお耳が目に入る。

　尻尾同様、ふわふわの毛に覆われた、三角形のお耳だ。

　きっとあれももふもふなんだろうなぁ……、と私はティオちゃんのお耳にも手を伸ばしてみる。

　が。




　──ふにっ。




「ひゃうんっ!?」

「えっ!?」

　本当に軽く触れただけなのに、ティオちゃんはびくんっと背せ筋すじを反らし、そのまま地面にへたり込んでしまった。

「ご、ごめん!?　というか、大丈夫!?」

　慌あわてて謝しや罪ざいするも、ティオちゃんは呼吸を整えつつ、頷きながら言った。

「は、はい、大丈夫です……。ちょっと身体が痺しびれているような感じはしますけど、尻尾などを触られると、大体そのような感じになりますので……」

「そ、そうなんだ……。それは知らずにごめんね……」

「い、いえ、どうぞお気になさらないでください」

　にこり、と心配させないよう微笑んでくれるティオちゃんに、私はなんていい子なんだろうと、内心ぽわぽわな気持ちになっていた。

　初対面の私にも、こうやって低姿勢で微笑んでくれるのは、彼女の優しい気き質しつだけの問題ではないと思う。

　よほどご両親の教育が行き届いているに違いない。

　とはいえ、彼女は実家のお宿をお姉さんが営んでいると言っていたし、ご両親の所在など、変な詮せん索さくはやめておこうと思う。

「とにかくありがとね。なんだか凄く癒やされたような気がするよ～」

「いえ、お喜びいただけてよかったです」

　再び笑顔を見せてくれた後、ティオちゃんは腰を上げ、スカートの汚れを払ってから言った。

「ではリフリに参りましょう。このまま川沿いを下って行けば見えますので」

「うん、分かった。じゃあご案内をよろしくお願いします！」

「はいっ」





　　　　◆






　ティオちゃんの住む亜人の町──リフリへの移動を開始した私たちは、道すがら、他愛もない雑談に花を咲かせていた。

　何故あんなところで水浴びをしていたのかという疑問に関しては、実家が宿屋ゆえ、入浴の時間がばらばらで、自由に入ることがなかなか出来ないからだという。

　ただティオちゃん曰いわく、大自然の中での気ままな水浴びの方が好きだということで、たとえお風呂が使える時でも、ああしてよく先ほどの河原かわらに赴おもむいているらしい。

　そこら辺は、ティオちゃんが獣の特性を持つ亜人さんだからなのかとも思ったのだが、どうやら彼女のお姉さんや、ほかの人たちなどは、別段水浴びに赴いたりはしていないようで、亜人さんであることが理由ということではなさそうだった。

　ともあれ、これから彼女の町に向かうわけだが、問題はそのあとである。

　この世界で生きていくと決めた以上、まずはお金を稼がなければならない。

　ティオちゃんのお姉さんがお宿を経営しているのは、なんともありがたい偶然だけれど、そこに泊まるにしても、ある程度のお金がないことにはどうしようもないしね。

　となると、最初の試し練れんはお金稼ぎ──そのお相手は、ティオちゃんのような亜人さんたちになるわけだ。

　ならばもう少し、亜人さんに関してのお話を聞いておきたい。

　そう考えた私は、迷惑にならない範はん囲いで、ティオちゃんにこれを尋ねることにした。

「ねえ、ティオちゃん」

「はい、なんでしょうか？」

　微笑みながら振り返ったティオちゃんの、小動物を思わせる可愛らしさにほんわかしつつ、私は言う。

「そういえば、まだ私のことを、名前くらいしか教えてなかったなぁと思って」

「あ、はい。ティオもモモさんのことを、もっとよく知りたいです」

　好こう奇き心しんに瞳を輝かせるティオちゃんに、私も頷く。

「えへへ、そう言ってくれると嬉しいよ～。まあ大した話でもないんだけど、私はここから東の方（？）の出身でね。可愛い女の子たちとキャッキャ……げふんっ！　い、色々な国を見て回りたいなって、勢い込んで来たのはいいものの、気づいたら泥どろ棒ぼうさんにお金とか色々盗まれちゃった的な感じでね～」

「そ、そうだったのですか!?　お、お怪け我がの方は大丈夫でしたか!?」

「あ、うん。それは大丈夫。心配してくれてありがとね」

　悲痛そうな顔をするティオちゃんに、私は心配ないと微笑みかける。

「いえ、大事がなくてよかったです」

　私の言葉を聞き、ティオちゃんはほっと胸を撫で下ろしている様子だった。

　さて、本題はここからである。

「それで、今お話ししたとおり、私は遠い場所の出身だから、ティオちゃんのような亜人さんを見るのは初めてなんだけど、亜人さんっていうのは、具体的に人とどう違うのかなって」

「亜人と人の違いですか？」

　小首を傾げるティオちゃんに、私は頷いて続ける。

「うん。ほら、一応これからほかの亜人さんたちにも会うわけだし、失礼があったら嫌だなぁって」

「あ、なるほど。きっと皆さんお気になさらないとは思いますけど、でも確かにそうですねっ」

　感心したように頷いた後、ティオちゃんは亜人さんについて語り始める。

「えっと、ティオたち亜人は、先ほどもお話しさせていただいたとおり、獣の特徴を持つ人のことです。ですが、基本的には普通の人と同じ生活をしていますので、これといって何かが違うというようなことはないと思います」

「そうなの？」

「はい。中には耳がよく聞こえるとか、夜よ目めが利きくなど、普通の人よりも感覚が鋭くなっているというお話も聞いたりはしますが、本当に少しだけ感覚がよくなっている程度なので、そこまで大差はないのではないかと」

「なるほど。ならお作法に関しても、普通の人と同じように接すればいいって感じなのかな？」

「はい、それで問題ないと思います」

　どこか嬉しそうに頷くティオちゃんに、私の口元も自然と綻ほころぶ。

　本当に可愛らしい子である。

　またもふもふしちゃダメかなぁ……。

　と、そんなことを考えているうちに、彼女たちの町へと到着したらしい。

「あ、ここがティオたちの町──〝リフリ〟です」

「わあ♪」

　にこやかに紹介してくれたティオちゃんの視線の先にあったのは、いかにも牧ぼつ歌か的てきな雰囲気漂ただよう、ノスタルジックな町並みだった。

　道は舗ほ装そうされているわけでもなく、歩ける場所だけ土が剝むき出だしになっているような感じで、建物は木造ないしは石造りの、三角屋根のものがほとんどであり、町をぐるりと覆う柵さくは、木製の簡かん素そな感じだが、あまりお手入れをしていないのか、ところどころに穴が空いていた。

　風車のような建物もいくつか見えるが、あれはきっと電気を作るためとかではなく、何か農業用に使ったりするのだろう。

　その証しよう拠こというわけではないけれど、町のいたるところに農地と思われるような場所が間々存在し、牛さんや羊さんといった動物さんたちも多数放ほう牧ぼくされていることから、農業とかそういうのを主な収しゆう入にゆう源げんとしているように思える。

　そして電気の代わりというか、各おの々おののご家庭に煙えん突とつが常設されているようだった。

　お水も井戸から汲くみ上あげているようで、上下水道が完備されているようには見えない。

　うん、町というよりは村に近いかもしれないね。

　でもなんというか、私にとっては好ましい様よう相そうの町だった。

　この田舎いなかのようにまったりとした雰囲気が、とても魅み力りよく的てきに思えたのだ。

「あ、せっかくですし、お姉ちゃんのお宿に寄って行かれませんか？」

「いいの？　さっきも言ったけど、私お金ないよ……？」

「はい、構いません。どうぞこちらへ。すぐ近くにありますので」

「あ、うん」

　ティオちゃんに誘いざなわれるがまま、彼女のあとをついていった私は、道すがら、町の様子をぐるりと眺ながめる。

　いるのは皆ティオちゃんと同じ亜人さんたちだったが、お耳や尻尾の形はそれぞれで、畑で農作業に勤いそしむご夫婦らしき男女に、ただ追いかけ合うだけで楽しそうに笑うお子さまたちと、そんな彼らに慈じ愛あいの微笑みを送るおばあちゃん。

　余計な騒音の類たぐいは何一つなく、鳥の囀さえずりに交じり、遠くから微かすかに聞こえてくるのは、恐らく風車の軋きしむ音。

　なんてのどかな場所なんだろう。

　建物も些いささか古臭い感じだし、町全体が決して裕福なわけではない。

　でも人々は皆優しそうで、なんていうのかな、とても幸せそうに見えた。

　だからなのかは分からないけれど、やっぱりこの町は心が落ち着く気がするなぁ。

「いい町だね～」

「えへへ、ありがとうございます♪　皆さん優しい人たちばかりで、ティオもこの町が大好きです♪」

　にんまりと咲き誇る花のような笑顔を見せてくれるティオちゃんに、私も「そっかぁ～」と頰が緩ゆるむ。

　そうこうしているうちに、やがてほかの建物郡よりも、一回りほど大きな建物の前へと到着した。

　外壁も含め、文字通り木造の三階建てである。

　ベッドらしきマークの看板が掛かかっているところを見る限り、ここがティオちゃんの言う、彼女のお姉さんが経営しているお宿だろう。

「ここがお姉ちゃんのお宿──《おきつね亭》です♪」

「わあ、可愛いお名前～♪」

「えへへ♪　──ただいま戻りました～っ」

　ちりりんっ、とドアの鈴を鳴らしながら、ティオちゃんが元気よくお宿の中へと入っていく。

「えっと、お邪魔しま～す」

　彼女に続き、私も軽く会え釈しやくをしつつ、室内へと入る。

　お宿の中の壁は、外壁同様、木の素材を活かした造りになっており、暗くならないよう、そこかしこに蠟ろう燭そくのようなものが灯ともされていた。

　一階部分がカウンター兼食堂になっているらしく、カウンターを挟むように、木製の丸い机や椅子などが並べられている。

　が、まだ夕方にもなりきれていない、中途半端な時間帯ということもあってか、食堂に人の姿はなかった。

　と。




「──あらあら、お帰りなさい♪」




　カウンターの奥から、優しげな口調の女性がにこやかに姿を現した。

　年齢は私やティオちゃんよりも少し上──一八歳くらいだろうか。

　垂れ目でふんわりとした雰囲気を持つ、癒し系の美少女である。

　顔立ちにティオちゃんの面おも影かげを重ねるものの、彼女とは違い、胸元がかなり豊かで、全体的に母性を感じさせるとでも言おうか。

　正直、甘えたくなるような衝しよう動どうを覚えるお姉さまである。

　もちろんティオちゃんと同じく、狐に似たもふもふのお耳と尻尾も健在だ。

　お姉さまは私の存在に気づくなり、柔らかく微笑んで言った。

「いらっしゃいませ。ご宿泊をご希望ですか？」

「はい！　出来ればお姉さまとご一緒に！」

「「えっ？」」
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「あわわわわっ!?　そ、そうじゃなくて……え、えっと……」

　うぅ、また感情が先走っちゃったよぅ……。

　変に思われてなければいいけど……。

　というか、その前に私お金持ってない……。

「？」

　笑顔を崩さず私の返答を待っていたお姉さまに、その事実を伝えようとしたところ、ありがたいことに、ティオちゃんが事情を説明してくれた。

「じ、実は泥棒さんにお金などを盗まれてしまったみたいでして……」

「まあ、そうでしたか。それは災難でしたわね。あ、申し遅れましたが、私はティオの姉でファティマと申します。以後お見知りおきをよろしくお願いしますね」

「あ、こちらこそよろしくお願いしますっ。私のことはモモって呼んでくださいっ。東の方の……えっと、日ひ出いずる国（？）みたいなところに住んでいましたっ」

「まあ。だからそのように珍しいお洋服を着ていらしたのですね。ではこちらには何かお使いにでも？」

「あ、いえ、その……そ、そう！　ちょっと色々な経験を積みたいと思いまして！　それでお山を登っていた時に、盗難の被害に遭あってしまった次第で！」

「あらあら、それはそれは」

　頰に手をあて、悲痛そうな顔をするお姉さまことファティマさんに、若じやつ干かん胸が痛んだが、そこは仕方あるまいと私も覚悟を決める。

　むしろこの償つぐないは、私の身体で払う所しよ存ぞん（意い味み深しん）です！

　と。




　──きゅ～。




「「！」」

「うっ……」

　タイミング悪くも、私のお腹なかが可愛らしい音で鳴いた。

　思い返せば、お水だけで山道を歩いてきたのだ。

　そりゃお腹の一つも鳴るよね……。

　私が気まずそうな顔でいると、ティオちゃんが「あ、あの！」と辿たど々たどしくファティマさんにこうお願いした。

「確か昨日のパンとスープが残っていたと思うのですが……」

「ふふ、分かったわ。今温めてきますから、少し待っていてくださいね」

「あ、す、すみません……」

　笑顔でカウンターの奥へと去っていったファティマさんを見送ると、ティオちゃんがどこか申し訳なさそうに問うてきた。

「あの、余計なお世話だったでしょうか……？」

　もちろんそんなことはない。

　むしろぐっじょぶです！

　だから私は首を横に振り、口元に笑みを作りながらお礼を言った。

「ううん、実はさっきからお腹と背中がくっついちゃいそうだったんだ～。でもよかったの？　お姉さんにも言ったとおり、私はお金が……」

　それを聞いたティオちゃんは、ぱっと嬉しそうな笑顔で、「はい、もちろんです！」と頷いてくれた。

「困った時はお互いさまですから！」

「うぅ、ありがとう～！」

　──むぎゅっ。

「ひゃわっ!?」

　涙ながらにティオちゃんを抱だき締しめる私。

　途端にお日さまのような香りが鼻び腔こうをくすぐり、堪らず夢見心地に浸ひたる。

「ティオちゃんは本当に優しいね～」

「い、いえ、そんなことはない……です……」

　恥ずかしそうにしている様子のティオちゃんが、これまた愛らしく、私たちをぽわぽわとした空気が包む。

「あらあら、仲がよさそうで羨うらやましいわ」

「えへへ～、妹さんをお借りしてます～」

「はうぅ～……」

　その後、私はファティマさんの温め直してくれたスープと、少し固くなってしまったパンをいただき、空腹を満たすことが出来た。

　どちらも塩をベースとした、味つけの薄い料理だったが、それゆえに食べやすく、ミルクと合わせて小腹を満たすには十分だった。

　食べ終わった頃には、日も落ちかけており、ファティマさんのご厚こう意いで、お宿の一室を借りられることになった私は、ベッドに寝転がりながら、年ねん季きの入った木製の天井を眺めていた。

　元の世界とはまったく異なった感じの場所ではあるものの、不思議と居心地がいい気がする。

　ティオちゃんやファティマさんを含め、この町の人たちが、皆優しそうだというのもあるのだろう。

　でもたぶん、この全体的にレトロな感じが、私の性しように合ってるんだと思う。

　お食事中、ティオちゃんに聞いたお話だと、この国には王都バルボアという大きな町があるらしい。

　けれど、わざわざ別の世界に来てまで、都会で過ごす必要はないよね。

　別にいい暮らしがしたいわけじゃないし。

　そう、私の目的は、あくまでティオちゃんやファティマさんのような、可愛らしい女の子たちと、キャッキャうふふすることなのだから。

　ゆえに、しばらくはこのリフリを拠きよ点てんに、ティオちゃんたちをもふもふ……じゃなくて、情報収集などをしていきたいと思う。

　というわけで、まずはどうしようかな。

「そうだなぁ……。とりあえず明日は、町の中を……すー」

　といったところで、私の意識はぷつりと途と切ぎれてしまったのだった。





　　　　◆






　翌朝。

　ファティマさんに軽めの朝食まで用意して貰った私は、何かお礼が出来ないものかと頭を悩ませていた。

　さすがにお世話になってばかりでは、いくら向こうが気にしなくていいと言ってくれたとしても、こちらの気が引けるからだ。

「う～ん……」

　パンを頰張りつつ、私が眉み間けんにしわを刻んでいると、ふいにティオちゃんたちの会話が耳に飛び込んできた。

「じゃあ水汲みはお願いね。でも急いでいるわけじゃないから、無理しないよう適度に休みながらやりなさい」

「はい、分かりました。では行ってきます」

「ええ、行ってらっしゃい」

　大きく頷き、木製のバケツを手に歩き始めたティオちゃんに、私は声をかける。

「あれ？　どこか行くの？」

「あ、はい。昨日の河原近くまで、お水を汲みに行こうと思いまして」

　足を止め、相変わらず微笑みながら答えてくれたティオちゃんに、私はふと疑問に思ったことを問う。

「昨日の河原って……。確か近くに井戸みたいなのがなかった？」

　多少ぼろくはあったものの、お宿の近くに井戸があったことは、昨日来る時に確認済みだ。

　わざわざ河原まで行かずとも、あの井戸を使えばいい気がするのだが……。

　というより、河原までお水を汲みに行くとなると、距離的にもかなりの重労働である。

　これで亜人さんが、人より何倍も体力に恵まれているというのなら話は別だが、身体能力はほとんど人と変わらないと聞いている以上、体力面でもそれは同じだろう。

　ならばティオちゃんのような女の子にとって、容易にこなせるようなことではないと思う。

　一度や二度の往復では終わらないだろうし。

　そう考えての問いだったのだが、ティオちゃんは笑顔に少々困惑の色を交ぜて言った。

「はい、あるにはあるのですが、先日の嵐あらしで壊れてしまっていて、底に落ちてしまった壁の一部が、まだどかせていないんです。滑かつ車しやも一緒に落ちてしまっていますし……」

「そうだったんだ……」

「はい……。ですので、まだまだ修理には時間もかかりますし、ティオがお水を汲みに行かないと、お客さま方にお出しする分がなくなってしまいますので」

　そこで今一度にこりと微笑んだティオちゃんに、私は「なるほど」と頷き、残りのパンをミルクで流し込む。

「ごちそうさまでした！」

　そしてきちんと手を合わせて食後の挨あい拶さつをした後、私はティオちゃんに笑いかけながら言った。

「よーし！　ならお礼も兼ねて、その井戸は私が直すよー！」

「えっ？　そ、それは一体どういう……」

「いいからいいから！　ほら、井戸のところに行こ！」

「え、あ、あの……。ちょ、ちょっと待ってください～!?」





　　　　◆






　ティオちゃんを連れて井戸のもとへと赴いた私は、改めてこれを見やる。

　昨日は道の端はしに井戸があるなー程度の認識だったので、細部までは確認していなかったのだが……なるほど。

　確かに滑車は外れ、周囲を覆う石の井戸枠も、ところどころ崩れており、屋根には穴が、それを支える柱にも、亀き裂れつが入っているようだった。

　しかも井戸の底に崩れた石の壁が落ち、穴を塞ふさぎかけているという。

　ティオちゃんの言ったとおり、これでは使い物にならないだろう。

　念のため、ステータス情報を確認してみたところ、




『井戸：状態・破損：使用不可』




　攻撃力の代わりに、〝使用不可〟と表示されていた。

　どうやら見た目通り、完全に使用出来ない状態にあるらしい。

「これは酷ひどいね……」

「はい……。外側の修理だけでしたら、すぐにでも出来るみたいなのですが、底に落ちてしまった石などをどかすとなると、かなり大がかりな作業になってしまうみたいでして……」

「未だに手がつけられないんだね」

「はい……あっ」

　沈ちん痛つうそうにしていたティオちゃんの頭を、私がそっと撫でてあげると、彼女は頰を桜色に染めながら顔を上げた。

「大丈夫だよ！　このくらいなら直せるはずだから！」

「ほ、本当ですか!?」

「たぶんね！　よーし、じゃあちょっとやってみるよー！」

　そう頷き、私は井戸の近くに両りよう膝ひざを突いて座る。

　まだこの力の全容を把は握あくしてはいないが、ハンドアックスを直した時と同じく、元に戻れと念じれば大丈夫なはずだ。

「？」

　不思議そうな顔をしているティオちゃんの視線を背に受けつつ、私は呼吸を落ち着かせ、井戸枠に触れながら、一言こう口にする。




「──〝元に戻れ〟」




「──っ!?」

　すると、井戸全体が淡い光に包まれ、ハンドアックスの時同様、破損する前の状態へと戻っていく。

「え、ええっ!?」

　ティオちゃんが戸と惑まどっている間にも、井戸はしゅるしゅると直っていき、やがて新品同様の姿まで復ふく元げんされた。

「はい、完了！」

「す、凄いですぅ～！」

　一連の修復作業を隣でずっと眺めていたティオちゃんから、驚きの声が上がる。
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　彼女は両目を爛らん々らんと輝かせ、興奮冷めやらぬ様子で私に問いかけてきた。

「こ、これは一体どういうことでしょうか!?　い、井戸がひとりでに直ってしまいました!?　しかも前よりずっと綺麗です！」

「えへへ～、これが私の特技なんだ～。壊れたものを新品同然に直すことが出来るんだよ？」

「そ、そのようなことが可能なのですか!?　な、何かプリマベールをお使いに!?」

　……プリマベール？

「いや、これは私がこー……じゃなかった。生まれつき持っている力だよ。ところで、その〝プリマベール〟っていうのは、こういう感じのことが出来るの？」

　私の問いに、ティオちゃんは少々落ち着きを取り戻した様子で言った。

「い、いえ、さすがにこれほどのことは出来ないと思います。モモさんはプリマベールをご存じないのですか？」

「うん。少なくとも、私がいた地方にはなかったかな」

　そう無難に答えると、ティオちゃんは未だに動どう揺ようしつつも、プリマベールについて説明してくれた。

「そうでしたか。えっと、〝プリマベール〟というのは、ティオたちの身体に宿る魔力を、魔法として変換してくれる道具類のことでして、たとえば暖だん炉ろに火を点つけたり、擦り傷などの痛みを、少しではありますけど、緩かん和わしたりすることが出来るんです」

「わあ、なんか凄いね！」

　さすがはポッター界！　と私のテンションもぐっと上がる。

　ただ〝魔法〟と言うくらいなので、私の《時魔法》と同じように、もっと凄いことが出来るのではと思っていたのだが、意外にも用途は軽いものばかりらしい。

　たとえば最初のやつなんかは、向こうの世界で言うところの、ライターみたいなものなのだろう。

　聞いた感じ、日常生活が少しだけ便利になる道具という認識でいいのだろうか。

　まあそこら辺に関しては、実物を見てみないとなんとも言えないんだけど。

「ですので、モモさんの……」

「《時魔法》？」

「あ、はい。《時魔法》のように、何かを修復したりといったことは、ティオたちの持つプリマベールでは出来ません。もちろんプリマベールにも色々と種類がありますので、王族の方々が使われるような代しろ物ものでしたら、それも可能かもしれませんが……」

「なるほど。説明してくれてありがとね」

　にっと笑いかけた私に、ティオちゃんは慌てて頭を下げた。

「い、いえ、こちらこそありがとうございましたっ。まさかティオたちのために井戸を、それもこんなに立派に直していただけるなんて、思ってもいなかったので……」

「いやいや、見ず知らずの私を、疑いもせずに助けてくれたんだもん。このくらいは当然のことだよ～」

「モモさん……」

　瞳を潤うるませるティオちゃんに、私も微笑みながら頷いていると、




「──おや？　もしかして井戸を直してくれたのかい？」




「「！」」

　ふいに恰かつ幅ぷくのよい女性に話しかけられ、私たちは揃そろって彼女の方を見やる。

　エプロン姿の似合う、肝きもっ玉たまが据すわったような感じのおばさまだ。

　お耳や尻尾の形も相まって、見事なタヌキさん感が漂っている。

「はい！　こちらのモモさんが、綺麗に直してくださったんです！」

「あら、そうなのかい。そりゃありがたいね」

　嬉しそうに話すティオちゃん同様、おばさまも鷹おう揚ように笑って言う。

「ほら、見てのとおり、あたしはグラマーだろ？　だから正直、毎日河原まで水汲みに行くのはしんどかったんだ」

「そ、そうですか」

　グラマーというよりは、グラビトンという感じがするのは、たぶん気のせいだろう。

「でもお嬢ちゃんのおかげで、これからはその負担もなくなりそうだ。本当に感謝するよ」

「いえ、お役に立ててよかったです」

　と。

「え、井戸が直ったのか？」

「おお、なんか新しくなっとるぞい」

「よかったぁ。これで明日から水汲みに行かなくて済むなぁ」

「わあ、すごーい！」

　おばさまに続き、井戸が直ったことを知った住人さんたちが、ぞろぞろと集まってくる。

　皆早速使い心地を試しているようだった。

「えへへ、皆さん喜んでくださってよかったですね♪」

「うん、そうだね」

　そう頷き、私は皆の笑顔を視界に捉とらえつつ、一人考えを巡らせる。

　こーちゃんから与えられたこの力は、どうやらこちらの世界では特別なものらしい。

　もっとも、まだプリマベールというものを調べてはいないので、一いち概がいには言えないのだが、それでもこの力があれば、新しい人生を楽しく過ごしていけるかもしれない。

　事実、こうして皆に喜んで貰えているのだ。

　きっと大丈夫だろう。

　それにティオちゃんやファティマさんもいるしね！

　あ、でもちゃんと許可を貰っておかないと……。

「ねえ、ティオちゃん」

「はい、なんでしょうか？」

　不思議そうな顔をしているティオちゃんに、私は尋ねる。

「とりあえずこんな感じで、色々直したりしながらお宿代を稼ぐから、もう少し置いて貰えたりしないかな……？　むしろ永えい久きゆう就しゆう職しよくする所存なので……」

「？」

　首を傾げつつも、ティオちゃんは大きく頷いて言った。

「はい、もちろんです！　モモさんさえよろしければ、いつまでもここにいてください！」

「わ～い♪　ありがとう、ティオちゃ～ん♪」

　──むぎゅう。

「ひゃう!?　あ、あの、モモさん……？」

「えへへ～♪　ティオちゃんあったか～い♪」

「はうぅ……」

　存分にティオちゃんの温もりを堪能した後、私は微笑んで言う。

「じゃあ改めまして。ふつつか者だけど、これからもよろしくね！」

「あ、はい。こちらこそどうぞよろしくお願いします！」

　互いに微笑み合い、私たちは人々に交じりながら、一緒に水汲み作業を行ったのだった。
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「はい、直りましたよー」

「おお、ありがとさん」

　とりあえずお金を稼ぐため、ファティマさんのお宿を拠きよ点てんに出張修理サービスなどを始めた私は、農具やお家の屋根など、様々なものを直しつつ、リフリ中を回っていた。

　正直、よそ者の私を、人々は受け入れてくれないんじゃないかと思っていたのだが、最初に町の生命線である井戸を直したおかげか、はたまた助手としてティオちゃんがついているからか、皆さんは意外にも私を信用し、気にせず依頼をしてくれた。

　おかげでお小遣い程度のお金は貯たまり、お宿代の足しには出来そうだった。

　ただ人口三○○人程度の小さな町なので、これだけではそこまでの稼ぎにはならず、もう少し足を伸ばして、別の町の修理でも請うけ負おうかと考えていると、

「うん？」

　ふと私の目に、ある光景が留まった。

　住人の一人が、何やら廃品置き場に、小道具を廃はい棄きする姿を目にしたのだ。

　私に頼めば、すぐにでもまた使えるようになるのだが、頼むほどの予算もなかったのだろうか。

　そう思いつつ、その光景を眺ながめていると、ふいに横のティオちゃんが言った。

「ああ、あれはプリマベールですね」

「あ、あれがプリマベールなんだ」

　ぱっと見は、小さなステッキとでも言おうか。

　先せん端たん部ぶに灰色の石がついており、サイズは手のひら程度だ。

　見ようによっては、ペンライトや懐かい中ちゆう電でん灯とうのように見えなくもないが、魔法使いが使うようなステッキというのが、一番近しいかもしれない。

「確か魔法を使えるようになる便利グッズだよね？」

「はい、そのとおりです。でもプリマベールは壊れやすい上、一度壊れたら二度と直らないので、ああして廃棄するしかないんです」

「そうなんだ。でも二度と直らないってどういうこと？」

　私の問いに、ティオちゃんは「えっとですね」と口元に人差し指を当てて言う。

「プリマベールには、〝コア〟と呼ばれる青い石が必ずついているのですが、使用しているうちに、段々と輝かがやきが鈍にぶくなっていきまして、最終的に輝きを失い、灰色になってしまうんです。ティオの聞いたお話ですと、コアの変へん換かん能のう力りよくが失われたことが原因なのだとか」

「へえ。じゃあ灰色になっちゃったら、もう捨てるしかないんだね」

「はい、そうなんです。ただプリマベールも、それなりに長持ちするものから、割とすぐに使えなくなってしまうものまで色々ありまして、運がよければ、二○回くらいは使えたりすると思います」

「運がよくて二○回……」

　それはまた随ずい分ぶんと使用回数が少ないなぁ……。

　だがまあ、それでも便利なものを求めるのは人の性さがである。

　使い切りである以上、いっぱい作ってそうだし、売っている人たちは随分と儲もうかっているのではなかろうか。

「ところで、プリマベールって普通に買えたりするの？」

「はい。リフリでは行ぎよう商しよう人にんさんくらいからしか買えませんが、ほかの大きな町とかには、専用のお店があると聞きました」

「へえ、そうなんだ。ティオちゃんは持ってるの？　プリマベール」

「いえ、ティオは持っていません。一度お姉ちゃんが、着火用のプリマベールを購入したことがあったのですが、割とすぐに使えなくなってしまいまして、これなら普通に火起こしをした方が経済的だと」

「うぅ、外れを摑つかまされるなんて、なんて可か哀わい想そうなティオちゃん……」

　ぐすっと涙ぐむ私に、ティオちゃんは困こん惑わくした様子で言った。

「あ、いえ、買ったのはティオではなくお姉ちゃんの方でして……」

「じゃあファティマさんのことを考えながら、ティオちゃんに同情するね……」

「え、えっと、それは一体どういうことでしょうか……？」

　おろおろと状況が理解出来ていない様子のティオちゃんを、




「それはね──こういうことだよ！」




「ひゃわっ!?」

　私は隙すきありとばかりにぎゅっと抱き締める。

「そう、全てはティオちゃん分を補ほ給きゆうするための罠わなだったのです！」

「はわわわわわわわわ……っ!?」

　がくがくと青い顔で身を震ふるわせるティオちゃんから、私はたっぷりとティオちゃん分を補給する。

　おかげで元気は一○○倍だ。

「はい、ありがと～♪」

「い、いえ……」

　未だ動どう揺よう中ちゆうのティオちゃんを優しく解放した私は、「でも」と話の軸じくを元に戻す。

「それだけ貴重なものなら、是ぜ非ひ《時魔法》を試してみないとね！　もしかしたら直せるかもしれないし！」

「あ、そうですね。モモさんのお力でしたら、なんだかティオも直せるような気がしますっ」

　両手を胸元でぐっと握にぎるティオちゃんに、私も口元を和やわらげながら言う。

「えへへ、ならその期待には応こたえないとね！　というわけで、早速直してみよー！」

「はいですっ」

　ティオちゃんが笑顔で頷うなずいた後、廃棄されていたプリマベールの一つを手にとった私は、これを様々な方向から眺めてみる。

　先ほども見たとおり、小型ステッキのような形だ。

　どうやら用途によって形が違うらしく、ほかにはランプのような形をしたものや、ハンディタイプの小型掃除機らしきものなど、とにかく多種多様なプリマベールがあった。

　コアの大きさも、それぞれ異なるようだ。

　ただどれもコアが灰色になっており、振ろうが何をしようが、うんともすんとも言わなかった。

　さて、ステータスはどんな感じかな。

　──ぱっ。




『着火用プリマベール：属性・火：状態・破損：使用不可』




　なるほど。

　ステッキ型のプリマベールは、正式名称を《着火用プリマベール》と言うらしい。

　だがこの名称だと、単に分類するために名付けられたようにしか思えない。

　他のはどうだろうか。

　──ぱっ。




『照明用プリマベール：属性・光：状態・破損：使用不可』




『送風用プリマベール：属性・風：状態・破損：使用不可』




　ランプ型が〝光〟で、掃除機型というか、送風機型が〝風〟か。

　大体予想していたとおりである。

　ところで、このプリマベールという代しろ物ものは、種族を関係なく使えることが出来るのだろうか。

　ふとそんな疑問が湧いた私は、それをティオちゃんに尋たずねてみることにした。

「ねえ、ティオちゃん」

「あ、はい、なんでしょうか？」

「えっと、このプリマベールって、人も亜あ人じんさんも同じものを使うことが出来るの？」

「はい、もちろんです。確かに個々人で魔力の強さに違いはありますが、亜人と人の魔力差はほとんどありませんので、同じものが使えるというお話です」

「へえ、そうなんだ。てっきり亜人さんたちの方が、魔力が強いのかなって思ってたんだけど」

「いえ、そんなことはありません。元々ティオたち亜人は、人から派生した種族だと聞きましたし、こういう獣のような身体的特とく徴ちよう以外は、本当に普通の人と変わらないんです」

「なるほど～」

　自分の尻尾しつぽを見せつけながら説明してくれるティオちゃんに、私はそう頷きつつ、

　──ふさっ。

「ひゃうっ!?」

「いいな～。私もティオちゃんのような可愛かわいい尻尾が欲しいな～」

　むんずと彼女の尻尾を摑み、これの感かん触しよくを存分に頰ほおで堪たん能のうする。

　相変わらず最高級の綿わたみたいな触り心地に、私の顔もだらしなく緩ゆるんでいた。

「あ、あの、お、お願いですから、そ、そこはあんまり……はうぅ!?」

　びくびくと身体からだを震わせていたティオちゃんが、ぺたりと膝ひざから崩れ落ちてしまう。

「あ、ご、ごめん、ティオちゃん!?　あまりに気持ちよかったからつい……」

「い、いえ、お気になさらないでください……」

　はふぅ……、と肩で息をするティオちゃんの顔は、熱っぽく上じよう気きしていた。

　というか、無駄に色っぽかった。

　なので、私は彼女にお願いする。

「……ティオちゃん、そのお顔を見せるのは、私の前でだけにしてね？」

「えっ？」

　なんのことかと不思議そうにしているティオちゃんに、私は首を横に振って言った。

「ううん、なんでもないよ～。それより、とりあえずこのステッキ型のやつを直してみよっか」

「あ、はい。確かそれは、火を使えるようにするプリマベールだったはずです」

「おっけー。じゃあ行くねー。──〝元に戻れ〟」

　頷き、私はステッキ型のプリマベールに対して、《時魔法》を発動させる。

　すると、いつも通りぽわっと淡あわい輝きがプリマベールを包み、細かい傷などが復ふく元げんされていく。

「あっ」

　最中、ふいにティオちゃんが小さな声を上げた。

　というのも、




「──こ、コアが青色に戻っていきますよ、モモさん!?」




　そう、彼女が口にしたように、灰色だったステッキ型プリマベールのコアが、澄すんだ青色へと戻っていったからだ。

　さすがはなんでも直せる《時魔法》。

　どうやらコアを復元することにも成功したらしい。

「よし、これでいいはずなんだけど……ちょっと使ってみてくれるかな？」

「は、はい、分かりましたっ。──えいっ」

　──ぼっ！

「きゃっ!?　ひ、火が出ました!?」

　ティオちゃんが恐る恐るプリマベールを使ってみると、ライターを点つけた時程度の火が、コアの先から飛び出してきた。

「なるほど。こういう感じなんだね」

　ふむふむと頷く私の傍かたわらでは、やはりティオちゃんが興こう奮ふんした様子で、未だ灯ともり続けている火を眺めていた。

「ほ、本当に直せるなんて凄いです！　ティオは今とっても驚いています！」

「えへへ～、じゃあもっと驚かせちゃおうかな～」

　そう言って、私は別のプリマベールにも、《時魔法》の力を使ってみる。

　ランプ型のプリマベールを直せば、

「ひ、光が点きました!?　ま、眩まぶしいです!?」

　きゃふぅ!?　とランプの灯りに両目を細め、同じく送風機型のプリマベールを直してみれば、

「か、風で前が見えないですぅ～!?」

　やはり両目を〝[image: ]〟にして、あたふたとしていた。

　後に聞いた話だと、これはゴミなどを吹き飛ばすプリマベールらしい。

「す、凄いです、モモさん！」

「ふっふっふっ、ティオちゃんの髪型も凄いことになってるけどね！」

　送風機型プリマベールのおかげで、ぐしゃぐしゃになってしまった髪のまま、尊敬の眼まな差ざしを向けてくれるティオちゃんに、私はぐっと親指を立てる。

　とりあえず私の力で、プリマベールを修理出来ることは分かった。

　ただこのままでは、単に壊れやすいプリマベールを直しただけである。

　使い続けていれば、近いうちにまた壊れてしまうだろう。

　何かこれらをもっと長持ちするものに、改造などが出来ればいいのだが……。

「うーん、何かいいアイディアはないかなぁ……」

「？」

　むむむ～、と眉み間けんに深いしわを刻んでいた私だったが、そこでふとこーちゃんとの会話が頭をよぎる。




『──《時魔法》の具体的な使用法や応用法については、実際に現地に赴おもむいて実じつ践せんしてみてください』




　そう、《時魔法》には、〝応用法〟があると彼女は言っていたのだ。

　でも応用と言われたところで、時間を〝進める〟と〝戻す〟以外に、一体何があるというのだろうか。

〝止める〟は保存する時くらいにしか使えないだろうし、何かこう時間が経たつことで、いい感じにパワーアップするような──。

　と。

「あ、そうだ！」

　ふいにあることを思いついた私は、ティオちゃんに尋ねる。

「ねえ、ちょっと試してみたいことがあるんだけど、やってみてもいいかな？」

「あ、はい。どうぞ」

「ありがとー」

　お礼を言った後、私は先ほど直したステッキ型プリマベールに、再度《時魔法》の力を使う。




「──〝成長を〟」




　この表現が正しいのかは分からないが、私は自分のイメージしたとおりに力を使い続ける。

　すると、淡い光の中、プリマベールが徐じよ々じよにその姿を変えていった。

「やった！　成功だよ！」

　そうして光が消えると、そこには見慣れた形をした、一つのプリマベールがあった。




　──〝ライター〟である。




「これは一体……？」

　ティオちゃんも初めて見る形のプリマベールに、驚きを隠せないようだ。

「えへへ、私たちの国では、こういう感じの着火道具があってね。そこの黒いボタンを押してみてよ」

「は、はい、分かりました。えっと、これですね？」

「うん」

　私に言われたとおり、ティオちゃんがプリマベールのボタンをかちりと押す。

　と。

　──ぼっ！

「あ、火が出ました！　いつもは念じないと火が出ないのに！」

「ふっふっふっ、使いやすいでしょ？　これなら火起こしも安全に出来ると思うんだよね。念じない分、失敗もしづらいし」

「はい！　凄く楽に使えます！」

「それはよかったよ～。で、このプリマベールは、たぶんステッキ型のやつよりも長持ちすると思うんだ。一応〝進化した形〟だからね」

「進化した形……。あ、もしかして！」

「そのとおり！」

　ティオちゃんの言葉に、私は大きく頷く。

　ハンドアックスや井戸を直した時は、〝新品の状態〟に戻していた。

　これは単純に劣化した時間を戻しただけで、同様に時間を進めれば、これらは修復前の状態よりも朽くちていくことになる。

　が、今回私が行ったのは、それらとは別のパターン──〝進化〟だ。

　つまり朽ちさせるためではなく、技術を進化させるために時間を進めたのである。

「す、凄いです！　こんなプリマベール、ティオは初めて見ました！」

「えへへ～、もっと褒ほめてくれてもいいんだよ～？」

「は、はい！　モモさんは本当に凄いです！　ティオはモモさんを、心から尊敬します！」

「ありがとう！　私もティオちゃんが大好きだよ！」

　──むぎゅう～。

「ひゃわわっ!?」

　三度両目を〝[image: ]〟にしてじたばたするティオちゃんを、私は力の限りに抱き締める。

「ついでにちゅ～」

「ひいっ!?　や、やめてください～っ!?」

　そのままどさくさに紛まぎれ、私はティオちゃんの柔やわらかいほっぺを、美お味いしくいただいたのだった。







　その後、ファティマさんやほかの住人の方々にも協力して貰い、数日にわたって新型プリマベールのテストを行ったところ、なんと五○○回近い使用を確認することが出来た。

　それはほかのプリマベール類も同じで、試しに進化させたランプは、人の手が触れていなくとも、長時間点けっぱなしにすることが出来るようになった上、送風機も連続での稼か働どうが可能になった。

　ティオちゃんに聞いたお話だと、元々魔力は、この世界に満ちているものらしいので、たぶん手が触ふれずとも稼働しているプリマベールは、大気中から魔力を取り入れているのではなかろうか。

　それにこれだけ長く使用でき、かつ壊れにくいものであれば、欲しい人もかなりいると思う。

　というわけで、実験成功の喜びもそこそこに、私は廃棄されたプリマベール類を、修理したり進化させて売ることを決めた。

　前にティオちゃんから、プリマベールは行商人さんくらいからしか購入出来ないというお話を聞いていたので、その役を私がこっそりいただこうと考えたのだ。

　行商人さんには本当に申し訳ない限りだけれど、素材として私が時々買うので、勘かん弁べんしていただけるとありがたいです。

　ともあれ、私の見立て通り、物流の悪いリフリでは、なかなか新しいプリマベールも入ってはこないため、私の売る格安の新型プリマベールは、住人の皆さんだけでなく、旅人さんたちにも飛ぶように売れた。

　何せ、今までの比ではないくらい長持ちする上、使い勝手も格段に上がったのだ。

　そりゃ皆こっちを選ぶだろう。

　しかも元が廃品である以上、元手もかかってはおらず、ゆえに儲けも上々で、溜まっていたお宿代も、きちんと色をつけてお支払いすることが出来た。

　もちろん修復の依頼だって、疎おろそかにはしていない。

　そうしてリフリに来てから、一ひと月つきほどが経った本日。

　私たちの眼がん前ぜんには、こぢんまりとはしているものの、一軒の新しいお店が、その姿をお目見えしていた。




　修理屋兼けんプリマベールショップ──《もも屋》である。




「ついに店舗兼お家を手に入れることが出来たよ！　まあ、思いっきりティオちゃん家のお隣さんなんだけど！」

　ちらり、と視線を少し横に逸そらせば、そこにはファティマさんのお宿が、相変わらずどーんっと立派に鎮ちん座ざしていた。

「とにかく、これも全部ティオちゃんのおかげだよ～。本当にありがとね～」

「いえいえ、ティオの力なんて些さ細さいなものです。それよりお店のオープン、本当におめでとうございます！」

　満まん面めんの笑みで祝しゆく福ふくの言葉を述べてくれるティオちゃんに、私もにんまりと歯を見せて笑う。

「うん、ありがとう！　さすがにいつまでもティオちゃんのところにお世話になるわけにもいかないしね！　これからはこのお店の店長さんとして、しっかり頑張っていくよ！」

　と。




「……そう、ですね」




「……ティオちゃん？」

　どこか寂さびしそうな顔をしているティオちゃんに、私の胸がちくりと痛む。

　この物件は、店舗と住居が一体になっている建物だ。

　である以上、寝泊まりはここでするのが普通だし、ティオちゃんのお宿に行く必要もなくなる。

　元々ティオちゃんは、ファティマさんとともに、あのお宿を切り盛りしていたわけだし、たまに会うことはあっても（私は毎日会いに行くけどね！）、今後はお互いの生活のため、それぞれ励はげんでいくことになるのだろう。

　それが自然の流れだとは思うのだが……。

「……（しゅんっ）」

　そんな顔をされると、さすがにこのままというわけにもいかず……。

　というか、冷静になって考えてみれば、私はまだ、この世界のことをほとんど知らないのだ。

　リフリで生活しているうちに、亜人さんやプリマベールのことについては多少学んだけれど、それにしたって情報が少なすぎる。

　それをこれからお店をやりつつ、一人で得ていくというのは、色々と骨の折れる作業なのではなかろうか。

「────」

　まあ、長々とそれっぽい理由を語ってはみたものの、要はあれだ。




　──ティオちゃんが悲しそうな顔をしているのはダメだと思うの！




　彼女にはいつも笑っていて欲しいし、私は彼女の笑顔が大好きです！

　だから私はティオちゃんに言った。

「ねえ、もしよかったら、うちで一緒に働かない？」

「えっ!?　よ、よろしいのですか!?」

　心しん底そこ驚いたような顔をするティオちゃんに、私は大きく頷いて言う。

「うん、もちろんだよ！。お隣さんだから、何かあったらすぐ戻れるだろうし、むしろティオちゃんがいてくれた方が、私としても楽しいもん！　というわけで、どうかな？　むしろ働いてください！」

　勢いよく頭を下げる私に、ティオちゃんはぱあっと表情を明るくさせて頷いた。

「は、はい！　ティオでよければ、是非働かせてください！」

　両手を胸の前でぐっと握り、ティオちゃんは何度も嬉うれしそうに頷き続ける。

「わ～い♪　ありがとう、ティオちゃん♪」

　──むぎゅっ。

「ひゃうっ!?　あ、あの、モモさん……？」

「えへへ～、じゃああとでファティマさんに許可を貰いに行かないとね。〝妹さんを私にください！〟って」

「ええっ!?　そ、それは何か違う気が……」

「ふっふっふっ、心配ご無用だよ！　天井の染しみを数えてる間に終わるからね！」

「はわわわわわわ……っ!?」

「というわけで、今日は優しくしてね、ティオちゃん……」

「ひいっ!?」

　青い顔でぶるぶる震えるティオちゃんに、私はぽっと女の顔で目線を送り続けていたのだった。





　　　　◆






「ええ、もちろん構いませんよ」

　夕食時。

　ティオちゃんが働くことについて、ファティマさんに許可を貰おうとしたところ、彼女は二つ返事で了りよう承しようしてくれた。

「わあ、ありがとうございます！」

「えへへ、よかったね、ティオちゃん」

「はい！」

　大きく頷くティオちゃんに、私の顔も自然と綻ほころぶ。

　お客さんたちのあとなので、遅めの夕食ではあるものの、私たちはカウンター奥の住居スペースで、三人揃そろって食卓を囲んでいた。

　今晩のメニューは、パンとサラダ、そしてトマトベースのスープだ。

　スープはカレーのようにどろりとした感じのもので、二人に倣ならい、私もこれをパンにつけて口に運ぶ。

　うーん、相変わらずファティマさんのお料理は美味しい。

　私もいつか彼女のような、お料理が上手でばいんばいんのお姉さまになりたいものである。

　とくにばいんばいんの部分が最重要だ。

「ふふ、頑張ってね。あ、でもお客さんが多い時は、申し訳ないのだけれど、こちらを優先して貰ってもいいかしら？　さすがに一人だと手が回らなくて」

「はい！　そういう時は、遠慮せずに言ってください！　ティオちゃんもそれでいいよね？」

「はい、分かりましたっ」

　そう素直に頷いたティオちゃんに、ファティマさんも嬉しそうだった。

「それにしても、ティオがここまで懐なつくなんて驚いたわ。きっとモモちゃんの人ひと柄がらに惹ひかれたのでしょうね」

「お、お姉ちゃん！」

　ティオちゃんが恥ずかしそうに顔を赤らめていると、ファティマさんは「あらあら、ごめんなさいね」と笑った後、その小さな頭を撫なでながら言った。

「でもね、私は嬉しいのよ？　お父さんが亡くなってから、あなたはこの宿を守るんだって、ずっと気張り続けていた気がするもの。それがこうして別のことをしてみたいって言い出したのだから、応援しないわけにはいかないでしょう？」

「お姉ちゃん……」

「あらあら」

　ぐすっと涙ぐむティオちゃんの顔を、ファティマさんが優しく布で拭ぬぐう。

　と。

「ティオちゃん……」

「はわっ!?」

　そんな話を聞かされた私も、ぶわっと涙を溢あふれさせる。

「あらあら、困ったわね」

「ずびばぜん……」

　同じく涙を拭ってくれたファティマさんに、私はだみ声でお礼を言う。

　最中、私は不快にならないよう、控えめに問うた。

「あの、失礼ですが、やはりお二人のご両親は……？」

「ええ。母はティオが小さい頃に病気で、父も一年ほど前、魔物に襲われて命を落としました」

「そうだったんですね……。それはお悔くやみを……」

「ふふ、ありがとう、モモちゃん。でも大丈夫です。私たち姉妹は、このとおり互いに支え合っていますし、町の人たちも、とてもよくしてくださっていますから」

　それに、とファティマさんは微笑ほほえんで続けた。

「今はモモちゃんもいてくれます。ティオが心を開いたあなたになら、私はこの子を任せられると信じているわ。だから、どうかティオをよろしくお願いしますね」

「お、お願いします！」

　ファティマさんに続いて、ティオちゃんも恭うやうやしく頭を下げてくる。

　そんな風に言われてしまったら、その期待に応えないわけにはいかないではないか。

　ゆえに、私は力強く頷いて言った。

「もちろんです！　ティオちゃんのことは、絶対に私が守ってみせます！」

「モモさん……」

　ぽっと頰を桜色に染めるティオちゃんに、私は「任せといて！」とお胸を叩いて続ける。

「私、もうティオちゃんをお嫁さんにする気満々だからね！」

「はわっ!?」

「あらあら、じゃあモモちゃんはティオの旦那さまになるのかしら？」

「いいえ、お嫁さんです！」

「まあ♪」

　頰に手を添え、ファティマさんがほんわかと顔を紅こう潮ちようさせていると、ティオちゃんが慌てて口を開いた。

「あ、あの!?　そ、それは一体どういうことでしょうか!?」

「どうもこうも、《もも屋》はそういうお店だったんだよ！」

「そ、そうなのですか!?　で、ではこのお話はなかったことに……」

「ええっ!?」

　そそくさと席を立とうとするティオちゃんに、私はすこぶるショックを受ける。

「ちょ、ちょっと待って、ティオちゃん!?　私、絶対に幸せにするよ!?」

「ごめんなさい……。でもティオには好きな人が……」

「きゃあああああああああああああああああああああっ!?」

　ムンクさんの〝叫さけび〟みたいな顔で絶ぜつ叫きようする私。

「そ、そんな……。先輩だけじゃなく、ティオちゃんまで……」

　絶望のどん底に叩き落とされ、今まさに私が二度目の転生を迎えようとしていた時だ。




「……くすっ」




「えっ？」

　ふいにティオちゃんの噴ふき出だすような笑い声が聞こえ、私は呆ぼう然ぜんと顔を上げる。

「ふふ、ごめんなさい。いつも驚かされてばかりでしたので、ティオもモモさんを驚かせてみようかと」

「え、じゃあ今のは……？」

「はい、冗談です♪」

　ぺろり、と可愛らしく舌を出すティオちゃんに、思わず私は固まってしまう。

　しばしそうしていた私だったが、やがて状況を飲み込めてきて、

「てぃ、ティオちゃ～ん!?」

「はわっ!?　ご、ごめんなさいです～!?」

　ぷくぅと頰を膨ふくらませ、ティオちゃんに猛もう抗こう議ぎした。

「これはもうあれだよ！　今日は一緒にお風呂で洗いっこの刑だよ！」

「え、えっと、お風呂は昨日もご一緒しましたけど……」

　そうだった！

　昨日楽しく洗いっこしたんだった！

「じゃ、じゃあ今日は一緒のお布団で寝るよ！」

「あ、あの、それも昨日モモさんがこちらにお泊まりに来られたので……」

　そうだったよ！

　もふもふで凄く温かかったよ！

「ど、どうしよう!?　罰ばつがなくなっちゃったよ!?」

　がーんっ、と一人ショックを受ける私に、ファティマさんが人差し指を立てながら提案してくれる。

「ふふ、じゃあティオの方から、モモちゃんをハグしてあげるのはどうかしら？」

「「えっ!?」」

　揃って驚いた後、私はぐっと親指を立てて言った。

「ファティマさん、ナイスアイディア！　さあ、ティオちゃん！　私をぎゅっとしてください！」

「お、お姉ちゃん!?」

　慌ててファティマさんに異議を申し立てるティオちゃんだが、お姉さまは相変わらず微笑みながら言った。

「ほら、モモちゃんが待ってるわよ？」

「で、でも……」

　ちらり、と困惑したようにこちらを見やるティオちゃんを、私は両腕を大きく広げて歓かん迎げいする。

「さあ、恥ずかしがらずにおいでよ～。私はこのまま動かないからさ～」

「で、でしたら……」

　椅子から腰を上げ、ティオちゃんが恐る恐る私の方へと近づいてくる。

「え、えっと……」

　そして何度か逡しゆん巡じゆんした後、

　──きゅっ。

「えへ～♪」

　ティオちゃんは恥じらいつつも、私に優しくハグをしてくれた。

　なので。

「キャッチ！」

　──がばっ。

「ひゃわあっ!?」

　私はお返しとばかりに、ティオちゃんを捕ほ獲かくした。

「あ、あの!?　も、モモさんは動かないと先ほど……っ!?」

「ふっふっふっ。ティオちゃん、私の足もとを見てごらん」

「えっ……？」

　私に促うながされ、ティオちゃんの視線が下の方へと移っていく。

　そこにはがっしりと床を踏み締めている、私のあんよがあった。

「ねっ？　動いてないでしょ？」

「…………」

　一瞬何を言われているのか、ティオちゃんは理解が出来なかったのだろう。

　ぽーっと目を瞬またたかせた後、ティオちゃんは真っ赤な顔で声を張り上げた。

「そ、そんなのずるいですぅ～!?」

「えへへ～、お返しのお返しだよ～♪」

「むぅ～！」

　今度はティオちゃんの方が、まるでフグさんのように頰を膨らませたのであった。





　　　　◆






　そんなこともありつつ、ティオちゃんとお店をやることにした私は、晴れて修理屋兼プリマベールショップの《もも屋》をオープンする。

　基本的には進化させた新型プリマベールの販売がメインだが、同時に修復業と、さらには壊れたプリマベールや、廃材などの回収なども請うけ負おっている。

　おかげでリフリの町は、私が来て以降、出るゴミの量も少なくなり、心なしか、町の景けい観かんも美化されているように思えた。

　生ゴミは肥料などになるからいいとしても、壊れた農具などは、本当に細かくしない限り、ずっとそこに残り続けるからね。

　それを《時魔法》で新品に戻してしまえば、再利用も出来る上、ゴミもなくなり、さらには報ほう酬しゆうも入るので、一石三鳥というわけなのです！

「ありがとうございましたー！」

　──からんっ。

　すっかり看板娘になっているティオちゃんが、お客さんを笑顔で見送る。

　まだオープンしたてとはいえ、ほとんどのお客さんが顔見知りゆえ、接客の際もお互いにやりやすそうだった。

　あとは旅人さんの口くち伝づてで、このお店のことが広まってくれたら、新しいお客さんも増えるのではなかろうか。

　ともあれ、客足も一段落ついたので、今日はこの辺で店じまいにしようと思う。

　まだ日が暮れるまでには時間があるのだが、明るいうちに試しておきたいことがあるからだ。

　なので、私はティオちゃんに閉店準備をお願いする。

「じゃあそろそろお店を閉めよっか」

「分かりましたっ」

　私の言葉に頷いたティオちゃんは、箒ほうきで床をささっと掃はいた後、カーテンを閉め、入り口の扉を施せ錠じようする。

　住居用の扉は裏にあるため、お店の扉は鍵かぎを閉めても問題がないのだ。

「モモさん、お店のお片付けが終わりました」

「うん、ありがと～。あ、それとちょっといいかな？」

　いつもなら、このまま帰り支じ度たくを整えたティオちゃんが、ぺこりと一礼してお宿に戻るところなのだが、私は彼女を呼び止めることにした。

「はい、なんでしょうか？」

　不思議そうに首を傾かしげているティオちゃんに、私はぽっと頰を染めて言う。




「……キス、しよ？」




「ええっ!?」

「というのは冗談だから、そんなに身構えなくても大丈夫だよ～」

　たぶん恥ずかしかったのだろう。

　ティオちゃんはぶるぶると青い顔で棚たなの陰に身を隠していた。

「えっとね、時間があったらで構わないんだけど、実は前から気になっていた実験を、ちょっとやってみたいなぁって」

「……実験、ですか？」

　ひょこり、と少しだけ顔を覗かせるティオちゃんに、私は頷く。

「うん。それでどうせなら、ティオちゃんにも手伝って貰えないかなって」

「あ、はい！　もちろん大丈夫です！」

「えへへ、ありがと～。じゃあ工房に移動しよっか」

「はいっ」

　嫌な顔一つせず頷いてくれるティオちゃんを、心底ありがたいと思いつつ、私は彼女を連れ、店舗奥の工房へと歩を進める。

　工房内には、回収した廃材などが種類別に分けられており、ちょっとした作業が出来るスペースになっていた。

「それで、モモさんが以前から気になっていた実験というのは、一体なんのことなのでしょうか？」

「うん、それなんだけど、今まで私の《時魔法》で、プリマベールを色々と進化させてきたでしょ？」

　こんな感じに、と取り出したのは、今ではリフリのほとんどのご家庭に常備されている、ライター型のプリマベールだった。

「あ、はい。おかげさまで、皆さんとてもお喜びになられていますっ」

「えへへ、それはよかったよ～。と、まあそんな感じで、プリマベールを便利な形に進化させてきたんだけど、今までのプリマベールって、ほとんど無意識に作ってきた感じなんだよね」

「無意識？」

　小首を傾げるティオちゃんに、私は「うん」と頷いて続ける。

「たぶん私の中のイメージが、そのまま形になってるんじゃないかなって。ほら、着火用のプリマベールも、別にこういう形にならなくてもいいと思うんだよ。火が強くなるとかさ」

「あ、確かに。つまり進化の仕方にも、別の可能性があるということですね？」

「そうそう。だからそれを試してみたいなって」

「なるほど。確かにティオも気になりますっ」

　ぐっとその小さな両手をお胸の前で握るティオちゃんを可愛いなぁと思いつつ、私は送風機型のプリマベールを手に取って言う。

「というわけで、ちょっとやってみようと思います！」

「はい、頑張ってくださいっ」

　ティオちゃんの応援を一身に受ける中、私は自らの力を行使する。




「──〝成長を〟」




　私がそう口にすると、いつも通り淡い光が、床に置かれたプリマベールを包み込む。

　今までは扇せん風ぷう機きのような形に進化していたのだが、今回は別のものをイメージしながら作業を進める。

　扇風機のほかに風の出るものと言えば、思いつくのはこれしかない。

　そうして光が収まると、そこにはＬ字形をしたプリマベールが残っていた。

「あれ？　これは以前のを持ちやすくされたのですか？」

「ふっふっふっ、そう思うでしょ？」

　肩かた透すかしを食らったような顔をしているティオちゃんに、私はどや顔で続ける。

「私のイメージ通りに出来ていれば、たぶんこのスイッチを押すと……」

　──ぶおー。

「あ、風が出ました！　やっぱり持ちやすくされたのですね！」

「ノンノン。ほら、この風を触ってみてよ」

「は、はい。……あ！　温かいですぅ～！」

　ぱあっとティオちゃんが顔色を明るくさせる中、私はえっへんとお胸を張って言う。

「これは濡れた髪の毛を乾かすためのプリマベールなんだ～。もちろんお洋服とかに使っても可だけどね」

「わあ、凄いです～！　これならいつ水浴びをしても大丈夫ですね！」

「もちろんだよ！　その時は私がティオちゃんの髪の毛を乾かしてあげるからね！　あと尻尾も！」

「はわわわわっ!?　し、尻尾は自分で出来るから大丈夫です～!?」

　何やら慌てて尻尾を隠している様子のティオちゃんだが、まったく恥ずかしがり屋さんである。

　しかし──そうは問屋が卸おろしません！

「ふっふっふっ！　残念だけど、ティオちゃんの尻尾はもう私のものなんだよ！」

「ひゃわわわわっ!?」

　さっと顔色を青くさせるティオちゃんの尻尾を、私はこのあとめちゃくちゃもふもふしたのだった。







　売るかどうかは別として、それから私たちは、一応ほかのプリマベール類も、色々と進化させてみた。

《時魔法》の進化は、私のイメージ次第でどうにでも出来ることが分かった以上、もっと便利な道具が作れないかと、数日にわたって実験を重ねたのだ。

　その結果、実に様々なものが出来ただけでなく、その度にティオちゃんが瞳を輝かせてくれて、私はそんな彼女の顔が見られただけで大満足だった。

　ただ色々と作ったのはいいものの、これらの名前については、少し頭を悩ませた。

　というのも、以前ステータス情報で確認したように、元々プリマベールには、《○○用プリマベール》というそのまんまな名前がついていたからだ。

　その方が楽だというのは分かるのだが、私のプリマベールは、同じ属性でも種類が多いので、きちんと名前をつけた方がいいのではないかと考えたのである。

　なので、温風が出るようになったあのプリマベールは、そのまま〝ドライヤー〟と名付けることにした。

　凝こった名前をつけたあとに、私が忘れちゃったら意味ないしね……。

　ちなみに、最初の一台はティオちゃんにプレゼントした。

　とても喜んでくれたように見えたが、ティオちゃんにしろファティマさんにしろ、豊かな髪の量をしているので、きっと重宝してくれることだろう。

　あと尻尾も！

　と、それはさておき。

　現在、私はリフリに魔物さんたちが近寄らぬよう、魔ま物もの除よけを設置している最中だった。

　魔物除けは、魔物さんたちの嫌う成分が入った袋を、私が《時魔法》で進化させたもので、見た目は蚊取り線香のような感じだ。

　これを等とう間かん隔かくで町の周りの木に括くくりつけることで、彼らの侵入を防ぐのである。

　魔物──つまりモンスターさんは、この世界に生息する、一般的な動植物とは別の種族で、その主たる特徴は、〝コア〟を核として生きているということだという。

　なんとなくそんな気はしていたのだが、プリマベールに使われているコアは、元々この魔物さんたちから採集されていたものだったらしい。

　ただコアの回収方法は結構難しいみたいで、普通に魔物さんを討とう伐ばつすると、コアも死んでしまうらしく、灰色のままなのだとか。

　もっとも、私は魔物さんたちをとっちめてまで、コアが欲しいわけではないので、そこはほかの方々にお任せしようと思う。




　──びゅいーんっ！




「えへへ～♪　快適快適～♪」

　ともあれ、私はこの世界に来てから、常々何かいい移動手段はないものかと考えていた。

　出張依頼が増えれば増えるほど、一日の移動時間も多くなる上、廃材などを運ぶのも一苦労だったからだ。

　そこで作ったのが、この私が跨またがっている、原付バイク型の移動用プリマベール──通称〝スクーター〟だ。

　これなら私も免許を持っているので、ちょっと練習すれば乗れるし、皆さんのお宅にも短時間で回れると考えたのである。

　もちろんヘルメットは、〝安全第一〟というような感じのやつなので、頭の平和はばっちりと守られている。

　ただまあ、操作に慣れるまでの練習や、プリマベール自体の製作過程では、色々とアクシデントもあり……。

「でもティオちゃん、本当に気にしてないのかなぁ……」

　そう独りごち、私はあの時のことを思い出していた。





　　　　◆






　それは数日ほど前のこと。

　様々なプリマベールを進化させ、新しいプリマベールを生み出していた時のことだ。

　私は移動用のプリマベールを作るため、これをティオちゃんとともに実験しようとしていた。

「というわけで、今日は移動用のプリマベールを作りたいと思います！」

「はいですっ」

　閉店後。

　店舗の工房内に移動した私たちは、大工のおじさんに頼んでおいた、車体となる二輪車を前に、作業に取りかかろうとしていた。

　もちろんこの世界には、バイクのような乗り物はないので、進化させる元となる、自転車のような代物が必要だったのだ。

　ちなみに、何回かやってみて分かったのだが、《時魔法》で進化させる際に必要なのは、〝そういう風になる可能性もある〟という感じの素材らしい。

　ただ火を動力にするのはちょっと怖いので、今回は安全性も考え、ベースとなるのは送風機型のプリマベールだ。

　これを私の《時魔法》で進化させれば、たぶん風の力で動く二輪車が出来るのではなかろうか。

　まあ出来なければ、今度は覚悟を決めて、火属性のプリマベールを装着したもので試そうと思う。

　毎回ガソリンを作るのは大変なので、出来れば動力はプリマベールにしたいし。

「じゃあ行くよー。健すこやかなる～……〝成長を〟！」

　骨組みのみの二輪車に触れつつ、私がそう口にすると、淡い光がこれを包み込む。

　問題はイメージの方だが、小さなスクーターっぽいものがいいだろう。

　光の中、ぐにゃりと二輪車が形を変えていく。

　そうして光が収まった後、私たちの目の前に現れたのは、私のイメージしたとおりの、小さな原付バイクだった。

　もちろん動力はマフラー代わりに取りつけられた、太ももくらいの太さがある、筒状のプリマベールで、ヘッドライトも大きなものを一つ装備している。

「よし、出来た！」

「わあ、なんだか不思議な乗り物ですね」

「えへへ、そうでしょ～。上手く出来てたら、今度はティオちゃん用のも作ってあげるね」

「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます～♪」

　嬉しそうに頭を下げるティオちゃんに、私も自然と笑顔になる。

「よし、じゃあちょっと乗ってみよっか！」

「はい！」

　にこやかに頷くティオちゃんを連れ、私は工房の外へと移動する。

　茜あかね色いろの空が映はえる中、私は進化させた二輪車に跨がり、早速テストを行ってみることにした。

「じゃあ行くよー」

「はいっ」

　ティオちゃんが頷いたのを確認した後、私はハンドルを手前に回す。

　が。




　──ごごうっ！




「きゃあっ!?」「ひゃうっ!?」

　その瞬間、筒状のプリマベールから勢いよく突風が噴き出し、私を振り落として二輪車だけが前へと飛んでいった。

　どうやらハンドルを回しすぎたらしい。

「いったあ……」

　したたかに打ちつけたお尻を摩さすりつつ、私はティオちゃんの無事を確認しようとしたのだが、

「……だ、大丈夫～？　ティオちゃん～……」

　そこで私は見てしまった。

「は、はい～……」

　恐らくは目を回しているであろう、か細い声の中、




　──ぺろりと衣服が全てめくれ上がったまま、地面に仰あお向むけで倒れているティオちゃんの姿を。




　要はあれだ。

　お母さんが小さい子のお洋服を万ばん歳ざいさせて脱がせようとするも、途中で腋わきに引っかかっている状況と言えば分かりやすいだろう。

　それが今まさに、私の眼前で再現されていたのである。

　ただ問題が一つ。

「えっ？　いや、え、ええーっ!?」




　なんと衣服の下に──何も身につけていなかったのだ。




　よって今私の目の前では、同い年くらいの美少女が、腋から下を生まれたままの姿で晒さらしていることになる。

　確かに一緒にお風呂に入ったりして、何度も目撃してはいるのだが……。

「ひゃわっ!?　こ、これは一体どういうことでしょうか!?　な、何も見えないですぅ～!?」

「ちょ、ティオちゃんダメだよ!?　その状態でそんなに足をばたつかせちゃ!?　というか、おパンツとおブラはいずこへ!?」

　しかも知らずのうちに顔を覆われてしまったティオちゃんは、パニックを起こしたようで、なんとか現状から脱しようと、じたばたもがいているではないか。

　もちろん何も身につけていない状態で、だ。

　ということは、当然──色々なものが全部見える。

「ちょ、ティオちゃん!?　お、おおお落ち着いて!?」

「は、はわわわわっ!?　た、助けてください～っ!?」

「いや、助けてと言われてもぉ～!?」

　というか、なんで下着を身につけてないの!?

　じゃあ今まで私とノーパンでお仕事してたってこと!?

　ティオちゃんがそういうつもりなら、私も今度からおパンツを脱いで──。

「って、そうじゃないよ、私!?」

　ずびしっ！　と一人でノリ突っ込みをする私だが、それで事態が丸く収まるわけではなく……。

「わ、分かったから!?　今助けてあげるから、とりあえず大人しくして、ティオちゃん!?」

　私は意を決してティオちゃんを救い出そうとするも、




　──むにゅっ。




「ひゃうっ!?」

「あわわわわっ!?」

　なるべく彼女の方を見ないように近づいたため、距離感がまったく摑めないどころか、摑んだのは成長途中なおっぱいの方だったようで……。

「あ、あの!?　そ、そこはティオのお胸なのですが!?」

「ご、ごめん!?　わざとじゃないの!?　でも凄く柔らかかったから大丈夫だよ!?」

　おかげでティオちゃん同様、パニックを起こした私は、その後もなかなか彼女に触れることが出来ず、しばらくの間、揃ってわちゃわちゃしていたのであった。





　　　　◆






「……はあ」

　今一度自分の不ふ甲が斐いなさを思い出し、私はがっくりと肩を落とす。

　結局、あの時はなんとかティオちゃんのお顔をお外に出すことに成功し、彼女は自分で衣服の乱れを直した上、お胸を触ってしまったことにも、多少恥ずかしそうではあったものの、笑顔で許してくれた。

　とはいえ、あの状況でお胸を触った私に、内心嫌けん悪お感かんを抱いているのではないかと、一人戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのだが、その後も、彼女は何事もなかったかのように接してくれて、私としてもかなり救われた覚えがある。

　ちなみに、亜人さんは下着を身につけないものなのかと、それとなくファティマさんに尋ねてみたところ、「いえ、別にそんなことはないのだけれど……」と不思議そうに首を傾げられてしまい、私の謎なぞは一層深まる一方だった。

　と、それはさておき。

　確かにこのスクーターは快適なのだが、一つ問題があった。

　そう、コアが壊れた際はどうするかである。

　私の場合は、コアの色が陰かげってきたと感じた段階で、《時魔法》を使えばいい。

　でもほかの人が乗る際は、何かこうコアかプリマベールを付け替える感じにしなければならないだろう。

　そうでないと、たとえばティオちゃんに同じものを作ってあげたとしても、コアが灰色になってしまった瞬間、「ひゃわっ!?　ど、どうしましょう!?　か、帰れないですぅ～!?」というような感じになりかねない。

　まあその時は、私が王子さまのようにお助けに行くんだけどね！

　これでティオちゃんのハートもがっちりだよ！

「と、それは置いといて……あとはあれかな。魔物さんたちを見つけられる、レーダーみたいなプリマベールがあるといい気がする！」

　魔物さんにはコアがあるので、コアにのみ反応するプリマベールなんていいかもしれない。

　それこそ広範囲を探知出来るものが作れれば、旅人さんたちも安心して旅を行うことが出来るだろうし、ティオちゃんも心置きなく水浴びに行くことが出来るはずだ。

　うん、これはいいアイディアだし、一つの課題として覚えておこう。

　もっとも、問題はどうやって作るかなんだけどね……。

「まあそれはいいや。とにかく今は魔物除けを全部設置しないとね。で、終わったら、帰ってティオちゃんとお菓子食べよ～♪」

　そんなことを考え、私がだらしなく顔を緩ませていた時だ。




「──うわああああああああああああああああああああああああっっ!?」




「えっ!?」

　ふいにどこからともなく女性の悲鳴が轟とどろき、私は慌てて周囲を見渡す。

「あ、あっちかな!?」

　木々が声を反響させているせいか、正確な位置が特定しづらかったが、なんとか悲鳴の主を捜し出そうと、私はスクーターのアクセルを全開にして森の中を駆ける。

「見つけた！」

　すると、細い街道のような場所で、壊された馬車の近くに、地に伏している兵隊さんたちと、一人の女の子の姿を見つけた。

　年齢は私やティオちゃんよりも少し上だが、ファティマさんよりは下──一七歳くらいであろうか。

　気の強そうな、クールな顔立ちの美少女だ。

「キピーッ！」

「ブモモッ！」

「ブモーッ！」

　少女たちを囲うように立ちはだかるのは、三匹の動物で、それぞれ体長は一メートルほど。

　見た目は一匹がゼリー状のクッションみたいな感じで、残り二匹がもこもこの羊さんみたいな感じだ。

　恐らくはあれが魔物さんというものなのだろう。

　無駄にファンシーな見た目なので、なんか可愛いなぁと思ってしまったが、とにかく今は彼女たちを助けなければ。

「ちょっと待ったー！」

「「「「──っ!?」」」」

　内心覚悟を決め、私は街道横から魔物さんたちの前へと飛び出す。

「ほら、あっちに行って！」

　──ぽいっ。

「「「ピギッ!?」」」

　そして持っていた魔物除けを、彼らに向けて投げつけると、魔物さんたちは、一目散に森の中へと駆けていった。

　ほっと一息吐ついたのも束つかの間ま、私は思い出したようにスクーターを降り、少女のもとへと駆け寄る。

「だ、大丈夫ですか!?」

「あ、ああ、私は大丈夫だ。護衛の兵たちも死んでは……って、うわあっ!?」

「えっ!?」

　少女の悲鳴で振り向くと、どこから現れたのか、四匹目のゼリーな魔物さんが、壊れた馬車の上から私たちをじっと見下ろしており、

「ピギーッ！」

「うわっ!?」「きゃあっ!?」

　ぶばっ！　と何か紫色の液体を吐きかけてきた。

「もう！　しつこいのはよくないよ！」

　──ぽぽいっ。

「ギピーッ!?」

　即座に魔物除けを投げつけて撃げき退たいするも、少女は粘ねん液えき塗まみれになったあとで、私も彼女ほどではないにしろ、お洋服に粘液がついてしまっていた。

「な、なんなのだ、これは!?　ねばねばするし、なんか変な臭においがする!?」

　が、別段即効性のある毒物などではなかったのか、少女は顔を顰しかめながらも、これを拭ふき取とろうと手足をばたつかせていた。

　念のため、私は粘液のステータス情報を確かめる。




『繊せん維い溶よう解かい性せい粘液：属性・水：用途・マーキング』




　うん、毒だとは書いてないし、たぶん大丈夫だろう。

　とりあえず無事で何よりだと、私が胸を撫で下ろしていると、

「う、うわあああああああああああああああああああああああっっ!?」

「──っ!?」

　再び少女から悲鳴が上がり、まだ魔物さんが残っていたのかと、魔物除けを構える私だったが、

「……って、あれ？　魔物さんは？」

　どこにも魔物さんの姿はなく、少女が一人真っ赤な顔で、自身の身体を抱きかかえているだけだった。

「ど、どうしたんですか？　って、きゃあっ!?」

　最中、思わず私も赤面する。

　というのも、どうやら先ほどの粘液が、衣類を溶解させる物質を含んでいたらしく、彼女のお洋服が溶け始めていたからだ。

　そういえば、先ほど粘液のステータス情報を見た際、名前のところに〝繊維溶解性〟と書いてあった気がする。

「はわわわわっ!?　な、何か羽は織おるものは……って、私のお洋服も若干溶けてる!?　せ、せっかくティオちゃんから貰ったものなのに～!?」

　が、それよりも大事なお洋服に穴が空いたことの方が、何倍もショックな私なのであった。







「──本当にありがとうございました。ルミナお嬢じようさまに代わり、心よりのお礼を申し上げます」

「あ、いえいえ」

　そう恭しく頭を下げたのは、御ぎよ者しやを務つとめていたメイド服姿のお姉さんだ。

　年齢は二○代前半くらいの、丁てい寧ねいに切り揃えられた前下がりボブカットが印象的な美女である。

　同じおかっぱの民として、なんだか親近感が湧いたのはさておき。

　どうやら馬車の陰で気を失っていたらしい。

　なんとなく雰囲気的に察してはいたのだが、先ほど助けた少女ことルミナさんは、なんでも隣町の町長さんのご令れい嬢じようなのだとか。

　どうりで豪華な馬車に乗っているはずである。

　ともあれ、魔物さんたちを撃退した後、私は怪け我が人にんの手当てをしつつ、壊れた馬車も《時魔法》で修復した。

　ティオちゃん同様、ルミナさんたちも、《時魔法》の力には大たい層そう驚いていたようだったが、生まれつきの力だと説明すると、それ以上は追及してこなかった。

「ところで、あなたはこの辺りのお方ですか？」

　最中、メイドさんが私に尋ねてくる。

「はい、一応そんな感じです。私の名はモモ。この先にあるリフリという町で、修理屋さんみたいなのを営んでいます」

「そうでしたか。申し遅れましたが、私はお嬢さまの専属メイドを務めさせていただいております、アーリィと申します。そしてこちらが──」

　ちらり、とアーリィさんは粘液塗れのルミナさんを一いち瞥べつした後、

「ただの痴ち女じよです」

　と、真顔でそう言った。
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「誰が痴女だ!?　大体、こうなったのは私のせいではないだろう!?　というか、それ以前に、前から思っていたのだが、お前、絶対私のことを主あるじだと思っていないだろ!?」

　当然、声を荒らげて反論するルミナさんだが、アーリィさんはやはり真顔で言う。

「まさかそんな。いいですか？　お嬢さま。世の中には、そうだと思っていても、決して口にしてはならないことがあるのです」

「いや、凄い諭さとした感じに言っているが、つまり主だと思っていないんじゃないか!?」

　そう突っ込みを入れつつも、ルミナさんは「……まあそれはいい」と話の軸を戻す。

　どうやらアーリィさんがこういう感じなのは、いつものことらしい。

　相変わらず粘液塗れではあるものの、ルミナさんはその豊かなお胸を張って言った。

「私はルミナ＝リーヴェリオンだ。よろしくな、モモ。堅かた苦くるしいのは嫌いだから、気軽に名前で呼んでくれ。とりあえず助けてくれて感謝する」

「うん、こちらこそよろしくね、ルミナちゃん。無事で何よりだよ」

　とはいえ、女の子なので、いつまでもその恰かつ好こうのままというわけにもいかないだろう。

　まあ私も似たような状況なんだけど。

　とにかく身体も冷えるし、早く温かいお風呂に入れてあげないと。

「ところで、先ほどその服をティオから貰ったと聞いたのだが、もしかしてティオの知り合いなのか？」

「あ、うん。ティオちゃんは私の大事なお友だちだよ～。あれ？　でもティオちゃんを知ってるってことは、もしかしてルミナちゃんも？」

「ああ。ティオは私の幼おさな馴な染じみだ。だから久しぶりに会いに行こうと思っていたのだが……」

「幼馴染み……」

　そこで私の脳内に、ふとこんな光景が思い起こされる。

　それはある日のこと。

『えへへ、ティオちゃん大好き～♪』

　──すっ。

『……あれ？　ティオちゃん？』

　私の抱ほう擁ようを、ティオちゃんは軽やかに躱かわして言う。

『ごめんなさい、モモさん。ティオにはルミナちゃんがいますので』

『そういうことだ、モモ。お前の入る隙間など、どこにもなかったのだ』

　──がーんっ。

『そ、そんな……』

『分かったらさっさとあっちに行くんだな。私たちは、これから一緒にキャッキャうふふするのだから』

『きゃ、キャッキャうふふって……。てぃ、ティオちゃん!?』

『さようなら、モモさん。モモさんもグラビトンさんとお幸せに』

『ちょ、人を見た目でグラビトンとか言うのはよくないよ!?　ちょっとお太りになられあそばされているだけだよ!?』

『では行きましょうか』

『ああ、そうだな』

　そう言って、ルミナちゃんはティオちゃんと仲なか睦むつまじそうに去っていく。

『ま、待って、二人とも!?　せめて私も交ぜてよ～!?』

　しかしどんなに駆けても、二人の背中は遠ざかっていった。

　──ぽんっ。

『えっ？』

　最中、ふいに私の肩を叩たたく手があり、私はファティマさんが、私を慰なぐさめようとしてくれているのだと思いながら振り返る。

　が。




『──諦めるんじゃ、お若いの』




「って、誰ーっ!?」

「ちょ、いきなり何だ!?」

　突とつ如じよ叫び声を上げた私を、ルミナちゃんが怪け訝げんそうな顔で見つめてくる。

「うぅ、ごめん……。ちょっと今突然頭の中に知らないおじいちゃんが出てきて……」

「…………」

　よよよとすすり泣く私を、ルミナちゃんは痛いものでも見るかのような目で見ているが、私は気にせず話を続ける。

「でもティオちゃんにお友だちがいてくれてよかったよ～。私がリフリに来てから、ティオちゃんが別のお友だちと遊んでるの、一度も見たことがなかったから」

「まあ、それは仕方がないだろうさ。リフリ自体、そこまで人口が多い町ではないし、小さな子らはいても、あいつと同年代の女子など、確かファティマくらいしかいなかったはずだからな」

「えへへ、だから今では私が一番のお友だちですっ」

　えっへん、とお胸を張る私に、ルミナちゃんは一瞬呆れたような顔をするも、口元を和らげて言った。

「そうだな。確かにお前がいてくれてよかった。これからもあいつと仲良くしてやってくれると助かる」

「うん、もちろんだよ！　あ、ルミナちゃんともだからね！」

「ああ、ありがとう」

　再び微笑んでくれたルミナちゃんに、私の心もほんわかと温かくなる。

　と、ふいにルミナちゃんが、一つ咳せき払ばらいをして私にこう尋ねてきた。

「そ、それでだ。あー、ファティマのやつは元気なのか？　べ、別に変な意味ではないぞ？　あいつも私の幼馴染みだからな」

「…………」

　きゅぴーんっ、とそこで私の第七感らしきものが敏びん感かんに反応する。

　この甘あま酸ずっぱそうに結ばれた口、やや上気した頰、そして全てを偽いつわりたいかのように泳がされた視線。

　間違いない。




　──ルミナちゃん、あなた恋してますね？




　ぽんっ、とルミナちゃんの肩に手を添え、私はにこやかに親指を立てて言う。

「ぐっじょぶだよ、ルミナちゃん」

「えっ？　あ、ああ、それは元気だということか？　そ、そうか。それはよかった」

　うんうん、と何度も頷いているルミナちゃんに、私は内心ぐっと両手を握る。

　大丈夫だよ、ルミナちゃん。

　その恋が成じよう就じゆするよう、私、全力で応援するからね！

　というわけで、まずはダブルデートから始めようか！　などと考えていた私だったが、そこでふとルミナちゃんの身体が粘液塗れだったことを思い出し、慌てて言った。

「あ、ごめん。それより早くお風呂に入らないとだね」

　もちろん《時魔法》で全部直してあげてもいいのだが、それだと気分的にさっぱりしないので、お風呂から出たあとにでも、お洋服を直してあげようと思う。

「そうだな。さすがにこの恰好のまま、うろうろするわけにもいかないしな」

「うん。じゃあリフリに行こっか」

「ああ、分かった。アーリィたちもそれでいいな？」

「もちろんです。あのようなことがあった直後ですし、お嬢さまは言わずもがな、兵たちにも休息が必要でしょう。まあ個人的には、汚れているお嬢さまを、もう少し見ていたい気はしますが」

「……お前、いい加減にしないとぶっ飛ばすぞ」

　ぎりぎりと拳こぶしを握るルミナちゃんと、それをそ知らぬ顔でスルーするアーリィさんの姿に、私は本当に仲がいいんだなぁと一人ぽわぽわしていたのだった。







　そうしてルミナちゃんたちとともに、リフリへと戻ってきた私は、周囲からの好奇の目に晒されながらも、彼女たちをファティマさんのお宿へと案内する。

　いくらルミナちゃんがティオちゃんたちの幼馴染みだとはいえ、さすがに豪華な馬車が町中に現れたとなれば、皆何事かと身構えてしまうのは仕方あるまい。

　と。




「──モモさ～ん！」




「うん？」

　ふいに馴染みのある声に呼ばれて振り向くと、そこには話を聞きつけて駆けてきたであろうティオちゃんが、呼吸を整えながら佇たたずんでいた。

「ただいま～。お店番ありがとね～」

「あ、いえ……。そ、それよりその恰好はどうされたのですか!?」

　穴の空いた服を着た私の姿に、驚きの声を上げるティオちゃんだが、彼女の驚きはそれだけに留まらず、馬車から降りてきたルミナちゃんの姿にも、ぎょっと両目を見開いていた。

「そ、それに何故モモさんがルミナちゃんとご一緒に……。しかもルミナちゃんまでそのような……って、きゃあっ!?」

　その瞬間、私はティオちゃんの両肩をむんずと摑み、涙ながらに抗議した。

「ちょっとティオちゃん!?　どうしてルミナちゃんはルミナ〝ちゃん〟なのに、私はモモ〝さん〟のままなのぉ～!?」

「え、あ、あの……」

「おい、やめろ。ティオが怖がっているだろう？」

「あうちっ!?」

　ぺしっと後頭部にチョップを受け、私はティオちゃんを解放する。

「うぅ、だってぇ～……」

　すると、涙ぐむ私を見かねたのか、ティオちゃんが恥ずかしそうに言った。

「え、えっと……も、モモ、ちゃん……？」

「──っ!?」

　それを聞いた私は、ぱあっと天にも昇のぼる心地になった。

「な、何かな、ティオちゃん!?　このモモちゃんになんでも言ってごらん!?」

「あ、あの、どうしてルミナちゃんとご一緒なのかと……」

「あ、それはね！　実はそこのルミナちゃんたちが、魔物さんに襲われていて、たまたま通りがかった私が、しゅばっと皆さんをお助けしたからだよ！」

「な、なるほど。そういうことでしたか……」

　どやぁとお胸を張る私に、ティオちゃんはどこかほっとした様子だった。

「えへへ～、もしかしてやきもち～？」

　なので、私がそう彼女に尋ねてみたところ、

「あ、いえ。モモさんが何か粗そ相そうをされたのではないかと心配で……」

「がーんっ!?　っていうか、モモ〝さん〟に戻ってる!?」

　思ったよりも冷静に返されてしまった上、さん付けに戻っており、私はめっぽうショックを受けたのだった。

　最中、私が涙目になっていることなどつゆ知らず、ティオちゃんはルミナちゃんに向けて丁てい寧ねいに挨拶をする。

「お久しぶりです、ルミナちゃん。この度は、遠えん路ろはるばるようこそおいでくださいました」

「いや、こちらこそわざわざ出迎えて貰ってすまない。というか、いつも言っているのだが、そんなにかしこまらなくてもいいのだぞ？　私たちは幼馴染みなんだし」

「い、いえ、そのようなわけにはいきません。ルミナちゃんは隣町とはいえ、町長さまのご令嬢ですし……」

「まったく、お前は相変わらず真ま面じ目めだな……」

　やれやれと嘆たん息そくしつつ、ルミナちゃんは自身の身体を見下ろして言う。

「まあ見てのとおり、魔物に襲われたおかげで、すっかり汚れてしまってな。出来れば早々に湯ゆ浴あみを出来るとありがたいのだが……」

「は、はい。もちろんすぐにご用意いたしますので、少々お待ちくださいませっ」

　そう言うと、ティオちゃんはきちんと一礼し、お宿に向けてぱたぱたと駆けていった。

「ふむ、別にあのように急いで行かずともよかったのだが……」

「ふっふっふっ、ティオちゃんは頑張り屋さんだからねっ」

「いや、何故お前が誇らしげなんだ……」

　などというお話をしているうちに、ティオちゃんがファティマさんを連れて戻ってきた。

「まあ、お久しぶりね、ルミナちゃん」

「あ、ああ、お前も元気そうで何よりだ」

「ふふ、お話はティオから伺うかがいましたわ。ご入浴の準備はすぐにでも整えますから、どうぞこちらの方へ。介かい助じよは私が担当するわね」

「あ、うん。その、ありがとう……。そ、そうだ！　せっかくだし、お前も一緒にどうだ!?」

「えっ!?　で、でも……」

「？」

　ちらっとファティマさんの様子を窺うかがうと、彼女は笑顔のまま首を傾げていた。

　ルミナちゃんの背中を押すためにも、本当は二人きりにしてあげたいのだが、急いてはことこと煮込む的なやつである。

「じゃあお言葉に甘えて……」

　──むぎゅっ。

「はわっ!?　な、何故ティオの腕をお摑みに!?」

「それはね、私とルミナちゃんが一緒に入ったら、ティオちゃんがやきもちを焼くこと間違いなしだからだよ！」

　ついでに言うと、二人のラブラブな空間に、一人取り残されるのが耐えられないからだよ！

「はわわわわっ!?　てぃ、ティオは別にやきもちなんて焼かないです～!?」

「またまたぁ～」

「ひい～!?」

　そうして、私はティオちゃんを連れ、先にお宿へと向かっていく。

「あいつ、随分あれなやつと仲良くなったのだな……」

「ふふ、面白い子ですよね」

　後ろの方で、何やらルミナちゃんたちの声が聞こえたような気がしたが、私は気にせず、ティオちゃんをずるずる引っ張っていったのだった。





　　　　◆






「はぅ……何故このようなことに……」

「まあまあそう言わずに。ほら、皆で入った方が楽しいでしょ？　はい、流すよ～」

　──ざぱっ。

　椅子に腰掛けるティオちゃんの頭から、ゆっくりとお湯をかけ、もこもこになったシャンプー（私が進化させて作ったもの）を丁寧に洗い流す。

　おかげで、白はく磁じを思わせる彼女の透き通るような肌が、お湯の温かさでほんのりと赤みを帯びていた。

　なお、浴室は決して豪華とは言えない造りだが、木目調の浴よく槽そうは、大人三人が余裕で入れる広さがあり、香草を使用した入浴剤の香りが、ふんわりとリラックス効果を生んでいた。

[image: ]

「ふむ、確かに大勢で入った方が賑にぎやかだとは思うのだが、さすがにこの広さで四人は入りすぎではないか……？」

「ふふ、でも皆とっても楽しそうよ？」

　そうおかしそうに笑うのは、ルミナちゃんの隣でほかほかとお湯に浸かっているファティマさんだ。

　ちなみに、私がティオちゃんを連れ込んだので、お宿のお店番はアーリィさんにお任せしている。

「ですよね～。ほら、ファティマさんもこう言ってるんだし、そろそろティオちゃんも諦めて楽しもうよ～」

「で、でもティオはお宿のお手伝いですし、お客さまとご一緒するのは……」

「大丈夫だよ！　だって私、お客さまですらないもん！」

「そ、それは本当に大丈夫なのでしょうか……？」

　ぐっと親指を立てる私に、ティオちゃんはなんとも複雑そうな顔をしていた。

「大丈夫大丈夫！　ほら、私たちも一緒に温まろ～♪」

「はわわっ!?」

　慌てるティオちゃんの背中を押し、私たちも浴槽にご一緒させて貰う。

「はあ～、温かい～。でもさすがに四人だと狭せまいね～」

「や、やはりティオが……ひゃうっ!?」

　浴槽から出ようとしたティオちゃんの身体を、私はがっしりとホールドする。

「残念だったね、ティオちゃん。君はすでに我が手のうちにあるんだよ」

「ひいっ!?　た、助けてください～!?」

　両目を〝[image: ]〟にして助けを乞こうティオちゃんだが、私の呪じゆ縛ばくは彼女をまったく放す気がなかったのだった。

「まったく、少しは落ち着いたらどうだ？　とはいえ、確かにモモの言うとおり、ティオは少々かしこまりすぎだと私も思う。まあ、モモほどフランクでも、逆にやりづらいのだが……」

「がーんっ!?」

「ふふ、ルミナちゃん本人がこう言ってくれているのだから、ティオも少し甘えさせて貰ったらどうかしら？」

「……わ、分かりました」

　名残なごり惜おしくはあったものの、ティオちゃんも大人しくなったので、私は彼女のホールドを解く。

　そのまま私は、「それにしても」と隣のルミナちゃんたちに視線を向けつつ、神しん妙みような面おも持もちで言った。

「お二人とも、一体何をどうしたらそんなお胸になるんですか……？」

　半ライスな私に比べ、ルミナちゃんは大盛り、ファティマさんにいたっては、ぼぼんっと特盛りサイズだった。

　これで一つか二つしか年が変わらないとか、時空が歪ゆがんでいるのではなかろうか。

　なお、ティオちゃんも私と同じ半ライスの民である。

「いや、何をと言われても……」

「そうね。とくに何をした覚えもないのだけれど、モモちゃんもお胸が大きくなりたいのかしら？」

「もちろんです！　私の理想は、ファティマさんのような癒し系で、ぼんっきゅっぼんっのお姉さまなので！」

　えっへん、と大きく小振りなお胸を張る私だが、

「…………」

「何その〝あっ……〟みたいな目!?　ひどいよ、ルミナちゃん!?」

「いや、だって……なあ？」

「はい……」

「え、ティオちゃん!?」

　まさかのティオちゃんまでが同意し始め、私の中で、もしかしたらその方向への可能性がないのではないかという疑念が生まれ始める。

　しかし憧れをそう簡単に捨てきれない私は、すでに憧れの形態へと到達済みのファティマさんに、先せん達だつとして可能性の有無を問うた。

「そ、そんなことないですよね、ファティマさん!?　私だって、これからぼんっきゅっぼんっなお姉さまに成長しますよね!?」

「そうねぇ、モモちゃんは──そのままが一番可愛いんじゃないかしら？」

　それ、可能性ゼロってやつー!?

　にこやかにそう告げられ、私はずーんっと白目をむく。

「そ、そんな……。私の夢が……」

　がっくりと肩を落としていた私だったが、そこでふとティオちゃんの半ライスが目に入り、私には仲間がいたことを思い出す。

　ああ、なんて安心するのだろうか。

　そうだよね。

　大盛りや特盛りなんて、食べきれないもんね。

「だからティオちゃん、一緒にこのままでいようね」

「ええっ!?」

　がーんっ、とショックを受けている様子のティオちゃんだが、私には分かる。

　私とは違い、ティオちゃんは特盛りことファティマさんの実の妹さんである。

　そのティオちゃんが、現段階でファティマさんとこれだけ差がある以上、私同様、ここからの成長は望めないのだろう、と。

「大丈夫。私はいつまでも、ずっとティオちゃんに寄り添い続けられるからね」

「ちょ、ちょっと待ってください!?　ティオはこれからお姉ちゃんみたいになる予定なのですが!?」

　──ぽんっ。

「それは幻想だよ（実体験）」

「はわっ!?」

　再びめっぽうショックを受けるティオちゃんとともに、私は半ライスの民として生きていくことを、ここに決めたのだった。







「というわけで、ここが私たちのお店──《もも屋》だよ♪」

　入浴後。

　ルミナちゃんがお店を見てみたいと言うので、私はティオちゃんとともに、自分のお店へと戻っていた。

　もちろんファティマさんも、お宿のお店番に復帰済みだ。

「ふむ、こんな感じなのだな」

　お店に着くなり、ルミナちゃんが好こう奇き心しん旺おう盛せいに店内を観察する。

　基本的にはプリマベールを売っているお店なので、店内には私が《時魔法》で進化させた新型のプリマベールが、所ところ狭せましと並んでいた。

「む、これは全部プリマベールなのか？　随分たくさんあるように思えるのだが……。というか、見たことのないものばかりだな」

「えへへ、そうでしょ～。何せ、私が新しく作ってるからね！」

　ぐっと親指を立てる私に、ルミナちゃんは少々驚いている様子だった。

「何っ？　自分で作っているだと？　プリマベールを？」

「うん、そうだよー」

「え、えっと、信じられないかもしれませんが、モモさんはプリマベールを修復したり、改造したり出来るという素晴らしいお力をお持ちでして、ティオも含め、町の皆さんも本当に助かっているんです。先ほどのお風呂も、以前は薪まきを燃やしながらお湯を沸かしていたのですが、今ではモモさんの作ったプリマベールで、簡単にお湯が出るようになったんですよ？」

「そうなのか……。いや、確かに馬車を直しては貰ったが……。お前、ただのアホの子ではなかったのだな……」

「ただのアホの子!?」

　微妙にショックを受ける私のことなどお構いなしで、ルミナちゃんは色々なプリマベールを手に取っては、ティオちゃんの説明を受けつつ、試したりしていた。

「それにしても凄いな。たぶん例の《時魔法》とかいうやつなのだろうが、こんなものを作れる職人など、私は見たことがない」

「そうですよね。正直、ティオも初めは凄く驚きました」

「ふむ。そういえば、モモとは長いのか？」

「いえ、モモさんとは、まだ出会って一月ほどになります」

「そうなのか」

「はい」

「えへへ、懐かしいね～。今でもティオちゃんとの運命的な出会いは、まるで昨日のことのように覚えてるよ～」

　むふふ～♪　と悦えつに入いる私に呆れたような視線を向けつつ、ルミナちゃんはティオちゃんに問う。

「と、本人は言っているのだが、そんなに運命的な感じだったのか？」

「い、いえ、たまたまティオが川で水浴び中に、モモさんがお水を飲まれに来られまして……」

「そう、そして二人は親密な間柄へと発展していったんだよ！　天井の染みを数え合う間柄にね！」

　きゃ～っ!?　と私が恥じらいながら両手で顔を覆っていると、ルミナちゃんが小首を傾げながら言った。

「うん？　掃除でもしたのか？」

「え、天然!?」

　びくり、と私が驚く中、ティオちゃんは控えめに続ける。

「モモさんは東の方の小国出身らしいのですが、山越えの際、不運にも泥棒さんたちに襲われてしまったようで……」

「なるほど。それでティオのところで厄介になっているうちに、いつの間にやら居着いてしまったというわけか」

「はい……」

「あれ!?　なんか残念そう!?」

「いや、残念なのはお前の頭の中だろ……」

「がーんっ!?」

　度たび々たび入るルミナちゃんの鋭い突っ込みが、私の心をがっつりと抉えぐっていく。

　最中、傷心の私を見かねたのか、ティオちゃんがフォローを入れてくれた。

「あ、あの、ティオは別に迷惑だとか、そんなことは思っていなくて……」

「うぅ、ティオちゃん～……」

　──むぎゅう～。

「ひゃうっ!?」

「私、今日はティオちゃんと一緒に寝るぅ～……」

「いや、だからそういうのをもう少し控えろということなのでは……」

「そ、それは出来ません！　ティオちゃんだって、口ではそう言ってるけど、身体の方は正直なはずだもん！」

「はわっ!?」

「お前は一体何を言ってるんだ……」

　びくんっ、と身体を硬直させるティオちゃんを、私はしばらくの間ホールドし続けたのだった。







「……ふう。美う味まいお茶だ」

「ね～。ティオちゃん、お茶を淹いれるの凄く上手なんだよ～」

「えへへ、ありがとうございます♪」

　とりあえずティータイムを挟んで落ち着こうというルミナちゃんの提案で、私たちは工房へと移動後、お茶の時間を楽しんでいた。

　お茶うけのクッキーは、昨日ティオちゃんが焼いてくれたものだ。

　これまたとても美味しく、私は今まさに至福の時を味わっていた。

「それで話の続きなのだが、モモは東の方の出身だと言っていたな？」

「うん、そうだよ～」

　前になんかの本で、日本が〝極東〟って呼ばれていたし、たぶん間違ってはいないはずである。

「ふむ、では向こうにもプリマベールはあるのか？」

「ううん。それが私の国にはないんだよ～」

「そうなのか。だがプリマベールを作れる以上、これがどんなものかは知っているのだろう？」

「うん。元々は使う人の魔力を魔法に変換するためのもので──」




「──一度壊れたら、二度と直すことが出来ない」




　結論を述べたルミナちゃんの視線は、至し極ごく真しん剣けん味みを帯びているようにも見えた。

　場の空気が一転したことを、ティオちゃんも敏びん感かんに感じとったのだろう。

「はわわわわ……っ!?」

　どうすればよいのかと困惑し、おろおろしていた。

「大丈夫だよ、ティオちゃん！　根拠はないけど大丈夫だよ！」

「せ、せめて根拠を持ってから言ってください～!?」

　ティオちゃんが至極げんなりする中、ルミナちゃんは小さく嘆息して言った。

「まったく、そんなに警戒しなくとも大丈夫だ。私はただ、大事にならぬよう、少し忠告しようと思っただけなのだからな」

「だってさ。ほら、大丈夫だったでしょ？」

「モモさん……」

　ジト目のティオちゃんも凄く可愛いです。

「でも忠告ってどういうこと？　もしかして違法なことだったとか……」

「いや、そういうわけではないのだが、先ほども言ったとおり、今までプリマベールの修復は、不可能とされてきたのでな。それを可能にしたどころか、改造まで出来る力があると知られれば、どうなるか知れたものではないだろう？」

「そ、そうだね。行列の出来る有名店になっちゃうよね……」

「…………」

　何か言いたげな様子のルミナちゃんだったが、それはぐっと呑み込んだらしく、一つ咳払いして言う。

「まあそういうわけだから、お前の力のこと、もう少し詳しく教えて貰うぞ。知らなければ、協力も何も出来ないからな」

「まったく、ルミナちゃんはとんだ欲しがり屋さんだね！　でもそういうところも可愛いと思います！」

「はいはい、ありがとう」

「雑ぅー!?」

　というわけで、私は自身の力──《時魔法》について、ルミナちゃんにしっかりと教えてあげたのだった。




　──数分後。




「なるほど。時間を操ることで、ものや人を治したり、進化や退化が出来る力か。どうりで私たちが持っている代物とは、異なるプリマベールだと思ったぞ。進化させたのなら納得だ。あのスクーターなる乗り物は、馬車よりも速かったからな。それどころか、壊れにくいし、無駄に安いしで、欠点が何もないではないか」

「まあねっ。それがうちの売りですからっ」

　と、どや顔でお胸を張った後、私は「でも」と続ける。

「ルミナちゃんが買えるくらい高いプリマベールなら、もしかしたらと思っていたんだけど、やっぱりそこまででもないのかな？」

「そうだな。確かに私たちが買えるようなプリマベールは、安価なプリマベールと比べると、その性能に天と地ほどの差がある。まあそれだけ高価ということもあるのだが、それでもお前の作ったものには格段に劣るだろう。そもそも風属性のプリマベールで、人をああも運ぶことなど出来はしないからな」

「そうなんだ。よく分からずにやってたけど、結構凄いことだったんだね」

「ああ。だからこそ、さっきお前が自分で言ったように、人気が集中しすぎてしまうことになる。そうなると、やっかむ連中も出てくるだろう？　商しよう売ばい敵がたきだからな」

「うぅ、有名税ってやつだね……」

「うむ、まあそんなところだ。直せるくらいなら、別にそこまででもないだろうが、進化させた高性能なプリマベールに関しては、あまり口外しない方がいいだろうな。噂うわさはすぐ広まるだろうし、がらの悪い連中に目をつけられる可能性だってある」

「ど、どどどどうしよう、ティオちゃん!?　がっつり売っちゃったよ!?」

「ど、どどどどうしましょう、モモさん!?　がっつり売っちゃいましたね!?」

　互いに顔色を青くさせる私たちに、ルミナちゃんは再度嘆息して言う。

「問題はそれだ。だから現状、一番いいのは、今すぐにでもプリマベールから手を引き、単純な修復業だけを続けることだろうか？　それも別の場所でな。まあいい腕はしているのだ。お前なら、たとえ王都でも全然通じるだろう。なんなら向こうで新しく修復の専門店を開くのはどうだ？　それなら私も協力するぞ」

「えっ……」

　呆然と私のことを見上げるティオちゃんの顔が、なんとも言えないほど寂しそうで、




　──むぎゅっ。




「ダメです！　ティオちゃんと離れるなんて、私には出来ません！」

「はわわわわっ!?」

　私は秒でルミナちゃんにお断りを申し上げたのだった。

「まったく、お前はどれだけティオのことが好きなのだ……」

「えへへ～、相思相愛だよ～♪」

　──すりすり。

「ひゃわわわわっ!?」

　かあっと耳まで真っ赤になるティオちゃんの頭をなでなでしつつ、私は言う。

「だからティオちゃんは私に任せて、ルミナちゃんはファティマさんを幸せにしてあげてね！」

「んなあっ!?」

　途端にティオちゃん同様、顔を紅こう潮ちようさせるルミナちゃん。

　彼女はそのまま声を荒らげて問い詰めてきた。

「な、何故そこでファティマの名前が出てくるのだ!?」

「え、だってほら、ルミナちゃんって、ファティマさんのこと好きでしょ？」

「ばっ!?　だ、誰が誰を好きだと!?」

　あ、いいなぁ、こういう初うい々ういしいの。

　モモさんは大好物なのです。

「ほら、私みたいに素直になっちゃいなよぅ～。その方が楽になれるよ～？」

「ふ、ふん、馬鹿馬鹿しい！　私は一友人としてファティマを慕したっているだけであって、す、好きだとかそういうことではない！」

　ぷいっとルミナちゃんがそっぽを向いてしまう中、私はティオちゃんに尋ねる。

「そうなの？　ティオちゃん」

「ど、どうでしょう？　確かにお姉ちゃんとルミナちゃんは、昔からとても仲がよかったように思えますが……」

「と、当然だ。幼馴染みなのだからな。お前ともよく遊んだだろう？」

「は、はい。ルミナちゃんは私にとって、もう一人のお姉ちゃんのようなお方でしたので……」

「ふん、そういうことだ。だから私がファティマを、す、好きなどと、変な疑いをかけるのはやめて貰おうか」

「でも本当は？」

「大好きに決まってるだろ!?　……あっ」

　思いきり自分から本音をぶちまけてしまったルミナちゃんは、今一度顔を真っ赤にして俯うつむいた後、

「お前……っ。図はかったな……っ」

　わなわなと肩を震わせながら、憤いきどおりのこもった視線を私に向けてきた。

「も、もしかして凄く怒ってる……？」

「ああ……っ。今すぐお前の髪の毛を、真ん中だけ残して全部剃そってやりたいくらいにはな……っ」

「そ、それは女の子としてちょっと困るかなぁ……？」

「ほう……っ？　別に遠慮などしなくてもよいのだぞ……っ？」

　ごごごごごっ！　と凄すさまじい圧力で迫ってくるルミナちゃんに、私もいよいよモヒカンさんになる覚悟を決めつつあったのだが、

「そ、そうだ！　なら私も秘密を打ち明けるよ！　それなら公平でしょ？」

　そこであることを思いつき、彼女に提案する。

「……秘密だと？」

　相変わらず怖い顔ではあったものの、聞く耳は持ってくれたようなので、私は大きく頷いて続ける。

「うん！　それは聞くも涙、語るも涙の──」

「いいからさっさと言え」

　──ぎろりっ。

「ひいっ!?　てぃ、ティオちゃ～ん!?　ルミナちゃんが怖いよぉ～!?」

　むぎゅっとティオちゃんの胸元に縋すがりつく私に、彼女はどこか呆れたように言った。

「あの、さすがにこれはモモさんの自じ業ごう自じ得とくなのではと……」

「うぅ、ティオちゃんが冷たいよぉ～……。でも温かくて大好きぃ～……」

　ティオちゃんの温もりをぷにぷにと堪能した後、私は涙を拭ってルミナちゃんに向き直る。

「ぐすっ……。実はね、私にも好きな人がいたの……」

「ふむ？」

「その人は私の二つ上の先輩で、ちょうどファティマさんと同い年だったんだけど、凄くかっこいい人でね……。いつもほかの女の子たちから、きゃーきゃー言われてたんだー……」

「まあ、見み目め麗うるわしい者は、いつだって他者の目を引くからな」

「うん……。でもかっこいいだけじゃなくてね。周りにいっぱい女の子たちがいたのに、私のことをちゃんと覚えていてくれたり、とても気配りの出来る優しい人でさ。私はあっという間に恋に落ちたの」

　ぽわわ、とあの時のことを思い出し、私の顔も些いささか上じよう気きする。

　それは隣にいたティオちゃんも同じで、彼女は両頰に手を添え、「はわ～」と呆けていた。

　が。




「──でもね！　私は見てしまったの！」




「──っ!?」

　びくっとティオちゃんが肩を震わせる中、私は迫はく真しんの口調で続ける。

「先輩が！　なんだか恥ずかしそうに！　男の人と二人で歩いているのを！」

「「えっ？」」

「あんなお顔、私たちには一度だって見せたことないのに、なのに先輩は、その人の前で恥じらい続けていたのぉ～!?」

　うわ～んっ!?　と私が泣き崩れていると、ルミナちゃんが「いや、ちょっと待て」と困惑したように問うてきた。

「つまり男同士で愛し合っていたということか？」

「ええっ!?　何がどうしてそうなったの!?」

　がーんっ、とショックを受ける私だが、どうやらティオちゃんも同じことを思っていたらしい。

「え、違うのですか……？」

「全然違うよ!?　それだとファティマさんが男の人になっちゃうでしょ!?」

「「？」」

　揃って小首を傾げている二人に、私は一度呼吸を落ち着かせ、一から状況を懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。

「ほら、今は女の子同士だっていちゃいちゃしていいよねってお話の最中でしょ？　ねえ？　ルミナちゃん」

「な、何故私に振る!?」

「だってルミナちゃん、ファティマさんが大好きだって言ってたし」

「んなあっ!?　お、お前、またしても……っ」

　ぎりぎりと拳を握るルミナちゃんに、私は慌てて両手を振る。

「ち、違うよ！　私だってティオちゃんが大好きだし、先輩のことだって本当に好きだったんだもん！」

「だがそいつは男同士で愛し合っていたのだろう!?」

「だ、だからそういうことじゃなくて！」

　そこで大きく息を吸い込んだ私は、声を大にして二人に告げた。




「私が好きだった先輩は、凄くかっこよくて優しい──〝女の人〟だったんだよ！」




「「──っ!?」」

　ついに明かされた驚きよう愕がくの事実（私はさっきからちゃんと言ってたのに！）に、二人は驚きを隠せないようだった。

「これで分かったでしょ!?　その男の人の前で、先輩はがっつりメスの顔になってたんだよぉ～!?」

「「…………」」

　びえ～んっ!?　と再度泣き崩れる私に、さすがの二人もかける言葉が見つからなかったのか、口を噤つぐんでしまう。

　最中、私は岩がん礁しように上がった人魚みたいな座り方で、ハンカチ片手にこう言った。

「だからね、私、ルミナちゃんには絶対に幸せになって欲しいの……。もちろんその前に、私はティオちゃんと式を挙げるけど……」

「えっ!?」

　びくり、とティオちゃんが固まる中、私は涙目のままぐっと両手を握り、ルミナちゃんに告げる。

「お互い幸せになろうね！」

「ちょ、ちょっと待て!?　お、お前は何か勘違いしているようだが、わ、私は別にあいつと婚こん姻いんを結びたいとか、そういうわけではなくてだな……」

「分かってるよ！　私だって、ティオちゃんといやらしい関係になりたいわけじゃないもん！」

「い、いやらしい関係……っ!?」

　何を想像したのか、ティオちゃんの顔から湯気が立ち上る。

「私はただ、大好きな人とずっと一緒にいたいだけだよ！　一緒に笑ったり、泣いたりして、同じ時間を一番近くで過ごしていたいだけ！　そうだよね？　ティオちゃん！」

「はわっ!?　え、えっと、ティオは……ひゃうっ!?」

　──むぎゅ～。

「うぅ、ありがとう、ティオちゃん～……。同じ気持ちでいてくれたんだね～……」

「ええっ!?　あ、あの、ティオはまだ何も言ってないのですが……っ!?」

　あわわわわ……っ!?　と顔色を青くするティオちゃんを、私が力いっぱいハグしていると、ルミナちゃんが小さく嘆息して言った。

「とりあえずお前の言いたいことは分かった。ま、まあ私も、ファティマとはこれからも良き友人でありたいと思っているからな。だからその、なんだ……お前の気持ちはありがたく受け取っておく」

　そう恥ずかしそうにそっぽを向くルミナちゃんに、私も目元の涙を拭って言う。

「ううん、私の方こそなんかごめんね。でもよかったよ。ルミナちゃんといっぱいお話し出来て、私、凄く楽しかったから」

「まあな。会話の内容はどうであれ、私も楽しくなかったと言えば噓うそになる」

「えへへ～」

「ふっ」

　互いに微笑ほほえみ合い、私たちの仲がまた一つ進展したかのように思えたのだが、

「あ、あの!?　先ほどからティオが置いてきぼりなのですが!?」

「え～？　そんなことないよ～？」

　──ぎゅ～。

「も、もう！　誤ご魔ま化かさないでください～!?」

　ティオちゃんだけは、なんだか煮え切らなそうなのであった。

　と。

「あれ？　そういえば、私たちってなんのお話をしていたんだっけ？」

　ふと何か重要なことを話していた気がした私は、小首を傾げながら問う。

　すると、ルミナちゃんが「ああ」と頷いて答えをくれた。

「確かお前のプリマベールをどうするかだったな」

「あ、そっか。そこでティオちゃんとは絶対に離れないってお話になったんだよね」

　ふさっとティオちゃんの頭を撫でる私を、彼女は赤い顔で見つめていた。

「それでどうしよっか？　プリマベールに関しては、ちょっと考えないといけないんだよね？」

「そうだな。少なくとも、このまま続けるのはあまりおすすめはしない」

「じゃあどうすればいいのかな……？」

「ふむ、そうだな……」

　腕を組んで考えを巡らせた後、ルミナちゃんは人差し指を立てて言った。

「ならとりあえずプリマベールに関しては、適当に行商人から仕入れているとか、追及しづらそうなことを言っておこう。幸い、お前みたいにぽわっとした感じのやつが、これほどのものを作っているとは思わないだろうからな」

「ぽわっとした感じのやつ!?」

　微妙にショックを受ける私のことを華か麗れいにスルーし、ルミナちゃんは続ける。

「それで修理に関しては、その工程を人に見せないことだな。というより、《時魔法》を使っているところを誰かに見せてはダメだ」

「う、うん。でも出来るかなぁ……」

「まあ急には無理だろうし、そこはティオがフォローしてやってくれ」

「は、はい、分かりましたっ」

　びっ、と敬礼で応えるティオちゃんに、ルミナちゃんも満足そうに頷く。

「あとは私の方で、何かそういう噂が流れていないかを、少し確かめてみることにしよう」

「うん、お願いします」

「お、お願いしますっ」

　揃ってぺこりと頭を下げる私たちに、ルミナちゃんは微笑みながら言った。

「まあそんなところだろう。というわけで、話もまとまったことだし、ティオのお茶をもう一杯貰おうか」

「あ、私も私も～！」

「ふふ、分かりました。では少々お待ちを──」

　と、その時だ。




『──きゃああああああああああああああああああああああああああああああっっ!?』




「「「──っ!?」」」

　突とつ如じよお店の外から人々の悲鳴が聞こえ、私たちは驚愕の表情で顔を見合わせた後、急いで外へと向かったのだった。





[image: ]




「──グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」

「「「──なっ!?」」」

　お店の外に出た私たちの目に、何よりも早く飛び込んで来たのは、その両りよう翼よくを大きく羽ばたかせ、おどろおどろしい咆ほう哮こうを轟とどろかせる魔物さんだった。




　──そう、いわゆる〝ドラゴン〟さんである。




　蛇みたいな長い身体からだのドラゴンさんではなく、西洋的な、腕が翼と一体化しているタイプのドラゴンさんだ。

「な、なんなのだ、あの馬ば鹿かみたいにでかいドラゴンは!?」

　驚いたようにそう叫ぶルミナちゃんだが、どうやらこちらの世界でも、ああいう感じの魔物さんを〝ドラゴン〟と呼ぶらしい。

　まあ日用品の名前なども大体同じなので、今さら驚きはしない。

「ど、どどどうしましょう!?」

「と、とにかく皆を避ひ難なんさせないと！　どこかあのドラゴンさんが入ってこられないような、頑がん丈じような場所はないかな!?」

「そ、そう言われましても……」

「だ、だよね……」

　ティオちゃんが困こん惑わくするのは当然だ。

　この町に一ひと月つきほど住んで分かったのだが、とにかく遮さえぎるものがほとんどないのだ。

　牛さんなどの動物を、敷地内で飼っている人も多いため、建物と建物の間は離れており、その建物自体も、ほとんどが平屋か二階建てゆえ、少し丘の上の方に行けば、町中をすぐさま一いち望ぼう出来てしまう。

　そしてそこに私の言う、皆が逃げ込めて、ドラゴンさんが入ってこられないような頑丈な場所など、どこにもありはしない。

　当たり前だ。

　そもそもこの町の構造は、何かに襲われることを前提になど、考えられてはいないのだから。

　ゆえに、住人さんたちもどこに隠れるわけでもなく、ただ逃げ回ることしか出来ず、すでに町中がパニック状態だった。

　一体どうすればよいのか。

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、手をこまねき続けていた私だったが──その時だ。




「──グガアッ！」




「「「えっ？」」」

　幸か不幸か、なんとドラゴンさんの方が、私たちに狙ねらいをつけてきたではないか。

「は、はわわわわっ!?」

「な、何な故ぜこっちに向かってくる!?」

「で、でもこれでほかの人たちが逃げる時間を稼げるよ！　とにかくドラゴンさんを引きつけて──って、無理ぃ～!?」

「グギャアッ！」

　──ぶおんっ！

「「きゃあっ!?」」「うわあっ!?」

　私たちの頭上すれすれをドラゴンさんが通過し、風圧で周囲の建物が倒壊していく。

「こ、これはさすがに無理だよぉ～!?」

「お、おい!?　頭を上げたら危ないぞ!?」

「ひいぃ～っ!?」

　いくらぽわっとした私でも、自分が食べられる寸前ともなれば、ぽわっとしている余裕もなく、頭を抱えてぷるぷるする。

「ガアッ！」

　しかしドラゴンさんは空中で身体を翻ひるがえし、やはりこちらへと向けて滑かつ空くうしてきた。

「わあ!?　き、来たぁ～!?　み、皆逃げてぇ～!?」

「じょ、冗談だろぉ～!?」

「ひえぇ～!?」

　三人揃そろって蜘く蛛もの子を散らすように駆け出す。

「グオオオオオオオオオオッ！」

「ちょ、何故こっちに来るのだぁ～っ!?」

　が、ドラゴンさんは途中で身体を捻ひねると、まるで最初からルミナちゃんを狙っていたかのように、彼女の方へと向かっていった。

「る、ルミナちゃんが!?」

「ど、どうしよう!?　やっぱりおっぱいが大きい方が狙われやすいのかな!?」

「い、いえ、別にそういうわけではないかと……」

「で、でもほら……」

　ちらり、と互いの胸元を見やり、私たちは無言で固まる。

　一体どこに置き忘れてきたんだろうね。

「って、そんなことをしている場合じゃないですよ、モモさん!?」

「そ、そうだった!?」

　とにかくこのままではルミナちゃんが危ない。

　正直、ティオちゃんのことは心配だが、リフリを襲っているのは、あのドラゴンさんだけなので、彼（？）にさえ気を払っておけば、なんとかなるだろう。

　そう考え、私はティオちゃんに告げる。

「と、とりあえず私がスクーターでルミナちゃんを助けに行くから、ティオちゃんはなるべく物陰に隠れつつ、ファティマさんたちと合流して！」

「わ、分かりました！　で、でもあの……」

「ど、どうしたの？」

　そこでティオちゃんに呼び止められて振り向いた私に、彼女は心配そうな瞳ひとみをこちらに向けながら、ただ一言こう言った。

「ど、どうかご無事で……」

「大丈夫！　だってまだまだティオちゃんともふもふする予定だしね！」

「はわっ!?」

　そう親指を立てて答えた私は、一旦お店の中に戻って、魔ま物もの除よけの入った鞄かばんを取り出した後、スクーターのアクセルを全開──ドラゴンさんのあとを追ったのだった。





　　　　◆






「グガアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

「ひいぃ～っ!?　わ、私が一体何をしたと言うのだぁ～!?」

　理由は分からないが、何故かドラゴンさんは、ルミナちゃんを執しつ拗ように追い回していた。

　建物の陰に隠れても、臭においを頼りにしているのか、すぐさま見つけ出し、先ほどからエンドレスで隠れんぼが続いている。

　いや、追われているので鬼ごっこだろうか。

　どちらにせよ、ドラゴンさんの狙いはルミナちゃんのようで、一心不乱に彼女を追い回し続けていた。

　しかし何故あそこまで執拗に、ルミナちゃんだけを追いかけているのだろうか。

　考えられる理由としては、過去にルミナちゃんが何かしらの怒りを買うようなことをしでかし、あのドラゴンさんが恨うらみを晴らそうとしているという線だが……。

「た、助けてくれぇ～!?」

「うーん」

　単なる勘かんだが、恐らくそれはないのではなかろうか。

　ルミナちゃんは弱い者いじめというか、人や動植物をぞんざいに扱あつかうような子ではない。

　その証しよう拠こに、私のような素す性じようの怪しい人に対しても、かなりフランクに接してくれている。

　そんな彼女が、魔物とはいえ、ドラゴンさんをいたぶるような真ま似ねはしないと思うし、私としてもそう思いたい。

　となると、偶然──いや、偶然にしては、あきらかに狙い方がおかしい気がする。

「ガアッ！」

「ひいっ!?」

「グアガッ！」

「ひええっ!?」

「ギョエアッ！」

「だ、だから何故私ばかり狙うのだ、貴き様さまはぁ～!?」

　このとおり、ほかの人たちなどそっちのけで、完全にルミナちゃんのことしか見えていないからだ。

　それほど美味しそうにでも見えるのだろうか。

　確かに美少女だし、スタイルもかなりいいので、女の子としてとても魅み力りよく的てきではあるが、それはあくまで人レベルの話である。

　ドラゴンさんにとっては、どれもご飯にしか見えないだろうし、ティオちゃんの方が、見た目の幼おさなさも相まって、柔やわらかそうに見える。

　少なくとも、私がドラゴンさんだったら、まずはティオちゃんを美お味いしくいただきたい（意い味み深しん）です！

　と、それはさておき。

　とにかく何か別の要因があると考えた方が自然だろう。

　ただ、仮にルミナちゃんに何か要因があったとするのなら、彼女は常つね日ひ頃ごろから狙われているわけだし、移動の際も、ある程度の軍を伴うくらいでないとおかしいと思う。

　そうでないと、さっきのように──。

「！」

　そこであることに気づいた私は、あの時のことを詳しよう細さいに思い出す。

　そう、ルミナちゃんたちと初めて会った時のことだ。

　魔物さんたちに襲われていたルミナちゃんは、彼らから、無害だが臭いのきつい粘液を浴びせられた。

　私もお洋服に多少かかりはしたが、ルミナちゃんは頭から被っていた。

　確かあの時の粘液のステータス情報は──。




『繊維溶解性粘液：属性・水：用途・マーキング』




　──マーキング。

　これは私の推測にしかすぎないのだが、たぶんあの魔物さんたちは、ルミナちゃんに対して〝目印〟をつけたんだと思う。

　自分たちでは彼女を狩ることが出来ないと判断したから魔物さんたちは、ターゲットを逃がさないよう目印をつけて、お仲間であるこのドラゴンさんに、あとの狩りを任せたのではなかろうか。

　だから粘液をたくさん浴びせられたルミナちゃんだけを、あのドラゴンさんは執拗に狙い続けているんだと思う。

　だって私は、お洋服以外にかかっていないし、そのお洋服も、《時魔法》で粘液がかかる前の状態に戻しちゃったしね。

　粘液が衣服を溶かしたのも、お肉以外の余計なものを、全て取り除くためだと考えれば説明がつく。

　だがだからと言って、みすみすルミナちゃんを食べさせるわけにはいかない。

　彼女は私たちの大切なお友だちなのだから。

　とはいえ、

「グガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ!!」

「こ、これどうするのぉ～!?　って、あ、ルミナちゃん！　こっちこっち！」

「も、モモぉ～!?」

　ドラゴンさんが態たい勢せいを変えた隙すきに、ルミナちゃんをスクーターに跨またがらせる。

　一応一人用なのだが、詰めればなんとかなるだろう。

　と。




　──むにゅりっ。




「────」

　その瞬間、彼女の豊ほう満まんなお胸が私の背に押しつけられ、私はなんとも言えない敗北感を味わう。

　だが事態は急を要しているため、私は雑念を振り払うように頭を振り、アクセルを開く。

「ギギャアッ！」

　すると、ドラゴンさんもまた、その両翼を羽ばたかせ、私たちを追走してきた。

「はあ、はあ……。し、死ぬかと思った……」

「だ、大丈夫？　ルミナちゃん」

「あ、ああ……。というか、何故やつは私ばかりを狙ってくるのだ!?」

　呼吸を整え、少し冷静になったらしいルミナちゃんが、声を荒らげて問うてくる。

「え、えっと、たぶんあのドラゴンさんは、ルミナちゃんの〝臭い〟に反応して、襲ってきてるんじゃないかな？」

「……臭い？」

　すんすんと身体の臭いを嗅かぐルミナちゃんに、私は頷うなずいて続ける。

「うん。ほら、小さい魔物さんたちに襲われた時、ねばねばの液をかけられたでしょ？　あれが目印だったんだよ！」

「な、なんだと!?　だが私はきちんとファティマに身体を洗って貰もらったんだぞ!?　お前も見ていただろ!?」

「う、うん。凄すごく幸せそうだったもんね」

　うへへ～って感じで、お顔がめちゃくちゃ緩ゆるんでたし。

「ま、まあ……うむ。って、それはどうでもいいだろう!?　それより何故風呂に入ったのに、私は襲われているのだ!?」

「う、うーん、たぶんだけど、きっとわんちゃんみたいに、もの凄くお鼻がいいんじゃないかな？　だから逆に、何か臭いの強いものの中に入れば、たぶん臭いを紛まぎらわせることが出来ると思うの！」

「に、臭いの強いものと言われても……」

　きょろきょろと辺りを見渡したルミナちゃんの目に、ふと牛小屋の近くに置かれた木き蓋ぶたが目に入る。




　──〝肥こえ溜だめ〟だ。




「「…………」」

　互いに無言で肥溜めの木蓋を見つめた後、私は静かな声で彼女に告げた。

「あれだね」

「いや、〝あれだね〟じゃないだろ!?　どう見ても肥溜めではないか!?」

　が、当然、ルミナちゃんは真っ赤な顔で反論してきた。

　言わずもがな、肥溜めとは、牛さんなどのうんちを肥料とするために溜めておく場所である。

　最近は私のプリマベールのおかげで、臭いが広がらないようになったが、中に入っているものが、牛さんや豚さんのうんちであることに変わりはない。

　いや、もしかしたら飼い主さんのものも交じっているかもしれない。

　そこにこれから飛び込めと言うのだから、拒否したくなるのは当たり前だと思う。

　が、状況が状況である。

　私としても、ルミナちゃんを汚したくはないのだが、彼女の命には代えられない。

　でも本当は汚れたルミナちゃんも見てみたい！

　こんな私を許して、ルミナちゃん！

「だ、大丈夫だよ！　私、ルミナちゃんがちょっとくらい臭くなっても、嫌いになんかならないし！　それに、浸かってるのはほんの少しだよ！」

「ぜ、全然大丈夫じゃないだろ!?　というか、〝浸かってる〟とか言うんじゃない!?　想像してしまったではないか!?」

　怒ど髪はつ、天を衝つく勢いで捲まくし立たててくるルミナちゃんに、私は再度説得を試みる。

「と、とりあえず落ち着いて！　よく考えてもみてよ！　ドラゴンさんに食べられちゃうのと、多少うんち塗まみれになるのなら、どう考えても後者を選ぶでしょ!?」

「た、確かに……となるわけないだろ!?　私は誇り高きリーヴェリオン家の跡取り娘なのだぞ!?　その私を、本気で糞ふん尿によう塗れにする気か!?」

「だってもうそれしかないよぉ～!?　諦あきらめて浸かろうよ、ルミナちゃ～ん!?」

　が。

「む、無理に決まってるだろぉ～!?　ファティマに嫌われてしまうではないかぁ～!?」

　泣いてしまった。

　お家の誇りうんぬん以前に、お年頃の女の子として無理だったらしい。

　ま、まあそりゃそうだよね……、と肩を落としつつ、私は別の手段を彼女に告げる。

「わ、分かったよ！　ならこのまま一緒にドラゴンさんを退治しよう！　私の鞄から渦巻きみたいな形のやつを出して！」

「え、えっと……こ、これか？」

「うん、ありがとう！　それでこれを《時魔法》で……。あ、ちょっと前見ててね！　ついでに後ろも！」

「いや、どうやって見ろと!?」

「グガアッ！」

「ひいっ!?」

　困惑するルミナちゃんを背に、私は受け取った魔物除けを、《時魔法》でさらに進化させる。

　強力かつ扱いやすい感じの──これだ！

　そうして出来上がったのは、スプレー缶タイプの魔物除けだった。

　もちろんジェット噴射型である。

「よし、出来た！　これをドラゴンさんに向けて使ってみて！　その黒いトリガーを引けば中身が出るから！」

「あ、ああ、分かった！」

　──ブシュウウウウウウウウウウッ！

「グゲエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ!?」

　どがしゃっ！　とドラゴンさんが地面に激突し、ごろごろと悶もん絶ぜつする。

　どうやら相当鼻に効くタイプのやつだったらしい。

「す、凄い!?　本当に効いた!?」

「さすが猟師さん直伝の魔物除けだね！　ドラゴンさんでもイチコロだよ！」

　未いまだ身み悶もだえ中のドラゴンさんに注意を払いつつ、私はスクーターを止める。

　とりあえず一時的に身動きを封じることは出来たが、問題はこのあとである。

　出来れば殺したくはないし、追い払うにしても、二度と襲ってこないようにしなければならないだろう。

　むしろ襲う対象にならないようにしたい。

「あ、ちょっと待ってて！」

「お、おい!?」

　ルミナちゃんをその場に残し、私は近くの牛小屋横にあった網あみに、《時魔法》をかける。

　すると、網はさらに頑丈かつ軽量なものへと進化を遂とげた。

　これならば、あのドラゴンさんを抑え込むことも出来るだろう。

　というわけで、私は出来上がった網を手に、ルミナちゃんのところへと戻る。

「お待たせ！　これでドラゴンさんを大人しくさせよう！」

「いや、それはいいのだが、一体これをどうやってあの馬鹿みたいにでかいドラゴンに被せるのだ？」

「大丈夫！　被せなくても、広げておけば勝手に絡まると思うの！」

「はあ？　そんな馬鹿なことがあるわけ──」







「……って、あるのか……」

　ずーんっ、と何やらショックを受けているルミナちゃんに、私は「ほらね！」と親指を立てる。

　私の目もく論ろ見み通り、近くに広げておいた網に、ドラゴンさんはまんまと絡まり、今となってはすっかり大人しくなっていた。

「ごめんね。でもこうしないと触れなかったから……」

「ちょ、そんなに近づいたら危ないぞ!?」

　ルミナちゃんの忠告を背に受けつつ、私はドラゴンさんに近づく。

「グルゥ……」

　ドラゴンさんも、なんとか身体を動かそうとしているようだったが、網が絡まってからも暴れ回ったせいで、大分体力を消しよう耗もうしてしまったらしい。

　チャンスは今しかないだろう。

「すぐ終わるから、ちょっとだけ我が慢まんしてね」

　そう言った後、私はドラゴンさんの肌に触ふれる。

　鱗うろこで覆おおわれているからか、手触りは冷ためで、ざらりとしていた。




「──〝若返れ〟」




　最中、私はドラゴンさんに対して《時魔法》を使う。

　効果は口にしたとおり、〝若返り〟だ。
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　何故そんなことをしているかというと、




「──ピーッ！」




「えへへ、やっぱり赤ちゃんだと可愛かわいいね～♪」

　そう、このまま追い払っても、いずれかまた襲ってくるだろうし、それならば、襲う必要のない〝仲間〟だと思わせることにしたのである。

「よし、これから君は〝ぴーちゃん〟だよ！」

「ピピーッ」

　ぬいぐるみのような感じになったドラゴンさんことぴーちゃんを胸に抱え、私はルミナちゃんのもとへと戻る。

「ま、まさかそいつが……？」

「うん、ぴーちゃんです！」

「ピーッ」

　見せつけるようにぴーちゃんを差し出すと、ルミナちゃんはこれを引ひき攣つった顔で受けとりながら言った。

「まさかとは思うが、お前こいつを飼う気ではないだろうな？」

「もちろん飼うよ～。このまま育てて大きくなったら、今度は私たちを守ってくれるだろうしね。ねー、ぴーちゃん」

「ピーッ！」

「いやいや……」

　呆あきれたような顔をするルミナちゃんだが、私はいたって大おお真ま面じ目めである。

「だってほら、ぴーちゃんこんなに可愛いんだよ？」

「まあ、確かに随分と可愛らしくはなってしまったが……」

「ピ～？」

　ルミナちゃんがぴーちゃんの円つぶらなおめめと見つめ合うこと数秒ほど。

　──ぎゅむっ。

　突如ぴーちゃんをハグするルミナちゃん。

「──はっ!?　わ、私は一体何を!?」

「ふっふっふっ、どうやら口ではそう言っていても、身体の方は正直みたいだね」

「そ、そんなわけないだろう!?　わ、私はただ……」

「ピー？」

「うっ……。ま、まあ、お前が責任を持って育てると言うのであれば、別に構わないのではなかろうか。うむ」

「うん！　もう我が子のように育てちゃうよ～！」

「ふむ。ならばいいだろう。お前もそれでいいな？　ドレッドノート」

「ピッ！」

「あれ!?　なんか名前違くない!?」

　がーんっ、と一人ショックを受ける私だった。





　　　　◆






　そんな感じで、とんだハプニングに見舞われたものの、奇跡的に負傷者もおらず、翌日から、私は町の復旧作業を手伝ったりしていた。

　ティオちゃんやファティマさんも、ぴーちゃんを飼うことには賛成してくれて、私たちのお店にも、新しいお仲間が追加された。

　ただ問題は、

「いいか？　ドレッドノート。お前は誇り高きリーヴェリオン家のドラゴンなのだ。その誇りを決して忘れてはならん。分かったな？　ドレッドノート」

「ピーッ」

「あの、その子ドレッドノートじゃなくてぴーちゃん……」

　いつの間にやら、ぴーちゃんがリーヴェリオン家のドラゴンさんになってしまったことである。

　何故か私よりも、ルミナちゃんの方が、ぴーちゃん（ドレッドノート）と接する機会が多くなっていたのだ。

「うぅ、私のぴーちゃんがぁ～……」

「ふふ、随分ルミナちゃんに気に入られたみたいですね」

　お店の工房にて、涙ながらに壊れた小物を直す私の横で、ティオちゃんがおかしそうに笑う。

　ティオちゃんのお話だと、どうやらルミナちゃんは、ああ見えて小動物など、可愛いものが大好きらしい。

　それはそれで実に可愛らしいと思うのだが……。

「うぅ、分かったよ……。ぴーちゃんはルミナちゃんに譲ゆずるよ……。でもティーちゃんは渡さないからね！」

　──むぎゅっ。

「はわっ!?　てぃ、ティーちゃんとはどなたですか!?」

「うへへ～、お日さまの匂におい～♪」

「ひゃう!?　か、嗅がないでください～!?」

　口を〝◇〟にしてじたばたするティオちゃんの温もりを、私は身体中で堪たん能のうする。

　たとえぴーちゃんがドレッドノートちゃんになっても、私にはティオちゃんがいるのだ。

　だからちょっとショックだけど、寂さびしくなんかないのである。

「でもあれだね。本当ならすぐにでも、皆のお家とかを直してあげたいんだけど、そうなると大工さんのお仕事がなくなっちゃうから、難しいところだよね」

「そうですね。ですからこうして大工の方々が直せなさそうな、小物類の修復を請け負っているのですが……」

　と、ティオちゃんが工房内の床に並べられた、破損中の小物類を見渡して言う。

　小さな町とはいえ、リフリには大工さんもいれば、お薬の知識に長たけたお医者さんのような人もいる。

　なので、いくら私が《時魔法》で色んなことが出来るとはいえ、皆さんのお仕事を奪うわけにもいかず、軽いサポート止まりになっていたのだ。

「まあ、それは仕方がないだろうさ。お前の力は万能すぎるからな。やろうと思えば、この町を大都市に変えることだって出来るだろうし、もしかしたら、死人だって生き返らせることが出来るかもしれないのだろう？」

「うん、たぶんね。でもさすがに亡くなった人を生き返らせるのは、ちょっと躊躇ためらうかなぁ……」

「ほう、珍しいな。お前なら、〝ふっふっふっ、ばんばん生き返らせちゃうよー！〟とでも言いそうなものを」

「えへへ、そう言ってもいいんだけどね。でもなんか、それだけはしちゃいけないような気がしちゃって」

　苦笑い気味に私がそう言うと、すでにご両親を失っているティオちゃんが、私の言葉に賛同してくれた。

「そうですね。ティオもモモさんの言うとおりだと思います。ティオだってお父さんとお母さんには会いたいですけど、でも一度失われた命を、そんな簡単に取り戻してはいけないと思います」

「だよね～」

「い、一応言っておくが、もちろん私だってそう思っているのだぞ？」

　慌あわてた様子でそう言ってくるルミナちゃんに、私も頷く。

「えへへ、分かってるよ～。でも皆に何かあった時は、私が絶対に助けるからね！　それはもうばんばん治しちゃうんだから！」

「ふふ、その時はお願いします」

「そうだな。ではしっかりと治して貰おうか」

「うん、任せといて！」

　むふんっ、とお胸を張る私に、二人は柔にゆう和わな笑みを向け続けていてくれたのだった。





　　　　◆






　それから数日ほど経たったある日のこと。

　町の復旧も一段落つき、私はティオちゃんたちとともに、森の中で逃げた牛さんの捜そう索さくを行っていた。

　先日のぴーちゃん騒ぎで、壊れた牛小屋から、牛さんが何頭か逃げてしまったらしいのだ。

　そのお話を、復旧作業中、小耳に挟んだ私たちは、ダメ元で牛さんたちを探してみることにしたのである。

　もちろん捜索にはルミナちゃんも同行している。

　なんでもしばらくリフリに滞在することにしたらしく、ティオちゃん家のお宿に、アーリィさんともども宿泊中なのだとか。

「ファティマさんと離れるのが寂しいんでしょ～？」とからかい気味に尋たずねたところ、割と本気で両頰を引っ張られたので、たぶん図星だったんだと思う。

「でも私思うんだよ！　正直、二人には素直さが足りないと！」

「？」

「いや、いきなりなんだ……」

　突とつ如じよ声を張り上げた私に、ルミナちゃんがジト目を向けてくる。

　だがこれだけは是ぜが非ひでも主張しておきたかったので、私は神しん妙みように続ける。

「確かにツンデレはいいものだよ。私も、ルミナちゃんのギャップにきゅんきゅんしているもん」

「ツンデレ？」

　訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄せるルミナちゃんに、私はびしっと指を差して教えてあげる。

「普段はツンツンしているのに、ふとした瞬間デレッとなる照れ屋さんのことだよ！　つまりルミナちゃん、あなたのことです！」

「だ、誰がツンデレだ!?　というか、なんの話だ!?」

「しゃらっぷ！　よく聞いて、ルミナちゃん！　確かにツンデレは可愛いけど、ツンツンしているだけじゃ、気持ちは伝わらないんだよ！」

「うっ……」

「ティオちゃんもそうだよ！」

「え、ティオもですか!?」

　まさか話を振られるとは思っていなかったのだろう。

　驚いたような顔をするティオちゃんに、私は頷いて言う。

「そうだよ！　むしろティオちゃんの気持ちを私は聞きたいんだよ！」

「そ、それは一体どういうことでしょうか……？」

　おろおろと困惑している様子のティオちゃんはとても可愛いけど、私は心を鬼にして言った。

「たとえば、私がこうやってルミナちゃんに抱きつきます」

　──ぎゅっ。

「は、はい」

「すると、ティオちゃん的には嫌な気持ちになるよね？」

「？」

　どうやらいまいち伝わっていないらしい。

　不思議そうにしているティオちゃんにも分かりやすいよう、今度はルミナちゃんを題材にして教えてあげた。

「つまりこういうことだよ！　ティオちゃんがファティマさんだとして、そこに私が抱きつきます！」

　──ぎゅうっ。

「はい、ティオちゃん！　私をめちゃくちゃ可愛がって！　さあ、早く！」

「は、はい！」

　──なでなでなでなで。

「うへへ～♪　ティオちゃんに甘やかされてるよ～♪」

　思わず夢心地に浸ってしまった私だったが、途中ではっと当初の目的を思い出し、ルミナちゃんに言う。

「どう!?　ルミナちゃん！　私がファティマさんのお気にになっている感想は!?」

「いや、別にお前はファティマのお気にじゃないだろ……」

「だからたとえだよ、たとえ！　そして今はティオちゃんがファティマさんだよ！　ほら、想像して！」

「むっ……。ティオがファティマで、モモがファティマのお気にに……」

　むむむとルミナちゃんが眉間にしわを寄せて想像し始める。

　たぶんルミナちゃんのことだ。

　こんな感じの展開を想像しているのだろう。

『ふふ、私の可愛いモモちゃ～ん♪』

『えへへ～、お姉さま大好き～♪』

『お、おい、ファティマ!?　な、何故私よりモモを……っ!?』

『ごめんなさい、ルミナちゃん。だってあなた、ツンツンしているだけで、全然気持ちが伝わって来ないんだもの』

『がーんっ!?』

『そういうことだよ、ルミナちゃん。さあ、とくと見ているんだね！　私とお姉さまのチュッチュラブを！』

　──ちゅ～。

「ぎゃああああああああああああああああああああああっ!?」

「る、ルミナちゃん!?　い、いきなりどうされたのですか!?」

　ごろごろと地面をのたうち回るルミナちゃんに、ティオちゃんも困惑している様子だ。

「そう、これが正常な反応なんだよ。好きな人を盗とられてしまうかもしれない不安や焦しよう燥そう……。そういう気持ちを、もっとティオちゃんには出して欲しいんだよ！」

「え、えっと、どなたに対して出せば……」

「もちろん私にだよ！　ほら、こうやってルミナちゃんに……って、凄い汚れてる!?　もう、何やってるのルミナちゃん！」

「いや、お前のせいだろ!?」

　ずびしっ！　と鋭い突っ込みを入れてくるルミナちゃんの身体の砂すな埃ぼこりを、私はぽんぽんと払ってあげた後、今一度彼女を抱き締める。

「さあ、ティオちゃん！　今のティオちゃんなら分かるはずだよ！　大好きな私を、ルミナちゃんに盗られてしまうかもしれない不安や焦燥が！」

「……？」

「てぃ、ティオちゃ～ん!?」

　ずーんっ、と四よつん這ばいで泣き崩れる私の肩を、ルミナちゃんがぽんっと叩たたいて言った。

「まあ、そんなものだ」

「ひどい!?　っていうか、絶対おかしいよ～!?　こんなに大好きだって主張してるのに～!?」

「全然届いてなかったな」

「辛しん辣らつぅー!?　うぅ、ティオちゃんルートの難なん易い度どがマストダイだよぅ～……」

　どんよりと陰いん鬱うつになっていた私だったが、そこでふとあることに気づく。

　そう、押してダメなら引いてやれの精神だ。

「なるほど、分かったよ！　私、今度からルミナちゃんみたいなツンデレになる！」

「いや、だから私はツンデレではないとあれほど……」

「べ、別にティオちゃんのことなんてなんとも思ってないんだからね！　ただちょっと大好きなだけなんだからね！」

「え、あの……」

「だから意味もなく抱き締めちゃうんだからね！　ティオちゃんに拒きよ否ひ権けんなんてないんだからね！」

　──ぎゅう～。

「ひゃうっ!?」

「うん、とりあえずお前が私を馬鹿にしているということだけはよく分かった。手て加か減げんはしてやるから歯を食くい縛しばれ」

「ええっ!?　なんで怒ってるの!?」

　ぎりぎりと真顔で拳こぶしを握るルミナちゃんに、私は一人すこぶるショックを受けていたのだった。







「で、散々無駄な時間を過ごしたわけだが、何かやつらを探す方法はあるのか？」

「うぅ、無駄な時間とか言わないでよぅ～……。私なりに真剣だったのに～……」

　ぐすっと洟はなをすすりつつ、私は言う。

「えっと、私はあんまり牛さんについては詳くわしくないんだけど、ティオちゃんは何か知ってたりしないかな？」

「そうですね、ティオの知る限り、牛さんたちは群れでいることが多いので、もしかしたら、皆さんどこかで固まっているかもしれないです」

「なるほど！　じゃあとりあえず一頭見つければ、周りにほかの牛さんたちがいるかもしれないわけだね！」

「そうは言うが、どこへ行ったのかも分からないのだろう？　そんなに簡単に見つかるものなのか？」

「そこでぴーちゃんの出番だよ！　お鼻のいいぴーちゃんなら、牛さんの臭いだってばっちり辿たどれるはずだもん！」

「ピー？」

　小首を傾かしげるぴーちゃんに、私はずびっと人差し指を突きつけて告げる。

「というわけで、ぴーちゃん！　牛さんを見つけてください！」

「ピッ！」

　これに敬礼で応えたぴーちゃんは、すんすんと辺りの臭いを嗅ぎ始めた。

「本当にこんなことで上手くいくのか？」

「どうでしょう……。とりあえず今は、モモさんたちを信じるしかありませんが……」




　──十数秒後。




「ピー……？　ピピー……」

　おろおろと周囲を見やった後、ぴーちゃんはティオちゃんの頭の上に、ぽむっと乗っかった。

　どうやらよく分からなかったらしい。

「ほらね？」

「いや、〝ほらね？〟じゃないだろ!?　全然分かってないではないか!?」

「で、でもまったく収しゆう獲かくがなかったわけじゃないよ！　ほら、ぴーちゃんをよく見てみて！」

「……？」

　ルミナちゃんが怪け訝げんそうに眉を顰ひそめる中、私はぴーちゃんに指を差したまま言った。

「一番怒られなさそうなティオちゃんを選んでる！」

「…………」

「え、えっと……」

　当のティオちゃんも困惑しているようだが、やはりドラゴンさんとはいえ、今は赤ちゃんなのだ。

　この中でもっとも優しそうな人のところに逃げるのは当然であろう。

　と。

「いや、だからなんだと言うのだ!?」

「ひいっ!?」「はわっ!?」

　鬼のような形ぎよう相そうで突っ込みを入れてきたルミナちゃんから逃げるように、私もまたティオちゃんの背後へと、緊急退避したのであった。







「うぅ、ルミナちゃんにめちゃくちゃ怒られちゃったよぅ～……」

　ぐすんと再び涙目になっていた私に、ルミナちゃんが腕を組みながら言う。

「お前が真面目にやらなかったせいだろ。自じ業ごう自じ得とくだ」

「わ、私は真面目にやってたもん！」

　口を〝３〟にして不満を露あらわにする私だが、成果が出なかったのは事実である。

「でもどうしよっか？　頼みのぴーちゃんがダメとなると、何か別の方法を考えないといけないね」

「というより、もう諦めた方がいいのではないか？　元々望み薄だったわけだし」

「もう！　ルミナちゃんは、牛さんたちが寂しい思いをしてもいいの!?」

「そりゃ見つかるに越したことはないが、でも見つかったら見つかったで、そのうち食われるのだろう？」

「…………」

　なんとも言えない沈黙が私たちを包むこと数秒ほど。

　私は両目をぎゅっと瞑つむり、ルミナちゃんに思いの丈を全力でぶつけた。

「その時は、私が美味しくいただくから大丈夫だもん！」

「「…………」」

　……あれ？

　なんかティオちゃんまで、汚物を見るような目をしてるのは気のせいかな？

「私、お前のそういう抜けたところ、意外と嫌いではないぞ」

「え、本当!?　わーい♪」

「あの、モモさん、それ褒ほめられてないです……」

「えっ!?」

　がーんっ、とショックを受ける私のことなどつゆ知らず、ルミナちゃんが問うてくる。

「というか、こういう時こそ、お前の《時魔法》の出番なのではないか？」

「うーん、私もそう思ってるんだけど、牛さんを探せるようなものなんて、何を作ればいいのか分からなくて……」

　と。

「あ、あの！」

　ふいにティオちゃんから声が上がり、私は「うん？　どうしたの？」と首を傾げる。

　すると、ティオちゃんは両手をお胸の前でぐっと握りながら、こんな提案をしてきた。

「お空から探すことは出来ないでしょうか!?」

「お空って……お空？」

　ちょこんと上を指差す私に、ティオちゃんは大きく頷いて言う。

「はい！　あのスクーターと呼ばれる乗り物をお作りになられたモモさんなら、きっとお空を飛べる乗り物も作れるのではないかと思いまして！」

「てぃ、ティオちゃん好き～！」

　──がばっ。

「はわっ!?　な、何故ティオにハグを!?」

「いや、なんかティオちゃんがそこまで私を信じてくれてるって思ったら、居ても立ってもいられなくなっちゃって」

「え、えっと……」

「ありがとう、ティオちゃん！　私、ティオちゃんのご期待に添えるよう、ちょっと頑張ってみるよ！」

　俄が然ぜんやる気の出てきた私に、ルミナちゃんが嘆たん息そくしながら言う。

「なんでもいいが、お前は本当にティオが好きなのだな」

「うん、大好き！　あ、でも！」

　──むぎゅっ。

「ルミナちゃんのことも大好きだからね！」

「はいはい、ありがとな。私もお前のことが大好きだよ」

　そう投げやりに言いつつも、優しく頭を撫なでてくれるルミナちゃんに、私も温かい気持ちになる。

　が。




　──ぼよよんっ。




「…………」

「？」

　すっとルミナちゃんから身を離した私は、彼女の胸元を力の限りに指差しながら言い放った。

「でもこのおっぱいは有罪だよ！」

「いや、なんの罪だ!?」

「巨乳罪！」

「巨乳罪!?　べ、別に好き好んで大きくなったわけではないのだぞ!?」

　自身の豊満なお胸を両腕でさっと隠すルミナちゃんに、私は声を張り上げる。

「な、なんてことを言うの、ルミナちゃん!?　ここには好き好んでも大きくならない人たちがいるんだよ!?」

「がーんっ!?」

　私に指を差されたティオちゃんが、何やらすこぶるショックを受けているようだったが、それは私も同じである。

　お風呂に入った時は必ずお胸を揉もみ、ミルクも朝昼晩と一日三回しっかり摂とりつつ、女性ホルモンを活発にするため、毎日ティオちゃんをハグしてどきどきを得ようと努力しているにもかかわらず、一向に大きくなる気配がないのだ。

「なのに何もしていないルミナちゃんが大きくなるなんて、ティオちゃんに悪いと思わないの!?」

「いや、どういう理屈だ!?」

「そ、その前にティオの成長が止まっているかのように言わないでください～!?」

　ティオちゃんが目を〝[image: ]〟にして抗こう議ぎする中、ルミナちゃんは顔に朱しゆを散らしながら言う。

「だ、大体、胸など大きくても邪じや魔まなだけなのだぞ？　肩は凝こるし……」

「で、でも大きい方が女性的だと思うの！　ファティマさんとか、大人のお姉さんって感じで憧あこがれちゃうもん！」

「ま、まあ確かにファティマは女の私から見ても魅力的だが、女の価値は、何も胸のでかさだけではないだろう？　お前がティオを好きなのだって、胸云うん々ぬんの話ではなかったはずだぞ？」

「そ、それはそうだけど……」

「つまりはそういうことだ。女としての魅力に、胸の大きさは関係ない。お前にはお前の魅力があるし、ティオにはティオの魅力がある。無理してほかの要素を取り入れずとも、今自分の持っている魅力を、最大限活かす努力をした方が、私はいいと思う。その方が、きっとお前たちらしいのではないか？」

「「ルミナちゃん……」」

　じ～んっ、とルミナちゃんの言葉に感動した私たちは、揃ってお胸の前で両手を握り、大きく頷いて言った。

「私、間違ってたよ！　ルミナちゃんに言われたとおり、これからは今自分にある魅力を磨くことにするよ！」

「ティオもです！　今まではお姉ちゃんのようになりたいって思ってましたけど、これからはティオにしかない魅力を見つけることにします！」

「ああ、それでいい。だが今だって、お前たちは十分魅力的だ。だからもっと胸を張るといい」

　こんな感じに、とルミナちゃんがお手本を見せてくれたのだが、




　──ぼよよ～んっ！




「「…………」」

　とんでもない勢いで彼女のおっぱいがぼんぼん弾はずみ、私たちは揃って真顔になる。

　そして。

「巨乳罪だね」

「ですね」

「な、何っ!?　さっきの決意はどうした!?」

　それが持たざる者の僻ひがみなのは重じゆう々じゆう承しよう知ちの上だったが、私たちはルミナちゃんを、巨乳の罪に処しよしたのであった。







　その後、お店の工房に戻ってきた私たちは、ティオちゃんのアイディア通り、何かお空を飛べる乗り物を作ろうとしていた。

　ぱっと思いついたのは、やはり飛行機だったが、操そう縦じゆう出来る気がしない上、凄く目立ちそうなので、この案は却きやつ下かとなった。

　ヘリにしても然しかりだ。

　というより、私が操縦出来るのは、せいぜいが小型のスクーターか、フォークリフト（無免許）くらいである。

　なので、スクーターを飛ばすのはどうかというお話になっていた。

「というわけで、さっそくこの子を改造したいと思います！」

　愛用のスクーターを前に、私はどーんっとお胸を張る。

　本当はこの子を作った時と同じく、原形を大工のおじさんに作って貰おうかと思ったのだが、復旧作業で忙しい中、頼むのは気が引ける上、時間もかかってしまいそうだったので、今回はこのまま流用することにしたのである。

　その気になれば、すぐ元のスクーターに戻せるしね。

「じゃあ行くよー」

「は、はいっ」

「ああ」

　ティオちゃんたちが見守る中、私はスクーターに《時魔法》をかける。

　淡あわい光がスクーターを包み、私のイメージ通りに進化していく。

　タイヤはなくなり、四方に装着された風属性のプリマベールが、動力や姿し勢せい制せい御ぎよを行う感じの、言ってみれば、〝ドローン〟みたいなものへと変わっていく。

　ティオちゃんたちも乗れるよう、シートは大きめにしておいた。

「よし、完成！　これでお空が飛べるはずだよ！」

「わあ、凄いですぅ！　ティオも早く乗ってみたいです！」

「えへへ、もちろんだよ～」

「しかしまあ、何度見ても凄い力だな」

　ふむ、とルミナちゃんがドローン化したスクーターをまじまじ見つめる。

　ビジュアル的にもかなり近未来感が漂ただよっているので、物珍しく見えているのかもしれない。

「じゃあさっそく練習してみよっか」

「はいですっ」

「ああ、そうだな」

　二人が頷いたことを確認した後、私はドローンスクーターを外に運ぼうとする。

　が。

「……あれ、これって外出られなくない？」

「え、えっと……そう、ですね……」

「…………」

　全員でドアを見やるも、あきらかにサイズがドローンスクーターより、一回り以上ほどコンパクトであった。

「いや、考えてから作るべきだろ!?」

「だ、だってぇ～!?」

「お、落ち着いてください!?　と、とりあえずドアを取り外してみるのはどうでしょうか？」

「たぶん無理だろうな。目もく測そくではあるが、プリマベールの部分が間違いなく外枠に引っかかると思う」

「じゃ、じゃあ逆にプリマベールの部分を外してみるのはどうかな？　本体の細さ自体は、元の形とあんまり変わってないと思うし」

「それは別に構わないが、ちゃんと壊さず外せるのか？　というか、そこまでやるのなら、一旦元の形に戻した方が早いと思うのだが……」

「…………」

　そんな身も蓋もないこと言わないでよ、ルミナちゃん……。

「あれだね。今度から大きいものを作る時は、お外でやろうか」

「そ、そうですね……」

　なんともいたたまれない気持ちになりながらも、私はドローンスクーターを、元のスクーターに戻したのだった。







「こ、これは本当に大丈夫なのだろうな!?」

「た、たぶんね！　ほら、意外と安定してるでしょ!?」

「はわわわわっ!?」

　とりあえず乗り方の練習をするため、私たちは三人揃ってドローンスクーターに跨またがり、まずは低空からこれに試乗していた。

　最初は一人で練習した方がいいかとも思ったのだが、どうせ最終的には全員で乗るので、ならばと初しよっ端ぱなからフルメンバーで行くことにしたのだ。

　乗り方としては、私の後ろにティオちゃんが乗り、彼女を挟むように、ルミナちゃんが私の腰に腕を回している感じだ。

「じゃ、じゃあゆっくり前に進むよー」

　そう言って、私はアクセルを少しだけ開く。

　コントロールはハンドルで前後左右とブレーキを、足もとのペダルで上下に動けるようになっていた。

「あ、進んでます！」

「そ、そうだな。このくらいなら、私もなんとか我が慢まん出来る気がする」

　ちなみに、今の速度は歩くよりも遅いくらいである。

「じゃ、じゃあもう少しスピードを上げてみる？　それとも高さを上げてみよっか？」

「ちょ、ちょっと待て!?　それはまだ早いんじゃないか!?　というか、正直、私はもうお腹なかいっぱいなのだが!?」

「で、でもこのままでは牛さんを見つけられない気が……」

「あ、じゃあとりあえず止まったまま、高さだけ上げてみるのはどうかな？　それなら遠くまで見渡せるだろうし」

「そ、そうですね。ティオもそれがいいと思います」

「お、おい、だからちょっと待てと言ってるだろう!?　そういうことなら私は降りるから、あとはお前たちだけで──」

「じゃあ、行きます！」

　ぐっと私はペダルを軽く踏み込む。

「いや、だから人の話を……って、うわあああああああああああああああああっ!?」

　その瞬間、車体がすいーっと水平に持ち上がり、地面がどんどん遠ざかっていった。

　が。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?」

「あ、あのルミナちゃん!?　そ、そんなに強くしがみつかれたら、ティオが潰れてしまいますぅ～!?」

「ちょ、ルミナちゃん!?　締めすぎ締めすぎ!?」

　ぐい～っ、と万力のようにお腹を締めつけてくるルミナちゃんに、思わず私も悶絶する。

　このままでは、先ほど食べたスープさんとこんにちはしてしまいそうだったので、私は仕方なく高度を下げることにした。

「「「きゅ～……」」」

　ドローンスクーターから降り、三人揃ってグロッキーになること数秒ほど。

　ルミナちゃんが恥ずかしそうに咳せき払ばらいして言った。

「す、すまない……。私としたことが、少々取り乱してしまった……」

「い、いえ……」

「やっぱりあれだね……。皆の安全のためにも、お空を飛ぶのは、もう少し練習してからじゃないとダメだね……」

「そうですね……。実際に飛んでみて分かりましたが、ティオが思っていた以上に怖かったです……」

「そうだな……。地面を走るのとは違って、あの高さだと、落ちたらほぼ間違いなく死にそうだしな……」

「だ、大丈夫だよ！　その時は私がばっちり生き返らせてあげるから！」

　どんっ、と力強くお胸を叩く私に、ルミナちゃんはジト目で言った。

「いや、お前さっき生き返らせるのはダメだと言っていたではないか……」

「も、もちろんダメだよ！　でもお友だちはノーカウントです！」

「……ティオ、こいつこんなことを言ってるぞ？」

「え、えっと……ひゃうっ!?」

　困惑するティオちゃんを抱き締め、私はルミナちゃんを叱しかる。

「ルミナちゃん！　ティオちゃんが困ってるでしょ！」

「いや、誰のせいだと思ってるんだ!?」

「もちろん私のせいだよ！　ごめんね、二人ともぉ～!?」

「「…………」」

　なんなんだ、この茶番は……、みたいな顔をしているルミナちゃんたちだが、二人は私の大切なお友だちなのだ。

　もし二人に何かあったら、私は躊ちゆう躇ちよなく彼女たちの時間を巻き戻すだろう。

　だって二人のことが大好きなんだもん！

　お別れなんて絶対に嫌だよ！

「うぅ、さっきは色々と大人っぽいことを言ったけど、所しよ詮せん私は己おのれの感情でしか生きられないこけしさん野郎だったんだよぅ～……」

「いや、〝こけしさん野郎〟とはなんだ……」

「あ、あの、何もそこまで自じ虐ぎやく的てきになられなくても……」

「そうだぞ。別に怒っているわけではないのだからな」

「うぅ、ありがとう二人とも……」

　ぐすんっ、と私が洟をすすっていると、




「──あらあら、皆ここにいたのね」




　どこからともなくファティマさんが姿を現したではないか。

「あれ？　どうしたんですか？　お姉ちゃん」

　不思議そうに首を傾げるティオちゃんに、ファティマさんはいつもの嫋たおやかな笑みで言った。

「実はね、さっき農家のおじさんが宿に来て、逃げていた牛たちが戻ってきたから、ティオたちにお礼を伝えて欲しいって言ってきたの」

「あ、それはよかったです～」

「ふむ、そうか。だが少々拍子抜けだな。せっかくこれから探しに行こうと思っていたのに」

「じゃ、じゃあ何か別のものを探しに行くのはどうかな？」

　私の提案に、ルミナちゃんは眉根を寄せながら問う。

「別のものとはなんだ？」

「うーん……希望？」

「……とりあえずお前の頭の中に、それがないことだけは分かった」

「がーんっ!?」

　ルミナちゃんの容よう赦しやない突っ込みに、私は一人すこぶるショックを受けていたのであった。





[image: ]




「あ、あの、モモさんにお願いしたいことがあるのですが……」

　数日後。

　工房内で依頼品の修理をしていた私に、ふとティオちゃんがそんなことを告げてきたので、




「──もちろんいいよ！　じゃあさっそく二人で教会に行こっか！」




　私は二つ返事でＯＫし、ティオちゃんのお嫁さんになろうとしていた。

　が。

「ええっ!?　な、何な故ぜ教会に!?」

「え、だって二人でお嫁さんになるんでしょ？」

「ち、違います～!?」

　どうやら別のお願いだったらしい。

　両目をぎゅっと瞑って否定するティオちゃんに、私は少々残念な気持ちになる。

「それで、ティオちゃんのお願いって何かな？　私に出来ることならもちろん協力するよ！」

「あ、はい。それなのですが、実はお姉ちゃんのことでご相談がありまして……」

「ファティマさんの？」

「はい……」

「ま、まさか好きな男の人が出来たとかじゃないよね!?　も、もしそうならルミナちゃんが発はつ狂きようしちゃうよ!?」

　わなわなと驚きよう愕がくする私に、しかしティオちゃんは首を横に振って言った。

「い、いえ、そういうお話ではなく……」

「あ、そうなんだ」

　よかった……、と私が胸を撫なで下おろしていると、ティオちゃんはもじもじと身体からだを捩よじらせながら言った。

「そ、その、お姉ちゃんもティオたちと一緒に、お話とかが出来たら嬉うれしいなと……」

「ほえ？　どゆこと？」

　小首を傾かしげる私に、ティオちゃんは自身の胸の内を吐と露ろする。

「えっと、お姉ちゃんは毎日お宿のお仕事があって、お休みも満足にとれていないんです。ですから、ティオたちのように遊んだりなんて出来ませんし、いつもお一人で頑がん張ばっているんです」

「あ、なるほど。だからなんとかしてあげたいって思ってるんだね？」

「はい……。きっとお姉ちゃんも、ティオたちのように、ルミナちゃんとお話をしたり、お出かけしたいと思っているはずなんです。もちろんモモさんともです。なので、もっと皆さんでお話とかお出かけとかが出来るようになれたらいいなって……」

「てぃ、ティオちゃんいい子～！」

　──ぎゅむっ。

「はわっ!?」

　堪たまらずティオちゃんを抱だき締しめ、私は力強く頷うなずく。

「分かったよ！　私もファティマさんともっと仲良くなりたいし、ファティマさんの喜ぶお顔がいっぱい見たいもん！」

「モモさん……」

「うん、任せといて！　というわけで、ルミナちゃんを呼びに行こう！」





　　　　◆






「……いや、それはもちろん協力するが……入浴中に入ってくるのはやめて貰もらえないか？」

　そうジト目で腕を組むルミナちゃんの身体からは、入浴剤の香りが漂ただよっていた。

「えへへ、ごめんね～。ちょっと気持ちが先走っちゃって」

「やれやれ。まあいいだろう。それで、ファティマを私たちの仲間に入れたいという話だったな？」

「は、はい。ですので、ルミナちゃんのお力をお貸しいただけないかと……」

　ことり、とテーブルにお茶（ぴーちゃんにはミルク）を置きながら、ティオちゃんが頷く。

　現在、私たちは《もも屋》の二階で、作戦会議を行っていた。

　議題はもちろん、どうやってファティマさんと触れ合える時間を確保するかだ。

　しかしお宿は毎朝早くから営業しているので、基本的にお休みは夜の営業時間外くらいしかない。

　営業時間をずらすにしても、ティオちゃん曰いわく、山越え途中でお疲れの人もいるので、なるべくぎりぎりまで開けておきたいというのが、ファティマさんの考えなのだとか。

　となると、別の人を雇やとうのが手っ取り早いのだが、お宿もそこまで儲もうかっているわけではないので、なかなか厳しいという。

「かといって、私が資金を出したりするのは、絶対受け入れないだろうしな」

「そうですね……。お姉ちゃんのことですから、きっとルミナちゃんにご迷惑をおかけするくらいなら、お休みはいらないと言うと思います……」

「なんていうか、さすがはティオちゃんのお姉さんだね！　ティオちゃんに似てしっかりしてる！」

「そうだな。お前も少し見習うべきだ」

「がーんっ!?」

　涙目の私を華か麗れいにスルーし、ルミナちゃんは続ける。

　ところで、最近彼女からの突っ込みが無駄に辛しん辣らつなのだが、たぶん愛の鞭むちみたいなやつだよね？

「とはいえ、やはり問題なのは、あいつが全てを一人でまかなっているということだろう。ほかに誰かいれば、その間休みにも出来るわけだしな」

「はい、仰おつしやるとおりだと思います……」

「だが人を雇う余裕はない。となると……」

「もう私たちがお手伝いするしかないんじゃないかな！」

　どーんっ、とお胸を張る私に、ルミナちゃんは嘆たん息そくして言う。

「そりゃ私たちが手伝えば、その分余裕も出来るだろうが、そもそも私たちの仲間に入れるのが目的だろう？　なのにファティマが休みの時に、私たちが働いていたら本ほん末まつ転てん倒とうではないか」

「た、確かに……。ど、どうしよう？　ティオちゃん……」

「え、えっと、でしたら一緒に働くとか……」

「あ、いいねそれ！　それなら皆一緒で、きっと楽しいよ！」

「いや、お前自分の店はどうするのだ……」

　はあ……、とルミナちゃんが再度嘆息する中、私は一応の提案をしてみる。

「ま、まあ私のお店は毎日やらなくても大丈夫だし、とりあえず一度皆でファティマさんのお手伝いをしてみようよ！　そしたらお宿のお仕事とかも色々と分かると思うから、ほかのアイディアも浮かぶと思うんだ！」

「そ、そうですね！　ティオもお姉ちゃんのために頑張ります！」

「うん！　一緒に頑張ろうね！」

　──ちらっ。

「な、なんだ？　まさか私にも働けと言うんじゃないだろうな？」

「えへへ～、やっぱりいい町長さんになるためには、町の人の生活を知ることって、凄く大事だと思うんだ～」

「くっ、もっともらしいことを……」

　ぐぬぬと唇くちびるを嚙かみ締しめるルミナちゃんの背を、私はもう一押しする。

「それにルミナちゃんがお宿のために一いつ生しよう懸けん命めい働いている姿を見たら、ファティマさんはきっときゅんきゅんすると思うんだよ！」

「ファティマが私にきゅんきゅん……っ!?」

　ぽっと頰ほおを桜色に染めるルミナちゃんに、私は悪魔の囁ささやきを送る。

「そうだよ、ルミナちゃん。今君の目の前には、そういうチャンスが巡ってきてるんだよ。なら迷うことはないよね？　だってファティマさんの笑顔のためなんだもん」

「ファティマの笑顔のため……」

「あ、あの、モモさん……？」

　服の裾すそをくいっと引っ張ってくるティオちゃんに、私はぐっと親指を立てる。

「モモさん……」

　何やらティオちゃんから呆あきれたような視線を感じるが、たぶん気のせいだろう。

　そうこうしているうちに、やがてルミナちゃんが覚悟を決めたらしく、尊大にお胸を張って言った。

「ふ、ふん、まあそういうことなら仕方あるまい！　誇り高きリーヴェリオン家の跡取り娘として、幼おさな馴な染じみの笑顔には代えられないからな！　お手伝いの一つくらい、ちゃっちゃとこなしてやろう！　そうだろう？　ドレッドノート！」

「ピーッ！」

　しょばっと敬礼で応えるぴーちゃんに、ルミナちゃんも満足そうだったのだが、まさかこれが悲劇の始まりになろうとは、この時は誰も予想だにしていなかった。





　　　　◆






「ほ、本当にいいの？」

「ああ、もちろんだ。大船に乗ったつもりでいるといい」

　その後、ルミナちゃんの社会経験のため、全員でお宿を手伝うことをファティマさんに伝えたところ、彼女は申し訳なさそうに了承してくれた。

　というわけで、私たちはそれぞれ役割分担をし、お宿のお仕事を始めたのだが、




『──うわああああああああああああああああああああああああっ!?』




『る、ルミナちゃん、落ち着いてください!?　ただの虫です!?』

「…………」

　客室のお掃除に行ったはずの二人が、とても騒がしいです……。

　一階で食堂のお掃除をしている私のところにまで声が届いている上、どたばたと大きな足音が響いているのを聞く限り、向こうでは相当な騒ぎになっているらしい。

「あらあら、大丈夫かしら？」

「た、たぶんティオちゃんがなんとかしてくれるんじゃないかと……」

　むしろなんとかしてティオちゃん……、と祈るような気持ちでいると、再び上の階から二人の声が響いてきた。

『あばあっ!?　だ、誰だ、こんなところに水を撒いたのは!?』

『そ、そこは先ほどルミナちゃんが水みず拭ぶきをされた場所で……』

『そ、そんなわけないだろう!?　こ、これは私を暗殺しようという何者かの陰いん謀ぼうだ！』

『あ、危ない！』

『ぐわあっ!?』

　──どしんっ！

「「…………」」

　本当になんとかしてティオちゃん……。

「うーん、やっぱり私がやった方が……」

「う、ううん！　全然大丈夫です！　だからファティマさんは、気にせずそこにいてください！」

「そ、そう？　でも……」

「あっ！　わ、私ちょっと様子を見てきますね！　い、行ってきま～す！」

「あらあら」

　困惑するファティマさんに一言そう告げ、私はダッシュで二階へと駆け上がる。

　そして未いまだにわちゃわちゃしていた二人に、下に聞こえないよう声量を抑え気味に言った。

「ちょ、ちょっと何してるの、二人とも!?」

「ご、ごめんなさい。でもルミナちゃんが……」

「何っ!?　わ、私のせいだと言うのか!?　この床が滑るのがいけないのだ!?　モモ、お前ちょっと《時魔法》でなんとかしろ!?」

「ええっ!?　ルミナちゃんがわがままお嬢じようさまになってる!?」

「お、落ち着いてください、ルミナちゃん!?　そ、それではお仕事をお手伝いしている意味がなくなってしまいます!?」

「こ、これが落ち着いてなどいられるか!?　というか、大体なんなのだ、これは!?　こんなに大変だなんて聞いてないぞ!?　そもそも何故こんな大変なことを、ファティマ一人にやらせているのだ!?　メイドはどこだ、メイドは!?」

「お、落ち着いて、ルミナちゃん!?　庶民はメイドさんなんて雇わないんだよ!?」

「──っ!?」

　私がそう諭さとすと、ルミナちゃんはずーんっと四よつん這ばいになり、何やらショックを受けたようだった。

「そ、そうだった……。むしろ今は私たちの方がメイドだったんだ……」

「あ、あの、そんなに落ち込まないでください。ティオも初めはいっぱい失敗してしまいましたし……」

「ああ、すまない……。だがよく分かった。掃除だけでもこんなに大変なのだ。これに炊事や洗濯などを含めたら、確かに休む暇などほとんどないな……」

「はい……。ティオも時間を見つけては、お姉ちゃんのお手伝いをしているのですが、それでもいっぱいいっぱいでして……」

　しゅん、とティオちゃんが下を向いてしまう中、私は眉み間けんにしわを寄せて腕を組む。

「うーん、これはあれだね。このお宿自体も、色々と見直さないといけないかもね」

「見直すと言っても、人を雇う余裕はないのだぞ？」

「うん。だからもっとお掃除をしやすくするとか、そういう手間を減らすことが出来たら、ファティマさんも時間が出来るようになるんじゃないのかな？」

「あ、なるほど！　まずはお宿の改装をするのですね！」

　ぱっと顔色を明るくさせたティオちゃんに、私は大きく頷く。

「そのとおり！　私の《時魔法》で、お掃除道具をパワーアップさせて、お宿も全体的に埃ほこりが溜まらないよう段差をなくしたり、床を素早くモップがけ出来るようにしたりすれば、お掃除の時間も減るからね！　とりあえずそういうところから始めてみるのはどうかな？」

「ふむ、そうだな。確かにそれならば、誰かに迷惑がかかるわけじゃないし、ファティマも検討してくれるかもしれん。では仕事が一段落つき次第、あいつにも相談してみよう」

「はいです！」





　　　　◆






　それからなんとかお部屋のお掃除を終わらせた私たちだったが、やることはまだまだたくさんあり、今度は全員でお風呂掃除をしていた。

「くっ、こんなにも汚れるものなのか……っ」

　ごしごしとぬるぬるになった床を磨いていたルミナちゃんに、私も浴よく槽そう内ないを磨きながら言う。

「そうだよ～。お風呂掃除は初めて？」

「ああ。掃除は基本的にメイドの仕事だったからな。私は机の周りなど、本当に簡単なことしかやったことがなかった」

「じゃあこれもいい経験だね～」

「そうだな」

　しかし……、とルミナちゃんは少々顔を暗くして続ける。

「先ほどの掃除もそうだが、ファティマにしろメイドたちにしろ、こんなにも辛つらい仕事を、いつもきちんとこなし続けていてくれたのだな……」

「ルミナちゃん……」

　ティオちゃんが心配そうな視線を向ける中、自分の快適な暮らしの裏に、皆の並々ならぬ苦労があったことを知ったルミナちゃんは、自分を恥じているのか、しょんぼりとしていた。

　だがそんなルミナちゃんに、私は言う。

「確かにそうかもしれないけど、でも辛いかどうかは人それぞれだと思うよ？」

「えっ……？」

　呆ぼう然ぜんと顔を上げるルミナちゃんに、私はにっと笑いながら続ける。

「たぶんだけど、ファティマさんは、お客さんが笑顔になってくれたら嬉しいと思っているだろうし、アーリィさんたちだって、大好きなルミナちゃんが快適に過ごせるよう、頑張ろうってやる気になってるかもしれないしね！」

「そ、そうなのだろうか……？」

「えへへ、それは私にも分かりません！　でも誰かに喜んで貰いたいって思ったら、ちょっとくらい辛いことでも、前向きに頑張れると思うんだよ！」

「モモさん……」

　感極まっている様子のティオちゃんに笑いかけつつ、私は「だからね」とルミナちゃんに言った。

「いつも辛いことを押しつけちゃってごめんねって謝るより、いつも頑張ってくれてありがとうってお礼を言うのです！　はい、まずは私に向かって言ってみて！」

「えっ？　あ、ああ、その……いつもありがとう、モモ……」

「えへへ～、どういたしまして～♪」

　だらしなく顔を緩ませていた私に、ルミナちゃんはふっと笑いながら言った。

「お前、たまに凄くいいことを言うのだな」

「でしょ～？　もっと褒めてくれてもいいんだよ～？」

　そう促うながすと、ルミナちゃんは一転して私にジト目を向けた。

「調子に乗るな。そういうところはお前の悪い癖だ」

「そ、そんなぁ～……」

「ほら、つべこべ言わずに手を動かせ。我らもファティマのために頑張るぞ」

「うぅ、ルミナちゃんが厳しいよぅ～……」

　ぐすっと涙ぐむ私に、桶おけなどの小物類を洗っていたティオちゃんが、微笑ほほえみながら言った。

「ふふ、でもモモさんの、そういう皆さんを明るくしてくれるところ、ティオは大好きです♪」

「そ、そうかな～？　えへへ～、私もティオちゃん大好き～♪　もちろんルミナちゃんも大好き～♪」

「はいはい、分かったから手を動かせ、手を」

「ひいっ!?　やっぱりルミナちゃんが厳しい!?」

　がーんっ、とショックを受けつつも、私たちは皆でお風呂掃除を頑張り続けたのだった。





　　　　◆






　そうしてさらに時は進み、お風呂掃除を終えた私たちは、食堂でウェイトレスさんのようなことをしていた。

「あ、お水をお注ぎしますね～」

「ああ、どうも」

　だが私が旅人さんのコップにお水を注いでいると、近くのテーブルから何やら悲鳴が上がった。

「ひゃあっ!?」

「おっとすまねえ。つい手が滑っちまってな」

　どうやらルミナちゃんが、旅人さんにお尻を触られたらしい。

　いつもの彼女ならば、すかさずビンタの一発でもかましそうなものなのだが、ここで手を上げてしまえば、大好きなファティマさんに迷惑がかかってしまう。

　それが分かっていたルミナちゃんは、びきびきと額に青筋を浮かべながらも、努めて冷静に告げた。

「いえいえ、どうぞお気になさらず……っ」

　そうして厨ちゆう房ぼうに戻ってきたルミナちゃんは、料理のお手伝いをしていたアーリィさんにそっと耳打ちする。




「……あの男、殺せ」




「かしこまりました」

「る、ルミナちゃん!?」

　びくりっ、と肩を震わせるティオちゃんに、ルミナちゃんは悪い笑みを浮かべて言った。

「当然だろう？　この私の尻に触れたのだぞ？　生きたまま野犬の餌えさにするか、それとも細切れにして豚の餌にするか……」

「はわわわわ……っ!?」

　ティオちゃんが愕がく然ぜんと青い顔になる中、私は「でも」と告げる。

「ルミナちゃんのお尻だったら、私も触ってみたいなぁ～♪」

「ほう……？」

　ぽわぽわとお尻の柔らかさを想像していた私に、ルミナちゃんは淡々と言った。

「さっきのリストにモモも追加しておけ。豚の餌だ」

「かしこまりました」

「え、ルミナちゃん!?」

　なんということであろうか。

　まだ触ってもいないのに、ブラックリスト入りを果たしてしまった。

「や、やるならせめて触ったあとにしてよぉ～!?　冥めい土どのお土産みやげにするからさ～!?」

「しなくていい！　そんなに触りたいなら、自分の尻でも触ってろ！」

「うぅ、すんごい怒られちゃったよ、ティオちゃ～ん……」

　──むにゅ～。

「ひゃわっ!?　てぃ、ティオのお尻に頰ずりしないでください～!?」

　ひぃ～っ!?　と慌てるティオちゃんのお尻は、まるでつきたてのお餅もちみたいな弾力でした。





　　　　◆






　そんな感じで本日のお仕事も終わり、私たちはファティマさんとともに遅めの夕食をいただいていた。

　今日のメニューは、ミルクたっぷりのシチューっぽいスープとパンである。

　アーリィさんには事情を説明済みなので、この場にいるのは私たち四人だけだ。

「ん～、美お味いしい～♪　私、これ大好き～♪」

「ふふ、喜んで貰えてよかったわ。お腹いっぱい食べてちょうだいね」

「は～い♪」

　笑顔で返事をし、私はパンをスープにつけて食べる。

　味がシチューに似ているので、この組み合わせは最高に美味しい。

「それと、皆今日は手伝ってくれて本当にありがとう。凄く助かったわ」

「い、いや、別に構わん。むしろ礼を言うのはこちらの方だ。今日一日ここで働いて、お前の大変さがよく分かったからな」

　最後は尻まで触られたし……、とルミナちゃんが不機嫌そうに付け足すと、ファティマさんは「いえいえ」と首を横に振りながら笑った。

「これが私の務めですから」

「あ、あの！」

　最中、ティオちゃんがファティマさんに切り出す。

「そ、そのことで少々お話があるのですがっ」

「あら、何かしら？」

「え、えっと……じ、実はお宿を綺き麗れいにしたいんですっ」

「？」

　いまいちお話の内容を理解出来ていないファティマさんに、私が補足する。

「つまりこのお宿を改装して、ファティマさんの負担を減らしたいんです！　そしたらもっと私たちともお話ししたり、お出かけ出来るんじゃないかって、ティオちゃんから相談を受けまして！」

「あらあら、そんなことを考えてくれていたのね」

　ふふっと柔にゆう和わに微笑むファティマさんに、ティオちゃんも頷く。

「は、はい！　お姉ちゃんはいつもお一人で頑張っていて、ティオたちには言ったりしませんが、きっと寂しい思いをしていると思うんです！　なので、ティオはそんなお姉ちゃんが、もっと皆さんと楽しく過ごせるようになれたらいいなと！」

　両手をお胸の前でぐっと握り、ティオちゃんは必死に思いの丈たけを伝える。

　すると、ファティマさんはティオちゃんの頭を撫でながら、やはり優しく微笑んで言った。

「もう、そんなこと気にしなくてもよかったのに。でもありがとう、ティオ。私、こんなに優しい妹を持てて、とっても幸せよ」

「うぅ、お姉ちゃ～ん!?」

　──ぎゅうっ。

「うぅ、ファティマさ～ん!?」

　──むぎゅうっ。

「いや、何故お前まで行く!?」

　ティオちゃんに続いて、ファティマさんの胸元に飛び込んだ私に、ルミナちゃんがずびしっと鋭い突っ込みを入れてくる。

　だが二人の話を聞いていたら、堪らず涙が溢あふれてしまったのだ。

「だ、だってぇ～!?　る、ルミナちゃんもおいでよぉ～!?」

「い、行けるか!?」

　ルミナちゃんが真っ赤な顔で声を荒らげる中、ファティマさんが私たちを優しく包んでくれる。

「あらあら。二人とも、甘えん坊さんなんだから」

「「お、お姉ちゃ～ん!?」」

「いや、お前の姉ではないだろ……」

　ルミナちゃんにはそう言われたものの、私の中では、すでにファティマさんは私のお姉ちゃんになっていたのだった。

　ちなみに、ティオちゃんはお嫁さんで、ルミナちゃんはルミナちゃんです。





　　　　◆






　というわけで、ファティマさんには快こころよくＯＫをいただいたので、私たちはお客さんのいない時を見計らって、お宿の改装作業を行っていた。

　とはいえ、いきなり外装が変わったりしたら、町の人たちも驚くので、基本的には内装をイジることに。

「じゃあどんどんやっていこうか。まずは客室だけど、柱と壁の段差は全部なくしちゃおう。そしたら埃も溜まらなくて済むしね」

「はいですっ」

「それから床も早く乾く感じにして、お水を零こぼしても大丈夫なようにしないとね」

「ああ、その方向で頼む。ついでに汚れがすぐ落ちる感じにしてくれ」

「おっけー」

　皆の要望を聞きつつ、私は《時魔法》を使う。

　ベッドや棚などは、床や壁と一体化させることで、隙すき間まを埋めてしまおう。

「よし、出来た！　こんな感じでどうかな？」

「わあ、凄く綺麗ですぅ～♪　とてもいい感じだと思います！」

「そうだな。これならさっとモップがけをするだけで、掃除も終わりそうだ」

　改装されてぴかぴかになった客室を見ながら、私たちは揃そろって満足げに頷く。

　この調子でほかの客室も全てリフォームすれば、大分お掃除時間を短くすることが出来るのではなかろうか。

「じゃあ次のお部屋に行くよー！」

　そうして波に乗った私たちは、次々に客室を改装していく。

　壁も汚れの落ちやすい材質へと進化させ、見た目こそ似たようなものの、お宿の中は、さながら新築のような真新しさへと、次第に移り変わっていった。

　客室が終われば廊下を、廊下が終われば階段を、階段が終われば食堂を、次々に私たちは新しくしていき、カウンターや厨房も、ファティマさんが使いやすそうな感じへと変えた。

　あとはお掃除道具をパワーアップさせれば、今までの半分以下の時間で、お掃除を終えることが出来るだろう。

「まあ、凄いわ！　まさかこんなにも綺麗になるなんて！」

　改装されたお宿の様子に、ファティマさんが驚きの声を上げる。

「あらあら、こんなところまで新しくしてくれたのね。ふふ、こんなに綺麗にしてくれたのだもの。これからは、もっと美味しいお料理が作れるわね♪」

　新品のフライパンを手に、ファティマさんが嬉しそうに微笑む。

　そんな彼女の姿に、私たちも互いに喜びの視線を交わし合う。




　と──そこまではよかった。




　お宿も新しくなり、お掃除道具も風属性のプリマベールを使った、サイクロンという感じの掃除機にしたり、同じく大型の洗濯機を拵こしらえたりと、ファティマさんの手間もかなり減ったはずだった。

　しかし。

「まさか接客のために、宿自体から離れられんという初歩的なことを忘れていたとはな……」

「うぅ、トーダイモトクラシーだよぅ～……」

「と、トーダイモトクラシー……？」

　そう、いくら別の時間を短縮出来ても、ファティマさんは接客を行わねばならず、基本的にお宿にいなければならなかったのだ。

「どうしよう……。これじゃ前とほとんど変わらないよぅ……」

《もも屋》の工房に戻った私たちは、その事実に気づき、揃って消しよう沈ちんしていた。

　せっかくこれでファティマさんともキャッキャうふふ出来ると思っていたのに、ここに来てまさかの事態である。

「やっぱり誰か従業員さんを確保しないとダメなのかなぁ……」

「そうだな……。一周回って、その結論に辿たどり着つくしかなくなってしまうな……」

「で、でもここまでしてくださったのですから、ティオを含め、お姉ちゃんも皆さんにとても感謝していると思います。なので、これ以上はご無理をなさらずとも……」

「むむっ!?　そんなことを言うティオちゃんはこうだよ！」

　──ぎゅむっ。

「ひゃわっ!?　し、尻尾しつぽはやめてください～!?　はうぅ～!?」

　嫌がるティオちゃんの尻尾を優しく揉もみしだいた後、私は真っ赤な顔で床にへたり込んでいる彼女に言う。

「ここまで来たら一いつ球きゆう入にゆう魂こんだよ、ティオちゃん！」

「えっ？」

「たぶん一いち蓮れん托たく生しようだと言いたかったのだろうな……」

　ルミナちゃんが遠い目になる中、私は続ける。

「だってファティマさんは、もう私のお姉ちゃんなんだからね！」

「ええっ!?　で、ではティオのお姉ちゃんはいずこへ!?」

「もちろんティオちゃんのお姉ちゃんはファティマさんだよ！」

「えっ？　あれ？　えっ？」

「とにかく！　私は諦めないからね！　だからティオちゃんも諦めちゃダメだよ！」

「も、モモさん……」

　私の言葉に、ティオちゃんが瞳を潤うるませる。

「まあ、確かにここまで来て諦めては、さすがに後味も悪いしな」

「そうそう！　だからもう少し頑張ってみようよ！」

「は、はいです！」

　大きく頷くティオちゃんとともに、私たちは次なるアイディアを試すことにしたのだった。





　　　　◆






『イラッシャイマセ。ヨウコソオコシクダサイマシタ』

「……で、なんだこれは？」

　心底胡う散さん臭くさそうな顔のルミナちゃんに、私はお胸を張って言う。

「もちろんお宿の新しい従業員さん──〝メカファティマさん〟だよ！」

「いや、確かに何か機械的な感じなのは分かるのだが……」

　ちらり、とルミナちゃんがメカファティマさんを横目で見やる。

　とりあえず思いつきで作ってみたので、外見は電話会社さんの接客ロボっぽい感じだ。

「あ、あの、まさかこの方にお任せするおつもりでは……？」

　ティオちゃんが不安そうに尋ねてくるが、私はその杞き憂ゆうを吹き飛ばすかのように、ぐっと親指を立てて言った。

「もちろんそのおつもりだよ！　このメカファティマさんなら、大体のことは出来るはずだからね！」

「で、でも……」

「とりあえず百聞は一見さんになんたらってやつだよ！　ほらほら、ちょっと試してみて！」

「で、では……」

　私に促され、ティオちゃんがメカファティマさんに向き直る。

「あ、あの！」

『ハイ。ドウサレマシタ？（ニタァ）』

「は、はわわわわっ!?　い、いえ、なんでもないです～!?」

　ぺこりと素早く頭を下げ、ティオちゃんが脱だつ兎とのごとくルミナちゃんに抱きつく。

　こっちに来てくれなかったことが微妙にショックだったが、ルミナちゃんは女騎士さんのような頼りがいがあるので、それも仕方あるまい。

　というわけで、ルミナちゃんにはあとでオークさんをご紹介だよ！

「おい、ティオが怖がってるだろ？」

「ご、ごめんね、ティオちゃん。ちょっと見た目が怖かったかな？」

「い、いえ、こちらこそ逃げ出してしまってすみません……」

「ううん、大丈夫！　じゃあちょっと待っててね！」

「「？」」




　──数分後。




「うわぁ……」

　ドン引きするルミナちゃんの目の前には、私の手によってカツラやメイクなどが施された、新生メカファティマさんの姿があった。

　エプロンつきのお洋服も完璧に着こなし、向かうところ敵なしである。

「……ふう。これでばっちりだね！」

「いや、全然ばっちりじゃないだろ!?　なんだこの化け物は!?」

　ルミナちゃんが力の限りメカファティマさんを指差して抗議する中、当の本人が首を横に振って言った。

『ワタシ、バケモノチガウ。ワタシハカワイイファティマチャン（ウインク）』

「やめろぉー!?」

　恐らくファティマさんを重ねたのだろう。

　ルミナちゃんが頭を抱えて悶もん絶ぜつする。

　最中、メカファティマさんが、ティオちゃんに対して言った。

『ホラ、オネエチャンダヨ』

　──ずいっ。

「ひいっ!?」

『オネエチャントオヨビ』

　──ずずいっ。

「はわわわわっ!?」

　じりじりと距離を詰めてくるメカファティマさんから、ティオちゃんは青い顔で後退る。

　すると業ごうを煮やしたらしく、メカファティマさんが声を荒らげてこう言い放った。




『ワタシノナヲ──イッテミロオオオオオオオオオオオッッ!!』




　ぶいーんっ！　とメカファティマさんが、足の車輪を全開にしてティオちゃんを追いかけ始める。

「ひ、ひえぇ～!?」

　当然、ティオちゃんは涙目でメカファティマさんから逃にげ惑まどい、工房内で激しい鬼ごっこが開始される。

「お、おい!?　早くやつを止めろ!?」

「そ、そんなこと言われてもぉ～!?」

　止めるには背中のスイッチを押さねばならず、私もおろおろする。

「……むっ？」

　だがしばらくそうしていると、ふいにメカファティマさんが動きを止め、ティオちゃんが泣きながらこちらへと向かってきた。

「ふえぇ～!?　モモさぁ～ん!?」

「だ、大丈夫。もう大丈夫だから。ねっ？」

　泣きじゃくるティオちゃんをぎゅっと抱き締め、私が頭を撫でてあげていると、今まで動きを止めていたメカファティマさんが、ぎぎぎとこちらを向いて言った。

『オロカナニンゲンドモメ……ッ』

「お、おい、なんか自我が芽生えてるぞ!?」

「ええっ!?　ちょ、どうしちゃったの、メカファティマさん!?」

　がーんっ、とショックを受ける私だが、メカファティマさんの暴走は収まる気配を見せず……。

『カミノサバキヲウケロオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

「「「ぎゃあああああああああああああああああああああああああっっ!?」」」

　私たちは触れてはいけない進化があることを、身を以もつて知ったのだった。







「もう！　酷ひどい目に遭あったよ！　ぷんぷん！」

「そ、それはティオの台詞せりふですぅ～!?」

　珍しく尻尾を逆立てて怒るティオちゃんに、私も申し訳なさげに頭を下げる。

「そ、そうだよね。ごめんね、ティオちゃん……」

「い、いえ、別に謝ってくださるのなら……」

　なんとも気まずい空気が私たちを包む中、ルミナちゃんがやれやれと嘆息して言う。

「しかしまさか機械が自我を持つとはな……」

「そうだね……。確かに《時魔法》は色々と便利な力なんだけど、使い方を誤らないようにしないとね……」

「ふむ、どうやらきちんと反省しているようだな。ならばまあいいだろう」

「うぅ、ありがとう、おっぱ……じゃなくてルミナちゃん……」

「おい」

　ぼよよんっ、とその大きなお胸を弾はずませつつ、ジト目を向けてくるルミナちゃんだが、彼女は「……まあいい」と小さく息を吐いて続けた。

「それより話が振り出しに戻ってしまったわけだが、これからどうするんだ？」

「うーん、メカファティマさんもダメとなると、もうあれしかないね！」

「「あれ？」」

　揃って小首を傾げる二人に、私は大きく頷いて言った。

「そう、あれだよ！　名付けて〝セルフサービス大作戦〟！」

「「せ、セルフサービス大作戦!?」」

　二人が声をハモらせて驚く中、私はその真意を告げる。

「うん！　つまりどういうことかと言うとね、受付の機械でお金を払うと、お部屋に入れるカードタイプの鍵かぎが貰えて、それでお食事も受け取れるようにするの。もちろん鍵はお泊まり期間のみ有効な使い捨てタイプを採用します！」

「い、いや、それはもはや宿ではないのでは……？」

「ティオもそう思います……。なんだか本当にお泊まりするだけみたいな……」

「がーんっ!?」

　思った以上の不評に、私は一人すこぶるショックを受ける。

　だが確かにそう言われてしまうと、今までティオちゃんたちがやってきた、いわゆる〝お宿〟という雰囲気からは、大分離れてしまうだろう。

「そうだね……。今のお宿って、なんだか凄く温かい感じがするもんね……」

「はい……。なので、せっかく考えていただいて申し訳ないのですが……」

「ううん、気にしないで！　ほかにもアイディアはいっぱいあるから、皆で検討してみようよ！」

　ぐっと親指を立て、私は笑顔で言う。

　諦めないと言った以上、こんなことでへこたれてはいられない。

　必ずいい方法があるはずだし、もっとたくさん話し合ってみなければ。

　そう思い、それから三人で意見を出し合ってはみたものの、

「定休日を作るのはどうかな？」

「ふむ、ありと言えばありだが……」

「で、ですがお客さまはいつ来られるか分かりませんし、皆さま山越えでとてもお疲れになられていますので……」

　定休日を作ることは難しそうな上、

「じゃあ無料で働いてくれる人を見つけるとか……」

「奴隷制度は禁止されている。破れば即牢ろう獄ごく行きだが……短い付き合いだったな」

「モモさん……」

「い、言ってみただけだもん！　というか、そんな目で見ないでよ、ティオちゃん!?」

　奴隷さんなんて求めてないのに冷たい目で見られ、

「ファティマさんに高速で移動して貰う、とか……？」

「何が〝とか？〟なんだ……」

「あ、あの、出来れば真ま面じ目めに考えていただけると……」

「うぅ、真面目に考えてるのに～……」

　真面目じゃないと怒られてしまった挙げ句、

「もう私たちで働こうか……」

「それはすでに試しただろ？　ほら、別の案を出せ」

「お、お願いします、モモさん！」

「も、もう無理ですぅ～!?」

　さらにアイディアを出せと言われたものだから、私は完全にオーバーヒートを起こしてしまったのだった。

　──ぷしゅ～。

「うぅ、不ふ甲が斐いないこけしさん野郎でごめんねぇ～……」

　ぶわっと涙ぐみながら、ティオちゃんに頭を撫でられる私に、ルミナちゃんがばつの悪そうな顔で言う。

「いや、私たちももう少しアイディアを出すべきだったと反省している……。だからそんなに落ち込むな」

「そ、そうですよ、モモさん。モモさんは一生懸命考えてくださったんです。ですからどうか泣かないでください」

「うぅ、ありがとう、二人とも……」

　ぐすんっ、と私が涙を拭ぬぐっていると、ルミナちゃんが「しかし……」と困ったように言った。

「ついに打つ手がなくなってしまった気がするな……」

「そうですね……」

「うぅ、もう諦めるしかないのかなぁ……」

　さすがの私も弱気になり、下を向いてしまう。

　本当にもう打つ手は残っていないのだろうか。

　何かお宿もこのまま営業出来て、ファティマさんが私たちと一緒にいられるいい方法は──。

「って、あーっ!?」

「「──っ!?」」

　そこでふとある考えが思い浮かんだ私は、感情の赴おもむくままに声を上げる。

「な、なんだいきなり!?」

　当然、ルミナちゃんが怪け訝げんそうな顔をするが、私は気にせず告げた。

「私、凄くいいアイディアを思いついたよ！」

「いいアイディア？　まさかまたメカファティマさんに頼るんじゃないだろうな？」

「ひいっ!?」

　あの時のことを思い出したのか、びくりと肩を震わせるティオちゃんたちに、私は首を横に振って言う。

「ち、違うよ！　もうメカファティマさんには頼りません！　とにかく凄くいいアイディアだと思うから、さっそくファティマさんのところに行こう！　まずは許可を貰わないといけないしね！」

「あ、待ってください～!?」

「お、おい、そんなに急ぐと危ない……って、聞いてないか……。やれやれ……」







「あら、いらっしゃい。おかげさまで、とっても楽になったわ」

「えへへ、それはよかったです～♪」

　ほんわかと優しい笑みのファティマさんに恥じらいつつ、私は言う。

「あのね、ファティマさん！　私、いいアイディアを思いついたの！」

「あらあら、何かしら？」

　うふふと可愛らしく小首を傾げるファティマさんに、私はぐっと両手を握って言った。




「──この《おきつね亭》と、《もも屋》を一つにするんだよ！」




「まあ」「ええっ!?」「んなっ!?」

　ファティマさんよりもティオちゃんたちの方が驚いていた気がするが、私は続ける。

「もちろんベースは《おきつね亭》だから安心してください！　ほら、私のお店って、ここの隣にあるから、それを少しこっち側にずらして、二つをくっつければ、入り口は二つになっても、中の壁はなくなるでしょ？　カウンターの裏側に休憩スペースというか、リビング的な空間を持ってくれば、いつでも皆一緒にいられると思うの！」

「それは確かにそうかもしれないけれど……」

「そしたらティオちゃんも自由に手が足りない方を手伝えるし、私だってお客さんが来るまではお宿のお仕事が出来るよ！　壁がないから、営業中だっていつでもお話し出来るしね！」

「ふむ、確かにとんでもない発想のように思えるが、それならば大抵のことが解決するかもしれんな」

　なるほど、とルミナちゃんが頷く中、ティオちゃんが問う。

「つ、つまりお宿の中に《もも屋》があるというような感じでしょうか？」

「うん、そういうことになるかな。それと、今まではお宿の一階奥に、ティオちゃんたちのお部屋があったけど、そういうのを全部こっち側に移せば、その分スペースも広く使えるから一石二鳥だよ！　もちろん外装も合わせるから、見た目的にもいい感じにするし！　というわけで、どうですか？　凄くいい案だと思うんですけど……」

　ファティマさんに意見を伺うかがうと、彼女は申し訳なさそうな顔で尋ねてきた。

「そうね、私としてはとてもありがたい申し出だとは思うのだけれど……でも本当にいいの？　私のためだけに、自分のお店をこの宿と一つにしちゃうなんて……」

「もちろんです！　だってお店自体がなくなるわけじゃないし、ファティマさんとも一緒にいられるようになるんだもん！　むしろ検討の余地がないのです！」

「ふふ、ありがとう。モモちゃんはこう言ってくれてるけど、ティオはいいの？　せっかくやりたいことが見つかったのでしょう？」

「は、はい！　わがままかもしれませんが、ティオはお姉ちゃんとも一緒にお仕事がしたいんです！」

「ティオ……」

「ふむ、決まりだな。一応言っておくが、必要なら私も店番くらいは手伝うぞ？　なあ？　ドレッドノート」

「ピーッ！」

　しゅばっと軽快に敬礼するぴーちゃんに、ルミナちゃんも満足げだ。

「皆……。本当にありがとう……。私、こんなによくして貰ったの、生まれて初めてよ……」

　嬉しそうに涙ぐむファティマさんに、私たちも温かい気持ちになる。

「えへへ、じゃあそうと決まれば善は急げだね！　明日のお客さんがいない時間にでも、作業に取りかかろうと思うから、それまで皆でお引っ越しの準備をしよう！」

「はいですっ」「ああ」「ええ」「ピーッ」

　全員が頷いたことを確認した私は、最後の仕上げに向けて、行動を開始したのだった。







　そうして私たちの目の前には、二つの建物が合わさった、新しいお宿兼ショップ──《もものおきつね亭》が、その姿をお目見えしていた。

　とはいえ、外観は本当にただくっつけただけなので、色合い以外、そこまで変わってはいないのだが、《もも屋》部分の内装は結構変わっており、カウンター奥のリビング部分は広めにし、皆で団らんを楽しめるような感じになっていた。

　二階にも新たにお部屋を設け、一つ屋根の下で、全員が寝泊まり出来るようにもなった。

　もちろん二階にはルミナちゃんのお部屋もあり、「ほらほら、ルミナちゃんもここに住みなよ～」とお誘いしているのだが、さすがにお父さんに許可を貰わないと無理そうということで、今はぴーちゃんのお部屋になっている。

「えへへ、これで皆さんご一緒ですね♪」

「うん！　これで健すこやかなる時も病める時も一緒だよ♪」

「え、あれ……？　そ、それは何か違うような……」

「え～、そんなことないよ～♪」

　ぎゅ～、とティオちゃんを抱き締めていた私に、ファティマさんが微笑みながら言う。

「本当にありがとう、モモちゃん。あなたには、感謝してもしきれないわ」

「いえいえ、そんな。私は皆が幸せならそれだけで嬉しいので」

「ふふ、ティオは本当に素敵な子とお友だちになったのね」

　ファティマさんにそう笑いかけられたティオちゃんは、恥ずかしそうに頰を染めながらも、力強く頷いて言った。

「は、はい！　モモさんはティオにとって、とても大切な人です！」

「えへへ～、ルミナちゃん聞いた～？　とても大切な人だって～」

「はいはい、聞いた聞いた」

　でれでれ顔の私に、ルミナちゃんは呆れたように続ける。

「だがあまりしつこくくっついたりするなよ？　親しき仲にも礼儀ありというやつだ」

「わ、分かってるもん！　ちゃんと礼儀を持って抱き締めてるから大丈夫だもん！」

　──むぎゅっ。

「はわわわわっ!?」

「いや、たぶんお前は分かってない……」

　はあ……、と小さく嘆息した後、ルミナちゃんは《もものおきつね亭》を見上げて言う。

「しかしとりあえずこれで一件落着だな。まあ、これからファティマも、モモに頭を抱えることになるわけだが」

「がーんっ!?　わ、私そんな困った子じゃないよ!?」

「ああ。困った子というよりはアホの子だな」

「アホの子!?」

　再びがーんっとショックを受ける私を、皆がおかしそうに笑っていて、そんな皆の姿に、私も自然と笑顔になる。

　こうして皆で笑い合っていられるのも、あの天使さんに《時魔法》を貰えたおかげなわけだが、しかし今さらながら、先輩がオンナの顔になっていた、あの男の人は、やっぱり彼氏さんだったのだろうか。

　いや、先輩を幸せにしてくれるのなら、たとえ相手が男の人であろうとも、涙を呑のんで受け入れようと思うのだが……。

　と。




『──ああ、あれは彼女のお兄さんですよー』




（え、こーちゃん!?　というか、お兄さんってどゆこと!?）

　いきなり件くだんの天使さんこと《理ことわりの端たん末まつ》さんの声が頭の中に響いた上、ちょっと意味の分からない真実が伝えられ、私は内心テンパる。

　だがこーちゃんは淡々と、驚愕の事実を教えてくれた。

『ほら、私一応あなたの担当ですし、時折様子を窺うかがっているんですよー。と、あなたの憧あこがれの先輩さんですが、実は極度のブラコンさんでして、表向きは男装の似合う令れい嬢じようさんに見えますけど、お家ではお兄ちゃん大好きっ娘こですよー』

（ぎゃあああああああああああああああああああああああっっ!?）

『あ、ちなみに好きな人はお兄ちゃん、理想の男性もお兄ちゃんの、将来はお兄ちゃんのお嫁さんになりたいと素すで思っているガチの人ですねー』

（ひぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっっ!?）

『さらに言うと、お兄ちゃんが寝ている隙に、こっそりキスしたり、わざと静かに入浴して、お兄ちゃんとのラッキースケベを演出するなど、私が言うのもなんですが、割と素でやべえ人です』

（ふええええええええええええええええええええええええっっ!?）

　も、もうやめてぇ～!?　と心に大きな傷を負った私に、こーちゃんは言う。

『それはそうと、新しい人生を満喫されているようでよかったですー。これからもこの調子で、より良い人生を送ってくださいね。私、応援してますから！』

（うぅ、ありがとぉ～……）

　何かいい感じのことを言ってくれたような気はしたが、憧れの先輩の知りたくなかった一面をがっつりと胸に刻みつけられ、私は内心涙が止まらなかったのだった。
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　──からんっ。

「いらっしゃいませ。──あ、ルミナちゃん！」

「うむ、久しぶりだな、ティオ。元気だったか？」

「はいっ」

　数日後。

　新しい生活にも慣れつつあった私たちのもとに、隣町に戻っていたルミナちゃんが姿を現した。

　もちろんお隣には、敏腕メイドことアーリィさんの姿もある。

「あ、お久しぶり～。アーリィさんもお元気そうで何よりです～」

「はい。モモさまも相変わらずのほほんとされているようで安心しました」

「えへへ～、ありがとうございます～」

「一応言っておくが、今のは馬鹿にされたんだぞ？」

「ええっ!?」

　おっとりしていて可愛かわいいねってことじゃなかったの!?

　素すでショックを受ける私に、アーリィさんは「いえいえ、そのようなことは」と首を横に振る。

「私は単に印象を口にしただけでございますので」

「それを出来るだけ傷つかないよう伝えるのが、人付き合いというものなんだがな……」

　そうルミナちゃんがジト目を向けるも、アーリィさんはどこ吹く風だった。

　と。

「あら、ルミナちゃんたちがいらしたの？」

　私たちの会話が聞こえたらしく、お宿のカウンター側にいたファティマさんが、嬉しそうにやってきた。

「あ、ああ、久しぶりだな。うん。お前も元気そうで安心したぞ」

「ふふ、そういうルミナちゃんも、お元気そうで何よりよ　」

　ふんわりとファティマさんに微笑ほほえまれたルミナちゃんは、少々顔を赤らめながら頷うなずく。

「う、うむ。ありがとう……」

「いえいえ」

「と、ところで今日ここに来たのはだな、例の件に父上から許可が下りたので、それを知らせるついでに、引っ越しも行ってしまおうと思ったからなのだ」

　恥ずかしさを紛らわせるように、ルミナちゃんが腕を組んで言う。

〝例の件〟というのは、もちろんうちの二階に彼女が住むかどうかというお話のことだ。

「わあ、本当ですか？」

「ああ。私ももう一七だからな。様々な経験をし、次期町長になれるよう、逞たくましい成長を遂とげよとのことだ」

「わーい♪　じゃあ今日からルミナちゃんも、私たちの家族だね♪」

「あ、ああ。家族と言われると、些いささか気恥ずかしくはあるが……まあよろしく頼む」

「うん！　こちらこそよろしくね！」

「よ、よろしくお願いします！」

「ふふ、よろしくお願いしますね、ルミナちゃん」

「ああ、よろしくな」

　ルミナちゃんが再度頷いた後、アーリィさんが「ちなみに」と付け足した。

「私もお嬢さまのお目め付つけ役やくとして、リフリ内で暮らさせていただきますので、何かご入り用の際は、なんなりとお申し付けくださいませ」

「了解ですっ」

　しゅびっと私が敬礼で応えていると、ルミナちゃんの声に気づいたのか、二階からぴーちゃんが飛んできた。

「ピピーッ」

「おお、ドレッドノート。お前も元気だったか？」

「ピーッ」

　数日ぶりとはいえ、ルミナちゃんに会えたのが嬉しかったらしく、ぴーちゃんは彼女の周りをぴょんぴょん飛び回っていた。

「よーし！　じゃあ今日はルミナちゃんたちのお引っ越し祝いだね！」

「ふふ、そうね。せっかくだし、私も腕によりをかけてお料理を作るわ」

「でしたら私も、微力ながらお手伝いさせていただきます」

「ええ、是非お願いします」

「じゃあ私たちは会場設営だね！　ティオちゃん、お店の看板を裏返しておいてくれるかな？」

「分かりましたっ」

　とてとてとティオちゃんが扉に向かっていく中、私はぴーちゃんを頭に乗せながら、一人佇たたずんでいたルミナちゃんに告げる。

「ふっふっふっ、ルミナちゃんは今日の主役だけど、ばっちりこき使っちゃうんだからね！」

「やれやれ。まったく仕方のないやつだな」

　と言いつつも、ルミナちゃんはどこか嬉しそうだった。

「モモさん、扉の鍵もかけておきましたっ」

「うん、ありがと～。じゃあさっそく三人で始めよっか！　愛の共同作業をね！」

「ええっ!?」

　びくっと肩を震わせるティオちゃんに、ルミナちゃんが嘆たん息そくしながら言う。

「真に受けるな。いつものやつだ」

「あ、なるほど……」

「え、何その察した感じ!?」

　がーんっ、とショックを受ける私に、しかしティオちゃんはおかしそうに笑って言った。

「ふふ、冗談です」

「あ～びっくりした～……。てっきり〝この人また馬鹿みたいに騒いでるよ、ぷぷー〟とか思われちゃったのかと心配したよ～」

「いや、自覚があるなら自重しろ……」

　ルミナちゃんにジト目を向けられる中、ほっと私が胸を撫で下ろしていると、ティオちゃんが微笑みながら首を横に振って言った。
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「いいえ、そんなモモさんのおかげで、ティオたちはこうして幸せな気持ちでいられるんです。馬鹿みたいだなんて、ティオは絶対に思いません」

「ティオちゃん……」

「えへへ、なのでこれからも、明るく楽しいモモさんでいてくださいね。ティオは、そんなモモさんが大好きですから♪」

　ぱあっと今までで一番いい笑顔を見せてくれたティオちゃんに、思わず私は涙ぐみそうになり、

「ティオちゃん好き～！」

　──ぎゅむっ。

「はわっ!?」

　力いっぱい彼女を抱き締めてしまったのだった。

　しかも。

「まあ、今はいいか。好きなだけティオに思いを伝えるといいさ」

「ええっ!?　る、ルミナちゃん!?」

　ルミナちゃんまで私の味方をしてくれたので、もはや私を阻はばむものは何一つなく、

「もう離さないからね、ティオちゃん！」

　──ぎゅむむ～っ。

「ひ、ひいぃ～っ!?」

　私は心の底から、ティオちゃんに大好きな想いをぶつけ続けたのだった。
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